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草の言い分

花の言い分

人の言い分

野焼きシンポジウム・イン・小清水実行委員会



1 言ここウ；；□‘'：プ：
日時平成 l 2 年 6 月 2 3 日～ 2 5 日

場所 北海道小清水町多目的研修集会施設
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原生花園宣言
じのち

草原は多くの生命を育み、さまざまな野の贈リ物を
私たちにもたらします。

それは美しい景色とともに、豊かな生産を約束する

場です。

草原は世界中で、古くから人々によって用いられ、

保たれてきました。その保全と賢明な利用こそ、これ

からも引き続き守られなければなリません。

私たちは、第 3 回全国草原サミットを機会に、草原

の重要性を改めて認識するとともに、これを私たちば

かリでなく、草原を訪れたことのない人々たちにも訴

えたいと思います。

草原生態系の維持と活用に、その技術の伝承と、さ

らなる知恵と努力を集めることを期待して。

そして、本サミットを今後とも継続して、草原を有

する自治体間の連携をよリー層図ってまいリます。

以上宣言します。

2 0 0 0 年 6 月 2 4 日

第 3 回全国草原サミット





実行委員畏竹田津実

... 
〇竹田津：主催をします実行委貝を代表して一言ご

挨拶を申し上げます。

時節柄という言葉がありますけれども、本当に時

節柄大変面倒な形になってしまいまして、実は担当

しております挙務局長と、選挙がこのときに、決まっ

たときにはひっくり返りまして、まずいときにやる

なというのが一致した突は言葉だったのです。しかし、

それにもかかわらず、大変忙しいというその呉っさ

なかの中で、遠くは九州からたくさんの方においで

いただきました。それから山口からも、それから各

地からいろんな方がたくさん小清水目がけて来てい

ただいて、本当にありがとうございます。心からお

礼を申し上げます。

実は第 3 回目のこのサミットをこういう形でもっ

てやろうとしてから、我々享務局としては、どうい

う格好で述営したら一番皆さんに喜んでいただける

かということを最優先課題としました。実は小消水

1/)楊合は、野焼きが毎年連休前後なのです。遥休前

後が普通なのですけれども、これは第 1 回の久住の

ときもそうだったのですけれども、皆さんが染まっ

て張り切ったら次の日大雪だったという久住の第 1

回目から、いずれも予定どおりに野焼きがいかない

ということがありまして、予定どおりいかないとき

にお迎えするということを多少我々は危惧しまして、

それならば開き直って一番いい季節にお迎えして、

野焼きはもう過去にやりましたと。やった跡を見て

くださいというような形が一番いいだろうと思って

実はこの日を設定したわけです。ですから、その設

定した日に後から選挙が割り込んできたので、我々

としてはひどくその選挙に対しては一言言いたいと

いうような気持ちもあります。しかし、たくさんの

方がおいでいただきまして、本当にありがとうござ

います。
野焼きというと、ずっと前からいろんな意味でもっ

てかなり暴力的な人間の行為ではないかという見方

がありまして、原生花園も実は野火が入ることがな

くなった途端ぐらいから、るる野火のよさみたいな

ものが語られたのですけれども、改めて人llll が野火

を入れるということに対して長い抵抗がございまし

た。しかし、関係する官庁の方とか大学の先生方が

後押しをしていただいて、私の町もここ I 0 年間ぐ

らいは定期的に野焼きをできるようになっておりま
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す。本当に我々としては大変うれしいことだと考え

ています。

今日お保りの子供さんたちは別にして、私たち大

人というのは、過去において、昔はよかったという

話をよくします。ですから、いずれの人も、昔は烏

がたくさんいて、花がきれいだったよというような

言い方をします。川に魚がたくさん上がったよとい

う話をします。常に昔はよかったという話をするわ

けです。その昔をこのようにしたのはだれだったの

だろうということはだれも語らない。常に昔はよかっ

たという論議がずっと緑いてきました。我々は、 2

1 世紀を迎えるに当たって、昔はよかったという、

そういう誦部で終るのか、それとも原生花図なら原

生花団の復活に我々はこういうエネルギーを使った

のだよという、そういう語部になろうとするのかの

ちょうど分かれ目になっていると思います。少なく

とも、もう 2 1 世紀を迎える時期に、昔はよかった

的な話から脱却をして、我々はこうして復活させた

のだよという、そういう世界ヘ一歩踏み出したいと

いうふうに恩っております。この大会が、このシン

ポジウムが、ではある種のまたきっかけになったら、

我々主悩した者としてはひどくうれしいことです。

本来ならぱ、ここでもって本当に昔の、過去のよかっ

たことだけを甜ることから我々は一遥卒業して、新

しい創世をするという時代の第一歩の初年度になれ

ばというふうなことを強く思っております。

本大会が皆さんのおかげでこのように開催できる

ことを本当に心からありがたく思っております。ひ

とつ一日有意義な時間を過ごしていただければ大変

うれしいと思います。
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小清水町長河合 淳

〇河 合：ただいまご紹介いただきました小消水IIIJ

の河合でございます◇一言歓通のご挨拶をさせてい

ただきます．

このたぴ本町におきまして、実行委貝長を竹田津

先生ということで紐識をいたしました中でこの大き

な事栗を開価させていただきましたところ、皆様方

には大変お忙しい中にもかかわりませずこのように

ご参加をいただきまして、本当にありがとうござい

ます。心から歓迎をいたします。

小i青水I]は、平成 I 0 年に 1 2 0 歳の涎生日を迎

えました。開基 I 2 0 年の単業をさせていただきま

した。平成 I 0 年の 1 0 月 1 0 日であります。そう

した町でございますが、人口は 6. 3 0 0 人を切って

おります。しかし、面柄は 2 8 7 k』ございまして、

その半分が森林でございます。畑が約 9. 5 0 0 ha 

あります．草地を入れますと約 1 万 ha、その中で 4

0 0 戸の農家が営農に励んでおります。先人、先茄

の方々がこの大地を開いて、この緑岱かな自然と、

そして肥沃な大地、言うなれば自然の恵みを受けて

1 2 0 年のこの住みよい今日を築き上げたわけです。

しかし、今振り返ってみますと、今の世の中のい

ろんな変化の中で、本当にこれからも自然の恵みを

いただけるのかどうか、自然の力、自然の恵みをい

ただいて、これからも器業の町として向こう 1 0 0 

年本町が生きていけるのかどうか、こういう大きな

疑問と反省点に立っております•特に昭和 5 0 年代

から、一つには、この原生花園の花も衰退の一途を

たどっているのではないか、何かいい対策はないの

かということ、あるいは、本当に土の力で展業をやっ

ているのか、化学肥料や展薬に頼りすぎているので

はないか、本当に消費者に支持される安全な食科が

生産されているのかどうか、現状をよく考えていか

ねばなりません。本町は向こう 1 0 0 年間、どんな
厳しい状況にあっても農栗を中心として、日本の皆

さん方に少しでも良質の食料を供給する、そういう
使命を持って生きていくわけでありますから、そう

した点から考えますと、本当に自然と共生していく、

自然を大半にしていくことが大切であります。自然

が輝いてこそ煤業も輝くし、そ .::1こ生きる私どもも

輝けるのだという、そういう原点を今厳しく問われ
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• ], ̀  ` ` ` る時代を迎えている、このように認識をしております。

そうしたことを考えますときに、全国各地で草原

を生き生きさせることが本当にふるさとを生き生き

させるのだということで早くから取り組んでおられ

ます先進地、私は平成 7 年に 1 回目、この事業が行

われた大分県の久住町にお牙li腐をいたしまして、そ

の取り組み、あるいは専門の先生方の本当に熱心な

調査研究を聞きまして、心打たれて帰ってきたわけ

であります。いつかお許しがあったら、本町にもそ

ういう機会があればいいなというふうに思っていた

そのことが、 5 年後こうした形で迎えることができ

たことは大変光栄に、またうれしく思う次第であり

ます。また、原生花区lの近くにある北陪小学校の子

供がこのシンボジウムにかかわってくださっている

ということ、この意義は大きくとてもうれしく思っ

ているわけでございます。

どうか、限られた今日、明日でございますが、こ

のシンポジウムがそうした趣旨にのっとってすすめ

られ、日本の 2 I 世紀が本当に生き生きとした住み

よい日本になることを、心を強く持ち舜ることがで

きますことをご祈念申し上げまして、一言歓迎とお

礼とご挨拶とさせていただきます。本当にありがと

うございました。

よろしくお顧いします。（拍手）
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「火遊びは楽しい！ ？」
這学園大学教授 辻井達ー氏
oo)jヒ海道環境財団理車長

今日は、「火遊ぴは楽しい！ ？」という題で話をさ

せていただくことにしました・ちょっとこの表題が

物識を醸しそうなものなのですけれども、念のため

にクエスチョンマークをつけておきました。これは、

後で文句が出たときの用心ということです。この火

遊ぴという言葉なのですけれども、これはいろいな

意味の危険があるかもしれないということを含んで

いるわけです。つまり、ひょっとすると文字どおり

手を焼くかもしれないという意味合いもあります．

それから、初めは何とも思わなかったのだけれども、

大したことにならないだろうと思ったのだけれども、

思いもかけずその火が燃え広がって大変なことにな

るかもしれないというような意味も含んでいるわけ

です。ぼやのときはまだいいのですけれども、火と

いうのはいつどういうふうに動くかわからない。風

が吹けば、それこそ考えもしなかった方向へ燃え広

がるということもあるわけです。実際にそういう危

険が大きくなったという例はいくらでもあるわけで

す。そこで、そういうことを考えて、火遊びという

のはそういう窓味合いを持っているのだというふう

に昔から言われていました．

しかし、人問というのは、おもしろいことに、危

ないことに手を出したがります。これは火に限らず

ですけれども、何によらず、ちょっと危険になりそ

うだというようなことに非酋に大きな魅力を持つも

のですから、そういうものに手を出したがるという

習癖があるわけです。あるいは、むしろ危ないから、

あるいは危ないかもしれないというので手を出すと

いう方が当たっているのかもしれない、そんな感じ

がします。つまり、大火挙になるのは困るけれども、

ひょっとしたら手を焼くかもしれないというふうな

スリルに抗し切れないというのが人問ではないか、

こんなふうに考えてもいいと思います。

そこで 2 番目にですけれども、人間と火というこ

とをその辺から考えてみたいと思うのです。火は人

間にとって一番大串なものです。人問と動物とを分

ける袋大の存在であると言ってもいいのではないか

と思います。つまり、例えば最近の研究では、人間と、

それからゴリラ、あるいはオランウータンのDNA

の 9 7 ％までは同じであるというようなことまでわ

かってきているそうですが、しかし、ほとんど、今

申しましたように、 9 7 ％まで同じ DNA を持って

いる彼らもさすがに火は使いません。あるいは、火

を使って何かしようということは考えつかないわけ

です。ということは、つまり火というのが人間と他
の動物を分けるほとんど唯一のものであるというふ

うに考えてもいいのではないかと思います。

そこで、人間が大昔に火を手に入れてから、ある

いは火を手に入れたから人間になったのだというこ

とになるのかもしれませんけれども、例えば体を温

めるとか、それから料理をするとか、それから、そ

れこそ人間以外の勁物から自分自身を守るためにと

か、いろんなひなことに火を使ってきたわけです。

そうなりますと火は非常に大事なものですから、火
を消すということ、つまり今のように、例えばライ

ターがあるとか、あるいは自勁点火だとかというふ

うなことは考えられなかったころには、一端火を消

すと、またつけるというのは大変なことになります

から、火を手に入れるというのは大変なことになり

ますから、それを沿さないようにしなければならない。

つまり、火を消さないように、火を守るということ

は非常に韮要な、神翌な役目だったということにな

ります。

そこで、世界の非常に多くの民族が火をあがめて、

大車なものに位磁づけています。例えば、北海道で

いいますとアイヌ民族も、それからはとんど同じ粂

件にある北欧の民族も、例えばニレの木を一番忘位の、

高い位の木の神に慨いています。それは、ニレの木

が使いやすいということよりも、むしろニレの木に

はよく空洞ができますけれども、その空洞の中に木

くず、腐ってほろぽろになった木くずがたくさんあっ

て、それに火が非常につきやすかった。そこに落雷

して、火をそこから得たというところから、ニレの

木を、アイヌ民族も、それから北欧の民族も一番高

位の、瓦い位の木の神として匝いたということらし

いのです。つまり、木そのものというよりも、火が

つきやすいという条件がニレの木を一番忘い位に世
いた、大単にしたというふうなことになるわけです。

そこで、これも一つの火を大半にするということの

表現であったというふうに考えていいのではないか

と思います。

今お話ししたように、昔から火は非常に神聖なも

のであったわけですけれども、同時に人にとっては

一番親しいものだったということになります。さっ
きのゴリラやオランウータン、知能の忘い動物たち

もさすがに火は使わなかったと、こう言いましたけ

れども、一般的に野生動物は火を恐れるといいます。

しかし、それは火を知らないからだというだけでして、

例えば人間に飼われている犬だとか猫だとかという

のは、別に火を恐れるということはしないわけです。

例えば、大を山のキャンプに連れていったときには、

彼らは全く人間と同じようにたき火のそばに暖かそ
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うに寄ってきて、そこでのんきに寝転んでいます。

それから、猫は、これまたストープの前で平気で、

むしろそういうところを好んでやってきて、そこで
暖かそうにしているというのを見ますと、別に火を
恐れているということではないだろうと思うのです。

だから、動物が火を恐れるということは、要するに
知らないから、あるいは野火のように山が焼けたり

森林が焼けたりしたときに追われて、火というもの
に危険が伴っているということをわかってから恐れ

るというだけなので、一方では、今申しましたように、
犬とか猫は別に、人問と全く同じように火を親しい

ものだと思っているというところからも、一般論と

して、あるいは観念論として動物が火を恐れるとい

うことは言えるかもしれませんけれども、そういう
意味合いなのだということになりそうです。

そこでなのですけれども、火は物理的に私たちを、

あるいは動物も含めてですけれども、暖めてくれる

だけでなくて、これはどちらかというと私たちの心
を温めると言った方がいいのではないかと思います。

つまり、今いろいろ設備が監ってきまして、建物も

セントラルヒーティングになりつつありますけれど
も、個人の家でもセントラルヒーティングがついて

いるのに、それをわざわざ切って、例えば暖炉にま
きを燃す、つまり炎が見えるというのを楽しむとい
う人が少なくないわけです。それから、キャンプで、

近ごろは築団のキャンプですと、まきを燃す、つま

りたき火をしてはいけないというところが多くなり

まして、なかなか火を見るという、炎を見るという

機会は少なくなってしまいましたけれども、しかし

それにしても、何かというと山でたき火をしたがる

という人が決して少なくないわけです。

それから、これは火というものの特質だと思いま

すけれども、例えばここにいらっしゃる方もたばこ

をお吸いになる方がおそらくいらっしゃると思うの

ですが、経験的に、例えば暗やみでたばこを吸うと

ちっともおいしくない。私もちょっと前まではたぱ

こを吸っていたのですけれども、真っ暗やみでたば

こを吸うというのはちっともおいしくない。そうい

う点では、今、例えばアバートに住んでいて、うち
の中ではたばこを吸っては困るということで、よく

ペランダで吸うのをホタル族と言うそうですけれど

も、彼らはきっとたぱこの味というのをよくわから

ないのではないかと思います。つまり、おいしいと

思っているのではない、ただ吸っているということ

だけなのではないかと私は思いますが、煙が見えて、

それから火が見えないとたばこというのはおいしく

ない、私自身の経験でもそういう思いがありますが、

皆さんどうでしょうか。そういうご経験はないでしょ

うか。つまり、火というものが見えないと、あるい

は短が見えないとたばこの味がしないというのは、

これは単純にたばこを吸う、つまりニコチンがあれ

ばいいということだけではなくて、火と煙というも

のが必要だと。人間にとっては味を感じる以前に、

あるいは味を感じるために火と煙が必要だと言うこ

とを意味しているのではないかと思います．という
ことは、かなり火というのが、あるいは火と煙とい

うものが心理的に大きく作用しているというふうに

考えてもいいのではないかと思います。

ただ、近ごろはたき火もなかなかできなくなりま

した。先ほど申しましたように、私たちが火を見る、
あるいは火と煙を楽しむというのは、どうやら心理

的な必然性であるということになりそうなのですけ

れども、残念なことに、このあたりが今日のテーマ

にクエスチョンをつけておいた理由なのですけれど

も、たき火をするというチャンスがほとんどなくな

りました。例えば街中では、それこそたき火をして

はいけないということになっていますし、落ち葉た

きというようなことも必然的にできなきなってきま
した。ダイオキシンの問題だとか、飛近になります
とそういうものも含めて、いよいよたき火をしにく

くなった。つまり、火と煙という人間にとっては非

常に垂要な、心理的にも誤要な物が、私たちはさら

に遠ざけられた状態になっているということだと思

います。これは非常に残念なことでして、例えば、さつ

きも言ったように、キャンプ場でもほとんどたき火

を禁JI::.していますから、炊事は液体燃科か、あるい

はガスパーナーになるというふうなことになりまし

て、そもそもたき火をする、火をつけるという行為

そのものが否定されかねない勢いです。

そこで最近は、例えば山岳部だとか、あるいはワ

ンダーフォーゲル部だとか、あるいは探検部だとか

いうようなところに所底している若い人たちでも、

たき火が下手になっています。ろくにたき火をおこ

すことができない。アルプスの山岳ガイドは、その

テストの中に、マッチ 3 本と新問紙 1 枚で盛大なた

き火をおこすということができなければ、パスでき

ないということになっているそうですけれども、今

ではそれもなかなかうまくいかないという受験者が

ふえてきている。ですから、これは日本だけのこと
ではなさそうです。つまり、どこでも、火をつけたり、

あるいはたき火をちゃんとおこしたりというトレー

ニングができなくなってきたということです。実際
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にここにお梨りの方でも、子供、小学生もいますけ

れども、自分でマッチをつけてたき火をおこしたこ

とがあるか、あるいはそういうことを、たき火をす

ることができるという人が何人いるかというと、こ

れはどうでしょうか。かなり少なくなっているので

はないかと思います。そういう経験すらできないと
いうことになっているわけです。

ということになりますと、今日テーマに掲げまし

た火遊ぴというのが非常に直要な、貸直な、 1号がた

い経験に、機会になるということになるのではない

かと思います。これはしかし一方では、最初にお話

したように、うっかりすると手を焼くような大げさ

なものになってしまいがちですから、その点の、逆

に申しますとトレーニングが十分に必要である。そ

れなしにただ火をつければいいということではない

と、こういうふうに言っておいた方がいいだろうと

思います。

その次になのですが、 3 番目に、ではその火の効

用というのは、効果というのはどういうことなのだ

ろうということをちょっと考えてみたいと思います。

火を使って植生を管理する、今日のこの野焼きとい

うのはまさにそれなのですけれども、火を使って植

生を管理する手法というのは世界的に広く見られま

す。そもそも畑という字が火へんに田と杏きますけ

れども、これはまさに火を使って耕地をつくるとい

うことを意味するわけです。これは、火へんに田と

習いて畑と読ませるのは、これは水田ではなくて、

まさに畑そのもの、我々が陸上で作物をつくるため

の場所だということになりますけれども、いわゆる

焼き畑は今でも行われています。つまり、焼き畑と

いうのは人類の歴史始まって以来行われてきたこと

だと．最も古いタイプの耕作の場所を作る手法であ

るということになるわけです。比較的最近の研究では、

いわゆる焼き畑というのが一時、これはよくない方

法であると。土地を荒らす方法である、あるいは植

生を破壊するものだから非常に危険な手法ではない

かということを言われていたのですけれども、比較

的最近の研究では必ずしもそうではない。必ずしも

悪い手法であるというふうには決めつけられないと

いうことが報告されています。うまく焼き畑をリン

クさせて、つまり動かしていけば、地力を消耗させ

ることなく再利用が可能な状態になり得るというふ

うにも言われているわけです。

それから、森林について言いますと、いわゆる山

火事が森林を破壊するというのは事実ですけれども、

山火車の熱によって松笠、球果と言いますけれども、

それが初めて朋いてそこから種が落ちると、そうい

う手法で樹林の再生が行われるといった例もあるわ

けです。北アメリカのシュガーバインという巨大な

松笠がありますが、それなどは火事によってしか球

果が開かない。それは為い熱で初めて松笠が開いて、

その中から種が落ちるということができるので、そ

の場合には山火事そのものの存在が森林の河生にど

うしても必要なものだということが言えるわけです。

それから、森林の一部が山火事で焼けて空き地が

できて、そこに明るいところができますから、そこ

で初めて若い木が育つという形で、スペースをつく

るという意味では役立っているケースもあるわけで

す。それから、森林の下にたまった枯れ枝だとか、

それから枯れ葉などは燃科になってしまいます。そ

ういうものが軽い山火単によって全部一掃されて、

ここにも若い木の育つ楊が準備されるということも

あるわけです。つまり、山火車というのは必ずしも

森林に対してマイナスにばかり拗かないということ

になるわけです。

それからもう一つ、今申しました山火車というのは、

必ずしも人問によってだけ起こされるというもので

はないわけです。落笛だとか、あるいはそのほかの

原因で山火挙が起きることがありまして、これは私も、

例えばシベリアのヤクーツク地方などで見ましたけ

れども、あちこちで、雨も降らないのに空雷、雨が

降らないときに智が落ちるのを空雷と君いますけれ

ども、空酋によってという話ですが、あちこちで煙

が上がっているというのを見たことがありますが、

山火事は必ずしも人問によってだけ起こされるもの

ではないということなわけです。

つまり、今申しましたように、ある種のかたい松

笠を持っている木の再生だとか、発芽だとか、ある

いは森林が焼けて、そこに若い木が出てくるスベー

スができるというようなことは、いわば自然の中で

組み込まれていて、どうしても必要なシステムであ

るというようなことになるわけです。人間が広く展

開して以来、山火車のチャンスがふえたと。つまり

人問による失火が山火挙の原因になるというチャン

スがふえたということは車実だと思います。それこ

そたばこからの火が出るとか、あるいはたき火の後、

後始末をちゃんとやらないためにそれから火が出る

とかいうケースはもちろんあるわけでして、まさに

そういうチャンスがふえたということは挙実ですが、

山火享そのものは自然界の中にもともと存在して、

それがなければ自然の中の植生のサイクルがうまく

回らなかった、回らないものだということも半実な
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わけです。火事そのものをすべて自然についてのマ

イナス要因だと考えるというのはおかしいというこ

とになります。

その中にファイアーエコロジー、火の生態学とい

う分野がありまして、今日、後で串例発表なさる岐
早大学の津田さんはその分野の研究者ですけれども、

さきに挙げましたような火の熱によって刊生産の果

たされるマツ科の樹木などを含めて、火によって保
たれる植物、あるいは植生、その動きを研究対象に

するというのが今のファイアーエコロジーの範畷な

わけです。これは非常に垂要な分野なので、今それ
こそかなり注目されてね研究者もふえてきています

けれども、垂要であると同時に非常におもしろい、

ダイナミックな学問だというふうに言っていいので

はないかと思います。

そこで、今まで、わかりやすいように、少し森林

のことに傾き過ぎましたけれども、いわゆる草原、

ここは草原の野焼きサミットということですから、

草原について少しお話をしてみようと思います．草
原における火の問題も非常に重要な問題です。私は、

さっき紹介していただいたように、湿原の植生を、

殊に湿原の植生がどう変わっていくかということを

テーマにして研究してきたのですけれども、例えば

日本で最古の歴史杏と言われる古事記というのがあ

りますね。読んだ方はいらっしゃらないかもしれま

せんけれども、名前はお問きになったことがあると

思いますが、その古挙記の中に、日本に昔は広く湿

原があったことを示す記述がたくさんあります。そ

の一つは、日本の古い名前の「笠翠原瑞穂国」とい

うのがあるのですけれども、これはまさに登かなア

シ原にヨシが一番たくさん生えているように、瑞穂

というのは稲ですから、稲がヨシのように無限に生

える国だというふうに美しくうたった名前なわけで

す。

それからもう一つ、これも古事記にある日本の古

い国の名前を言っている言い方ですけれども、蛸蛉

岨というのがあります。蜻蛉哨というのは、蛸蛉と

いうのはトンボという意味ですから、蛸蛉岨という

とトンボがたくさんいる国だということになります。

トンポがどういうところで生活するのか、どういう

ところで生まれるのかといいますと、これは当然湿

原ですから、つまりトンポがたくさん生まれる湿原

が多い国だということになります。いずれにしても、

古耳記に出てくる日本の名前というのは、湿原があ

ちこちに広がった国だということをよく示すという

ことになるわけです。

そこでこれもよく知られた日本の神話ですけれと＞

も、神話にも似たような記述が出てくるわけです。

例えば、日本武尊（ヤマトタケル）というのは近ごろ

というか、ちょっと前にテレビの没画にも出てきま

したから、知っている人も多いと思いますけれども、

日本武駆が剣で火を防いだという話があります。こ

の剣というのは、そもそもは須佐之男命（スサノオノ
ミコト）というのが出雲で八岐大蛇（ヤマタノオロチ）
を退治したときに、その尾を切り裂いたらばそこか

ら出てきたという伝承があるわけでして、その八岐

大蛇とは何者かということになりますと、これは、

出案地方で砂鉄がとれて、それを製錬して溶けた鉄

が流れる状態を示すのだというような説明もあるわ

けです。その砂鉄はどうやって製錬したのかという

話しになりますとちょっと長くなりますから、そう
いう推論は今日はやめておきますけれども、とにか

くいい鉄からつくり上げられた剣があって、その剣

が最終的に日本武尊に渡って、彼が、これは当時の

天皇の命を受けて日本の各地を平定して回るのです

けれども、その中の一つに、兄弟たちにねたまれて、

野原で火に囲まれるところがあります。これは、日

本武邸が草原の哀ん中にいたときに、周りから火を

つけて兄弟たちが焼き殺そうとするという場面なの

です。
そのときに、あわや焼け死ぬかと思われたときに、

おもしろいことに 1 匹の小さなネズミがあらわれる。

そして、このネズミというのは日本武荘が前に救っ

たことがあるという設定になっているのですけれとく

も、そのネズミがこんなことを言います。「外はすぷ

すぶ、内はほらほら」となぞのようなことを言うわ

けです。この、「外はすぷすぷ、内はほらほら」とい

うのは一体何なのかといいますと、 r外はすぶすぶ」
というのは、どうも火がぶすぶすと草が焼ける音を

示すようなことらしいのです．外は、ぶすぶす焼け

ている。だけれども、「内はほらほら」というのは、

地面の下が洞になっているということを小ネズミが

教えてくれるという設定なのです。それで、なぞの

言葉を、野原は焼けているけれども、地面の下には

空洞があるというふうに解釈した日本武浮が足をど

んと踏みますと、果たせるかなその下に空洞があって、

日本武臣はその空洞の中に落ち込んで、上を火が走

り抜けて助かるというお話になっているわけです。

つまり、よく言う火線が地面の上を通り過ぎるまで

待っていれば、あとは、草原ですから、安全だとい

うふうなことになるわけです。それで日本武啓は助

かるわけです。
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このときに日本武尊をだました同造というのがい

ます。国造というのは要するに地方長官ということ

になるとおもいますけれども、その地方長官がおも

しろいことを言います。つまり、国造は日本武該の

兄弟たちにそそのかされて日本武苺を草原の呉ん中

に行ってごらんなさいと言うわけですけれども、そ

のときにこんなことを言うのです。 rこの野の中に大

沼ありJと。だからそこへ行ってごらんなさいと。

そこにはカモがいたり、それからツルがいたり、い

いとこるだから行ってごらんなさいと君って、だま

して草原の中に日本武埠を誘い込むわけです。大沼

のある野原というと、これは湿地になります。湿原

を含んだ草原だということになるわけです。私は湿

地をずっとやってきたものですから、ついそういう

誰測をしたがるわけですけれども、どうも、この野

の中に大沼ありというのは、まさに湿地をあらわす

のではないかと、こう思います。

そこで、これは相段の国だという設定になってい

るものですが、相模の国のどのあたりだったかとい

うのはちょっとわかりません。少し古い地図を見て

みますと、この辺には相模の国、つまり今で言いま

すと小田原近辺だということになりますが、相模/II

の流域なのではないかと思います。これは私の完全

な推測なのですけれども、地形からいうと、今の茅ヶ

崎というところがありますけれども、芽ヶ崎のやや

北側なのではないかと思います。そもそも茅ヶ暗と

いう地名がそうなのです。茅というのは、草原の存

在を示すわけですし、それから相模）II というのがか

なり蛇行して流れていたようですから、その周辺が

今のこの野の中に大沼ありと言ったところなのでは

ないかと思います。これは、何しろ 2. 0 0 0 年近く

前の記述から楊所を特定しようとするのだから、到

底黒埋な、難しい話なのですけれども、私の推測では、

そんなところでだったのでははないかと、こう思い

ます。

そこで、この野の中に大沼ありと言った国造にう

まくだまされて誘い込まれた場所で、日本武尊は火

に囲まれて、小ネズミに教えられて地面の下の洞、

これは湿原によくある、泥炭が癸迷していますとよ

くある空洞ができるわけですから、そういうところ

に落ち込んで、あるいはみずから落ち込んで火線が

通り過ぎるのを待っと。それで助かるということに

なったわけですけれども、日本武尊はさらに剣で草

をなぎ払って、そのあたりは見事な火を扱う技術と

酋ってもいいのではないかと思うのですけれども、

火防線をつくります。この剣が草薙の剣、つまり草

をなぎ払ったので草薙の剣と呼ばれて、いわゆる天

皇家の三種の神器の一つになったということになる

わけです。それが今でも伝わっているというのです

けれども、それが草薙の剣の名前の出た由来である

ということになっているわけです。

ということで、このお話は古代の草原の野焼きを

見事にあらわしていると言ってもいいのではないで

しょうか。あるいは野焼きの記述されたものの最も

古いものだと言ってもいいのではないかと思います。

草薙の剣の由来という、火防綿をつくったというこ

とも含めて、日本の野焼きの記録の最も古いもので、

しかもその焼けていく状態、それから火線、火が走っ

ていくありさまというものを私たちは、非常に簡滋

な描写ですけれども、この記録からよく読み取るこ

とができるということになるのではないかと思いま

す。

もう一つは、こうした野火というのが古代に梱め

て頻繁に、自然にも起こったし、それから人為的に

も起こされていたということではないでしょうか。

つまり自然にも起こっていたでしょうし、今申しま

したように、この日本武雌の伝説は、その兄弟たち

が周りから火をつけたと、こう言っていますから、

これはまさに人為的な野焼きをあらわすということ

で、古代には決して珍しいことではなかったという

ことを示すのではないかと思います。

それから、今のは非常に古いお話なのですけれども、

中世には、例えば巻狩りというようなことが行われ

ました。日本では森林の中のハンティング、狩猟は、

それほど大々的に行われたということはありません。

つまりこれは仏教の伝来以来、いわゆる動物食とい

うのが一種のタプーになったという、これは長い歴

史があるものですから、栢極的に大型の勁物を森林

の中で捕らえる。例えばシカなどを捕らえてという

ことがボビュラーではなかったわけです。もちろん
ハンターはいつの時代にもいますから、彼らは山で

ウサギとか、シカあるいはイノシシなどを捕ってい

たということはおると思いますが、大々的にあるい

は組織的にハンティングをやるということはどうや

らなかったようです。ヨーロッパの場合には、いわ

ゆる森林はどちらかというと野生勁物のいわば宝犀

と考えられていましたから、森林でのハンティング

というのが母もボビュラーなことになっていました

けれども、日本ではそういうことはなかったようです。

しかし、おもしろいことに、例えば巻狩りという

君薬にあらわされているように、巻狩りの r まさ」

というのは二つありますね。物を巻くという字と、

7
 



基颯講湿

それからいわゆる牧野の牧という、その二つの意味

を含めて、巻狩りというのは、たくさんの勢子を条
めて、勅物を、例えばウサギなどを追い込んでいく。

それで捕らえる、あるいは弓で射る人たちが一方に

いて、そして捕まえるというやり方です。この巻狩

りは明らかに草原のものです。つまり森林のことで

はない。森林ではいくら巻狩りをやったって、周り

から追い込んでいく途中で動物画どこにいるのかと

いうことがわからなくなります。しかし、草原の培
合には、多くの人たちが、勢子が取り囲んで 1 カ所
にまとめていければ、必ずそこで獲物をとらえるこ

とができるということになるわけです。そこで、い

わゆる巻狩りが中世には非常に頻紫に行われました。

これは、もう一つは、単に勁物をとらえるという

だけでなくて、一極の軍事的なトレーニングだった

ということですから、要するに軍勢をどうやって動

かすかというふうな軍挙的トレーニングとしても使
われたとということになるわけてけすけれども、も

う一つは、火をかけて勁物を迫い立てるという手法

です◇どうやらこれも行われたらしくて、例えばハ
ンティング、今申しましたように、日本の巻狩りと

いうのは草原で行われましたから、つまり草原がな

ければ巻狩りができないことになります。つまり草

原を維持するために、動物を狩り立てるために、ま
ずそういう条件をつくる、そういう楊をつくるため

に火をかけて森林に発達するのを抑えているという
ところがあったようです。その一つが宮士のすそ野

だったらしいのです。これは現在でも広い草原になっ

ているところがありますけれども、宮士のすそ野で

すとか、あるいは有名なのは那須ケ原です。ここも

広い草原で、草原というよりもプッシュがところど

ころにある草原で、ここでもやはり巻狩りが行われ

たと。まだあと幾つか有名な巻狩りの場というのが
あるのですけれども、中世にはこういうような形で

草原が非常に厘要な楊所として、その維持に力が注

がれたということになるわけです。

つまり、今まで申しましたように、古代には自然
発火が主だったかもしれないけれども、もちろん人

問も含めて草原に火をつける、あるいは草原が焼け

るという状態というのは古代からあったということ
と、それから中世にはその効果、つまり巻狩りによっ

て獲物をつかまえる、あるいは革単劉練のためにそ

ういう広い見通しのきく場が必要だったというため
にそういう火によるコントロールが行われたという

ふうに考えていいのではないかと思います。つまり、

私たちの祖先はそれぞれの時代に草原をうまく使っ

てきた、あるいは草原をうまく使うためにその維持

を考えてきたというふうに見ていいのではないかと
思います。

そこで最後に、火をどうして生かして使うかとい
うことを申し上げようと思います。最初にお話した
ように、火は時にすべての生物を破壊し尽くすとい
う意味を持っています。下手に扱うと恐るぺきもの

になるということは一番最初にお話しました。しかし、

一方で、このことはその使い方次第では大いに役に

立つということになねわけで、それは 2 番目にお話
したとおりなわけです。人間は火の賢明な利用によっ

て現在の生活空問を、例えば畑にしてもそうですし、

それから草原にしてもそうですし、そういう空間を

築いてきたというふうに考えていいのではないかと

思います。
日本の気象条件では、高山帯だとか、あるいはこ

の小清水の海岸のように、ごく一部を除きますと森

林が成立してしまいます。ほっておいてもつまり木
が生えてしまうという条件なわけです．草原の維持

には火が一番効果的な場合が幾つかあるわけでして、

これは今までの例でもおわかりいただけたと思いま

す。草似には草原特有の植物がありますし、動物も
当然その植物に伴って特殊なものが出てくるという
ことになります。多様な生物のすみかである、森林
とはまた迫った生物のすみかであるということにな

ります。今、生物の多様性、種の多様性の問題とい

うのが垂要であると。多様な生物の種を保存しなけ

ればならないということがよく言われていますけれ

ども、それを維持するためにもさまざまなタイプの

草原保存という段階に来てしまったのではないだろ
うかというふうに思います。

火を使うという意味をよく心得て、火を使いこな

す技術を伝承しなければならない。これがいわば火

の文化をつくり上げるということになるのではない

かと思うのですけれども、私たちが今ここで小渚水
の原生花固についてほぼ I 0 年ほど実験を繰り返し

てきたのも、そのいわば最もよい方法と、それから

火を使いこなす技術を伝承するための基礎づくり

だったというふうに思います。まだまだ多くの事例

が報告されると思いますし、そういった事例から、

草原と火という問題をもう一度皆さんで考えていき

たいと思います。

ということで、私のお話を閉じさせていただきます。

どうもありがとうございました。
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小清水原生花園での取組み
岐阜大学助教授津田 智氏
北海道大学助教授冨士田裕子氏

それでは、これから小消水原生花図における取り

組みについてご報告申し上げます。小消水原生花怪l

で 5 月に行われます野焼きは、現在では北海道の春

の風物詩として定着した感があります。しかし、実

験段階を経て計画的で大規模な野焼きが行われるよ

うになり、さらに小消水JIIJが本日このようなシンポ

ジウムを主催するようになるまでは、実は I 0 年も
の長い歳月を要しているのです。このプロジェクト

で中心的な役割を果たしている津田先生は、 I 0 年

前は東北大学の大学院生でしたし、私も助手で北大

に移ってきて間もないころでした。今日のような大
規模な火入れが行えるようになったのは、「原生花函

の植生回復には火入れが必要である」という私たち

の提言を受けとめてくださいました小活水町、網走

支庁、絹走国定公困管理事務所など、さまざまな関
係機関の方々のご埋解とこ＾尽力、そして英断があっ

たからです。それらのすべての方々と調査の機会を

与えてくださいました辻井達ー教授に敬意を表する
とともに、この場をお借りして御礼申し上げます。

さて、前臨きが長くなりましたが、私はこれから

皆さんに、「なぜ原生花団の植生回復には火入れが必

妥なのか」ということについてご説明いたします。

北溺道の沿岸部の砂浜や砂丘には、水分あるいは

養分の欠乏、塩分を含んだiりJJ風、強い風、強烈な紫

外綿といいました海岸特有の敲しい環境条件、さら

に砂丘という不安定な立地、そして北海追の寒冷な

気候条件などが複雑に絡まりまして、海岸草原と呼

ばれる草原が成立しております。::.れらの海岸草原は、

ハマナスや工ゾスカシュリ、あるいはエゾキスゲ、

センダイハギ、とロハクサフジなどの鮮やかな色彩
の花をつける植物の優占度が高まった状態の楢生と

なっていることが多く、一般には原生花園と呼ばれ

ております。特に色彩豊かな原生花園が成立するた

めには、これらの海岸草原が成立するための立地粂

件に加え、適度な撹乱が必要で、野火あるいは牛馬

の放牧、砂の移動といった要因が菰要と考えられます。
つまり、原生花園と呼ばれる海岸草原は、 r原生」と

いう言葉がついておりますが、それにもかかわらず、
人間による何らかの人為の影響を受けてできている

半自然の草原であることが多いのです．

小消水原生花固は、鮮やかな色彩の花が全長 8 キ

ロもの細長い海岸砂丘に咲きそろい、しかも砂丘の

内側には涛沸湖、海側には知床逗山を臨むという際
立った奈観の美しさから、 I 9 5 I 年に北海逍の名
勝に、 I 9 5 8 年には網走国定公園の一部に指定さ

れております。

これは、小清水原生花図が網走国定公園に指定さ

れたころの様子です。ご笈のように、エ‘.Iスカシュ

1) やハマナスがたくさん咲いております。こちらの

写真は涛沸湖側の様子です。ヒオウギアヤメがこの

ように咲き乱れております．一方、こちらの写呉は、

1 9 9 2 年に、この上の写呉とほぼ同じ楊所で写し

たものです。写冥を写した時期が8 月ということも

あるのですが、ごらんのように美しい花をつける植

物がはとんどなく、かわりに緑の牧草が生育してお

ります。こちらは I 9 9 3 年の涛沸湖側の様子ですが、

ヒオウギアヤメがこのように咲いておりますが、か

なり上と比ぺて減少してしまったことがわかります．

それでは、なぜ小消水原生花園の娯観はこんなに

変わってしまったのでしょうか。その原因は、小i青

水原生花固が名勝あるいは国定公園に指定された後

に、原生花図でそれまで行われておりました机放的

な牛や馬の放牧が社会的あるいは経済的理由によっ

て中止されたこと、そして蒸気機IMI車の廃止に伴う
野火、火の粉によって野火が起きていたのですが、

それが起こらなくなってしまったことが原因と考え
られます。これらの適度な撹乱がなくなった結果、

ォーチャードグラス、ケンタッキープルーグラス、

チモシー、レッドトップといった牧草類の繁茂が進み、

原生花園を特徴づける植物が相対的に衰退し、景観

が以前に比べて荒廃したものとなってしまったので

す。

そこで、このような繁殖力の強い牧草が繁茂し、

海岸草原の構成種を圧迫するような状態になった原

生花固をどうするのかということが問題になってき

ました。そして、その対処方法として、大きく二つ

の立場が考えられます。一つ目は、自然の推移、自

然の成り行きに任せるという立揚、そして二つ目は、

放牧や野火といった人問の影蓉による適度な撹乱で

成立していた半自然植生の維持には、同じような投
乱を起こして穿原の形を持税してやろうという立場

です。

私たちは、今赤丸が出ましたが、この 2 番目の方

の立場をとりました。そして、小清水原生花図の植

生と復元の維持管理の手法として火入れが有効と考

えまして、その効果や問題点を明らかにするために、

I 9 9 0 年から火入れ実験を行ってきたのです。

それでは、これまでの実験からどんなことがわかっ

たのか、火入れは原生花園の植生回復と維持に効果

があるのかということについて具体的にお話いたし

ます。
私たちが火入れ実験をする前、小i肖水原生花固で

, 
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は l 9 8 3 年から 1 9 8 8 年まで、場所を変えて毎
年試験的に火入れが行われておりました。しかしな

がら、科学的な調査や検討が不十分だったために、

火入れの影響や効果については明らかにされません

でした。このときの火入れは、延焼や飛び火を恐れて、

地中がまだ凍結していて植物の生育が開始していな

い時期である 4 月の上旬に実施されておりました。

したがって、火入れが原生花Iiiに与える影響は小さ

かったと考えられます。

そこで私たちは、牧草類は生育は始めていますが、

ほかの多くの原生花図の植物はまだ生育を開始して

いない 5 月の上旬に火入れを行うことにしました。

この時期の火入れに関して最も心配されたのが、燃

焼による高温の発生で勁植物が彩符を受けるのでは

ないかということです。燃焼による忘温の発生は、

植物あるいは動物にさまざまな影馨を与え、楊合に

よっては生物の生存そのものを脅かすことになりか

ねません。特に全国的にもこの地域にしか分布して

いないと言われておりますカラフトキリギリスが地

下に産み落とした卵が火入れの熱で影響を受けるの

ではないかということが心配されました◇

そこで、まず、火入れのときに地上及び地下の温

度がどれぐらい上がるのかということを測定してみ

ることにしました。測定は地上 1 0 0cm 、 3 0cm 、

地表面 (0cm) から地下 2cm、地下 5 cm、地下 1 0 C11 

に熱伝対という温度を測るセンサーを設習し、火入

れの開始から終了までの温度変化を測定し、データー

ロガーに記録します。この写真は、その測定風崇を

写したものです。高さを変えて設置したセンサーが

この部分、それから温度の変化を記録するロガーが

ここにあります。

この図は 1 9 9 6 年の測定結果を示したものです。

例年ほぼ似たような結果になります。最も温度が上

昇するのはこの赤で示しました地上 3 0 cm付近で、
最商温度は約 4 0 0 度ぐらいになります。しかし、

温度が 4 0 0 度に達するのは一瞬でして、すぐに温

度はこのように低下し始めて、約 5 、 6 分で 2 0 度

ぐらいまで低下してしまいます。次に裔溢になるの

は黄色で示しました地上 l O Oon付近ですが、個々

では約 1 4 0度ぐらいまでしか温度が上がりません。

そして、ほかの忘さでは、このように余り顕岩な温

度上昇は見られず、特にマイナス 2cm以下では温度

の上昇はほとんど起こらないことが明らかになりま

した。したがいまして、原生花園での火入れは、地

上に出ている植物には影響を与えますが、地下の植

物体、つまり植物の根や地下茎、それから地中に存

在する種子、地中の動物にはほとんど影響を及1まさ

ないことがわかりました。

それでは、短時問とはいいましても、高温にさら

される地上に出ている植物にはどのような影蓉が見

られるのでしょうか。牧草類の繁茂を抑制する目的

で火入れを行うわけですけれども、期待に反して本

来の原生花艮lの景観をつくり出している植物がダ

メージを受ける可能性もあります。そこで、原生花

園にはなくてはならない植物であるハマナスに対す

る火入れの影帯について、まず触れたいと思います。

ハマナスが優占する瑞所に 5mX5mの謂査方形

区を設けまして、その中に生育するハマナスにこの

ょうにラペルをつけて、それぞれの地際から枝の先

までの長さを測定しました。そして、調査方形区を

含む 3 0 0 rr?を 9 2 年の 5 月 1 ]日に火入れをし、

9 3 年から 9 7 年まで長さの測定と、このハマナス

の枝についた実の跡、渚果数の調査を行いました．

ただし、ここでは地下でどれとどれがつながってい

るというのは地上からはわかりませんので、地上部

1 つ 1 つの植物を 1 個体として数えました。火入れ

前に調査区内には 2 2 3 個体がありましたが、それ

らは火入れによってすべて焼死しました。しかし、

火入れを行ったその年のうち 4 4 3 個体が出現し、

これらはすべて地下に生き残った親の個体から出て

きたものでした。そして、 9 3 年にはさらに個体数

が増加しまして 5 8 2 個体、そして 9 6 年には火入

れ前とほぼ同じ水準である 2 9 4個体まで個体数が

減少しました。一方、火入れ前のハマナスの地上部

の長さは、この折れ線であらわした部分で、取位は

こちら側に咎いてありますが、火入れ前には約 3 2 叩

でしたが、火入れの後には 2 4 an と短くなり、時間

の経過とともに長くなり、 1 9 9 4 年には火入れ前

と同じ水準まで回復しました．また、花を咲かせた

ハマナスの名1）合ですけれども、 9 2 年には 7 %、 9

3 年には 1 3. 4% 、 9 4 年にはJ 9. 6% 、 9 6 

年には 2 0. 6 %と増加しましたが、 9 4 年以降は

ごらんのようにほとんど変化がなくなりました。火

入れを実施した年でも、ある程度地上部の生長が進

んでいれば花を咲かせる個体もありました。

これらのことから、！ぷ生花園の管理に火入れを導
入する楊合、ハマナスに関して言えば、火入れの問

隔は開花個体数の減少が始まる 5 年よりも早い時期

に次の火入れを実施するのが望ましく、また、 3 年

よりも短い火入れの問隔では次第にハマナスのサイ

ズが小さくなり、開花個体が少なくなる可能性が忘

いことが分かりました。以上から、原生花固を四つ



あるいは五つのプロックに分けて、楊所を変えて毎

年火入れをするのが望ましく、また、その火入れの

間附ならばハマナスにダメージを与えないというこ

とがわかりました。

さて、次に最も垂要な部分であります、火入れに

よって牧草類が酪茂するのを抑制することができる

のか、火入れが厭生花園の呆観の回復維持にどのよ

うな効果をもたらすのかということについて、火入

れの後の植生の変化を中心にお話しいたします。

まず、火入れをした場所と火入れをしなかった楊

所で植物の植被率、全植物が地面を瑕っている割合

ですけれども、それの季節変化を調ぺてみました。

その結果がこの図です。

菰l査は毎回 Im'の方形区をランダムに l 0 個設筐

し、植被率を蔀lべます。このグラフの縦軸はその植

彼率の I 0個の平均値を、そして横翰は火入れから

の日数をあらわしています。赤で示しましたのが火

入れを行った湯所、それから斉で示しましたのが火

入れを行っていない場所での結果です。そうしますと、

火入れ区の梱被率は 7 月中旬までは火入れを行って

いない育に比べて低くなっていますが、その差はし

だいに小さくなり、 I 0 月には逆に火入れ区の方が

高くなっていました。これは、火入れをしてから約

2 カ月足らずで地下の生き残った植物の根や茎から

再生してきた植物や、新たに種から発芽した植物に

よって地表がほとんど骰われてしまうことを示して

います。つまり、火入れを行っても栄観上は余り問

題がないということを示しております。また、火入

れ区の方が秋の遥い時期まで緑が残っていることも

わかりました。

さらに、火入れを突施した場所と火入れを行って

いない湯所で、植被率と同様に l 平方メーターの方

形区をランダムに 1 0 個設箆し、被度（いろいろな種

ごとにそれぞれが地面を覆っている剖合）を調査して

まとめてみたのがこの表になります。火入れをした

場所の方が対象区よりも披度が小さいものはケン

タッキープルーグラス、ハマニンニク、オオウシノ

ケグサでした。一方、火入れ区の方が被度が商くな

るものは、ナミキソウでした。また、傾向がよくわ

からないものとしてオオヨモギ、ハマナス、ヒロハ

クサフジ、ナワシロイチゴ、エゾフウロウなどが挙

げられました。このことから、火入れによる最観の

悪化は全く起こっていないこと、少なくとも火入れ

の当年（火を入れた年）にはケンタッキープルーグラ

スの彼度が小さくなることが明らかになりました。

植物の被度瞬査結果から、火入れ後の景観に関し

ては特に問題がないことがわかりましたが、それで

は火入れ後の植物の地上部の重さ、バイオマスと言

いますけれども、垂さにはどんな変化が見られるの

でしょうか。火入れ区と対象区に Im'方形区を 2 個

ずつ設けまして、植物の地上部を種類ごとに刈り取っ

て、その乾燥垂呈を測定してみました。その結果が

これです。縦軸はそれぞれの調査区の I ni’当たりの

乾燥重磁を示しています。横釉は先ほどと同じで火

入れからの日数を示し、調査日はこの図の中に示し

ております。育で示しました火入れを行っていない

対象区では、パイオマス、つまり現存歪、直さが最

大になるのは 7 月の下旬から 8 月の上旬にかけてで、

その後現存岳はご覧のように減少に転じました。一方、

赤で示しました火入れ区の方では、 8 月上旬までは

火入れをしなかったこの育い方に比べるとバイオマ

スが小さくなっていますが、 9 月には最大になり、

そして両者の1記大値、この一番高いところを比ぺて

いただくとおわかりかと思うのですけれども、はと

んど差がないことがわかりました。このように、植

物の地上部は、火を入れることによって一時的にダ

メージを受けますけれども、徐々に生長が活発になり、

対象区に追いつき、そして追い越すことを示してい

ます。また、この図には示しておりませんけれども、

2 年連統で火入れを行いますと、ケンタッキープルー

グラスなどの牧草類と木本植物の現存証が減少する

ことも明らかになっております。

それでは次に、火入れの影蓉によって植物の個体

数がどのように変化するのかを調査してみました。

火入れを行った場所とそうではない楊所で、夏に I nl 

の方形区内に生えている植物の種類ごとの個体を数

えます。そのときに、租子から発芽したものと、も

ともとそこにあった親植物の地下部から出現してき

た個体とを区別します。これは、火入れを実施した

場所では芽生え（種から発芽した11!1体）がふえるので

はないかという予想があったからです。つまり、火

入れのような熱を伴う棗境変化は種子の発芽を促進

する場合が報告されておりますので、原生花図でも

そのような現象が起きるのではないかと予想された

からです。もう一つの予想は、牧草頬だけが火入れ

後に減少するのではないかという期待です。火入れ

を実施している 5 月の時点で生長が始まっている植

物はケッタッキープルーグラスやオオウシノケグサ

といった牧草類が主で、在来の草本植物はほとんど

地上に姿をあらわしておりません。したがって、火

入れの影等を強く受けるのは牧草類が主体ではない

かと予想したわけです。

11 
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予想がどうなったか、密度調査の結果をまとめた

のがこの表です。こちらが火入れを行っていない場所、

個々が火入れを行った年の結果、そしてこれが火入

れの次の年の調査結米を示しております。火入れの

行っていない揚所では 1111'当たりおよそl, 7 0 0 個
体の植物が生育していますが、火入れを実施した場

所では］， 3 0 0個体と植物の個体数が減少すること

がわかりました。その内訳を見ますと、特に減少の

著しいものは、火入れで生き残った地下の根あるい

は茎から出てきた個体、これを栄蓑繁殖個体と言い

ますが、その中の牧草頬でした。牧草以外の栄狡繁

殖の個体や、種子発芽個体はこのように逆にふえる

傾向が認められました。ただし、火入れの次の年に

なりますと、火入れ区の牧草類を初めとする栄養繁

殖個体は、火入れをしなかった場所とほとんど差が
なくなることがわかりました。種子癸芽個体は、火

入れをした年、そしてその次の年も、わずかですけ

れども、個体数がふえる傾向がありました。火入れ

の翌年には植物の密度がもとに戻る傾向があるとし

ても、火入れを実施した年に牧草頚が減って、他の

植物の芽生えが多少なりともふえるということが確
かめられました。

長々とお話してまいりましたが、このほかにも原

生花図にたまったリター（枯れ葉や枯枝）の盈の火入

れによる変化、あるいは放牧と火入れによる植生の

変化、小活水原生花園の埋土種子媒団（土の中で眠っ

ている往の種類と数）、さらには火入れ後の地温の変

化とそれが土の中で眠っている極子に及ぽす影響な

ども調べておりますが、時間の関係上割愛させてい

ただきます。詳しくはお手元の小冊子をごらんくだ

さい。

最後に、まとめですが、これまでの説明から、火

入れは原生花図の多くの動植物に対して、大きなダ

メージを与えないこと、火入れをしてもその後の原

生花園の景観を悪化させることはないということ、

そして火入れをしたその年には牧草類が減少すると

いう効果があること、また牧草以外の植物の種子発

芽個体を火入れは増加させる効果があるということ

が認められました。

これまで、自然現境の保全には人為的な影響を排

除することが望ましいと考えられてきました。しか

しそこの棗境がどの程度人為の影響を受けて形成さ

れたものなのか、今後どのような方向で管理をする

のかといった点を見据えたときには、小消水原生花

園のように自然公園の特別保護地区であっても、人

為的な手法を用いて自然環樟の維持を行っていくこ

とが望ましい場所も存在するのです。

小活水原生花固では、今後も火入れなどの風栄回

復対策の継萩実施と調査研究を進め、奈観維持に努

めることが誼要であることを再度皆様に述べまして、

この講派を終わらせていただきたいと思います。

ご静聴ありがとうございました。（拍手）



小清水原生花園での取組み

1.目 的 地域素材である原生花固についての

理解を深めるとともに、自然の保＊

さ、貨さを感じ取らせる。

2. 学習内容 ① 原生花園と北陽小学校との関わ

りについて学習し、それぞれの課

姐を作成する。

3. 活動&t酉

活 動

5 月 〇原生花図についての課題作り

内

小清水町立北陽小学校児童

② 謙題を解決するための学習

・資科収挨（現地見学、文献、 1lll

き取り、インターネットなど）

③ 学習内容をまとめる（シンポジ
ウム・学習発表会にむけて）

，わかりやすい発表の仕方の工夫

(OHP、パネルの活用など）

容

•原生花団と北紡小学校との関わりの歴史について

•原生花園の植物について

•原生花Iiiの動物について

〇各課題について講査・資科莱め

・文献、預料、インターネットの活用

・現地視察(5/ 1 I 野焼き見学）

6 月 〇各課題について調査・没科楳め

・文献、資料、インターネットの活用

・現地視察(6/9 インフォメーション七ンター、沢料収朱、聞き取り）

・現地視察(6/ l 4 ；役科収染、聞き取り）

〇課囲についての中間報告のまとめ

・パネル、 OHP などにまとめる

〇草原サミットヘ参加•発栗(6/24·25)

・学習の成果の発表 (2 4 日）

・帰化植物の抜き取り参加(2 5 日）

7 月 〇課姐について資料収挨

•夏休みの課題を決定

8 月 〇夏休みの成果を報告

9 月 〇課題について賀科収染

・現地視察 (9 月中句）

I 0 月 〇課題について資科収菜•まとめ

・現地視察（10月上旬）

I I 月 〇課題についてのまとめ•発表

・学習発表会でまとめを発表

13 
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私たちは、小消水原生花園のことをパソコンや本を

使ってできるだけ詳し< i1!1ぺました。植物について、

動物について、歴史について、調べてみました。

原生花園にはゆたかな自然があり、きれいな花々が

咲いています。その中でもハマナス、エゾスカシュリ、

工ゾキスゲ、七ンダイハギが最も有名です。例えばハ
マナスはパラ科の植物で、海岸の浜辺によく見られま

す。センダイハギはマメ科で、海岸の砂地、砂丘など

でよく見られます。エゾキスゲはユり科で、海ほの砂

丘や草原で多く見られます。エゾノコリンゴは群生す

る小木で、綿をつけたように白い花を咲かせます。ヒ

オウギアヤメは草丈で 3 0 から 9 0cmの多年草で、茎
の中ほどで枝分かれしまして、その先に紫色の花を咲
かせます。原生花園の花の種頚は約 4 0種類あります。
例えぱハマニガナ、エゾフウロ、ハマエンドウ、ミヤ

コグサなどがあります。ユリ科の種類はおよそ］ 4種
類あります。例えぱ、クロユリ、スズラン、エゾネギ、

ノビルなどがユリ科です。

昔と今の花の追いは、昔は雑草がなく、きれいな花

がたくさん咲いていました。これは、牛や馬を放牧し

たからです。しかし、国定公園に指定されてからは放

牧が禁止されたため、花が少なくなり、雑草がふえて
きてしまいました。そこで、野焼きを始めたそうです。

次は、原生花園の動物について発表します。／j氾生花

園には次のような野烏がたくさん生息しています。例

えばコヨシキリ、ノゴマ、マガモ、オオワシなどです。
冬場には多くの渡り烏が見られることができます。特
に涛沸湖ではカモやハクチョウなどでにぎわいます。

例えばオオハクチョウは全長 Im 4 0cmの大型の烏で、

コホー、コホーと大きな声で嗚きます。水草やアマモ

などの涌深を食ぺます。また、原生花国ではとても珍

しい比虫が発見されています。それは、カラフトキリ

ギリスです。涛沸資科館長のヤマダクンジさんが 1 9 

80 年に発見されましたカラフトキリギリスは、頗は

トノサマパッタに似ていて、触覚や羽はキリギリスに

似ています。このように、多くの勁物たちがすむ小消

水原生花園は、昔ながらの自然が多く残され、動物た

ちにとっととても住みやすい場所と言えます。

次に、小消水原生花図の歴史について発表します。

オホーツク海に沿ってよく見かける海岸の砂丘上にた

くさんの草花が咲いている草原が見られます。小活水

原生花園は、 1 9 5 1 年、北海道の名勝に指定され、

1 9 5 8 年に網走国定公固にそれぞれ指定されたこと

により牛や馬の放牧が中止され、その後S し蒸気横l関

車の廃止による野火が少なくなりました。そこで、原

生花園の草花の回復や世話の方法として野焼きや放牧

がよいかどうか調ぺるための実験が 1 9 8 3 年から 1

9 8 8 年まで行われました。そして、 1 9 9 3 年か

ら本格的に野焼きと製耕馬の放牧が始められたそう

です。それから少しずつ花の数もふえ、昔のような

姿に戻りつつあるそうです。

小i肯水原生花園は、全国的に数少ない嗚り砂とし

て有名ですが、地元では余り知られていません。小

活水の嗚り砂は、屈斜路湖から流れ出た火砕流が川

などで返ばれ、今から約 4 、 0 0 0年から 5. 0 0 0 

年前にできたと考えられています。嗚り砂は、小さ

い水晶が多く含まれていることにより、革の靴で歩

くと音が嗚ることから嗚り砂と呼ばれるようになり

ました。

被後に、浜っ子の活勁について癸表します。浜っ

子とは北陪小学校の子供たちのことです．今まで私

たちは原生花園についていろいろ調査活動を行って

きました． 1 つ目は、原生花園について、本、インター

ネットなどを使っての乱l査、 2 つ目は、野焼き現瑞
視察、 3 つ目は、原生花固インフォメーションセン

ターでの開き取り調査、 4 つ目は、原生花図での花

のスケッチ及ぴ嗚り砂の体験学習。

これらの活動を通して感じたことは、 1 、花の植

類が多いこと、 2 、名前の知らない野烏が生息して

いること、 3 、野焼きの後でもたくましく花の芽が

出ていること、 4 、見た目のきれいな花が少なくなっ

てきていること。

今まで私たちは、原生花固で球根の植え込み、雑
草の抜き処理作業を行ってきました。これから私た

ち浜っ子のできることは、 1 、雑草の抜き作業を続

けること、 2 、原生花図のごみ拾い、 3 、原生花園

をもっと知ること。小i肖水原生花図が全国的に自慢

できるよう、私たちなりにもっと原生花園にかかわり、

原生花園を PR していきたいと思います。

最後に、作文を読みます。

私と原生花園。原生花図のことを調べて感じたこ

とは、原生花ほlはとても珍しい植物があるのだなと

思いました。 5 、 6 年生で原生花団に行ったとき、

工ゾタンポボがありました。エゾタンポポはとても
珍しいタンボボです。今はエゾタンボボは数えるほ

どしかなく、ほとんどはセイヨウタンポポです。原

生花固を調べるうちに、本当に原生花園は豊かなと

ころなのだなと思いました。でも、原生花園も人の

手を加えないと草だらけになってしまいます。私は、

北屈小の人たちだけでなく、一般の人たちもポラン
ティアしてほしいです。でないと、きれいな原生花

図が草だらけになってしまうからです。

これで原生花団と浜っ子についての癸表を終わり

ます．（拍手）



箱根町仙石原での取組み

では、今日は、箱根の仙石原で行われている野焼

きの取り組みについてご報告させていただきます。

箱根の野焼きは、江戸時代から祓＜草原の景観を保

全したいということで平成元年から行われています。

また、現在は、隣接する湿原、仙石原湿原の植生の

復元や維持を目的に野焼きの話が上がっており、早

ければ来年の冬に行う予定です。

野焼きの取り組みについてお話する前に、まず初

めに、箱根の仙石原がどういうところか、自然や歴

史について簡単に概況をご説明したいと思います。

このスライドは箱根の外輪l.l.1から眺めた仙石原の数

観です。野焼きが行われているススキ草原は山のふ

もとの緑の部分です。この山は台ケ岳といって、海

抜 1 、 065m の山で、山頂部は国有林になっていま

す。ススキ草原を横切るかたちで県道が走っている、

その下が仙石原湿原と言われる湿脱地帯になってい

ます。

そして、ここが私の勁めている箱根湿生花困とい

う植物園になっています。湿原の東隅に当たります。

そして、これは少し古い写哀ですが、この推物固の

隣 2 ha に仙石原湿原植生復元実験区と称して、湿原

の保全のための調査だとか、あるいは火入れなどの

管理を行っています。そして、西慨の隅に国の天然

記念物に指定されている湿原植物群落保談地があり

ます。周辺は人家や保狡所、ホテルが建ち並ぴ、ゴ

ルフ場が芦ノ湖まで綬いています。揉商は約 650m

にあり、緩やかな斜面で、台ケ岳側が忘く、植物園

のある方の北東隅が低くなっています。

次に、気象ですが、年平均気温は l 2 ℃で、仙台

か福烏あたりに相当します。やや冷涼な気候になっ

ており、箱根では避昏地になっています。年降水盈

は 3,ooo..,と多く、これは東京、横浜の 2 倍以上

の雨品になります。束に面する太平洋側からの風が

山を上昇することによって降らせる雨で霧の出る日

も多く、年間平均湿度は 8 5 ％と釧路に匹敵してい

ます．この雨岳の多さと多混な環培が涅原を存殺さ

せている要因の一·つでもあります。笛の方は、昭和

1 0 年ごろまでは根舌になったそうですが、現在は

ほとんど降りません。冬乾燥し、夏に雨が多いとい

う典型的な海洋性気候にあります。

植生の概況は、仙石原は暖帝と温帯のちょうど境

界付近に当たり、プナやアカガシが見られます。台

ケ祐の頂上にはプナ林が見られ、斜面はケヤキ林で、

周辺の山地はミズナラやコナラの 2 次林で覆われて

います。台ケ岳のすそに広がる草原は、森林を伐採

して野焼きによって維持されてきた二次草原です。

箱根町立箱根湿生花固井上香世子氏

ですから、放匿されると森林に戻っていきます。県

道から下の仙石原湿原地域は、高いところではスス

キが生えて、湿地になっている低いところはヨシゃ

カサスゲ、チゴザサ、アゼスゲを主とする低展湿原で、

一部にオオミズゴケの群落もあります。

動植物についてですが、全国的に見て仙石原だけ

という珍しい植物は全くありません。しかし、神奈

川県では、仙石原だけしか無いという植物はかなり

あります。仙石原湿原は神奈川県唯一の湿原という

こともあって、ノハマショウプやトキソウ、モウセ

ンゴケなど、北海遥ではたくさんある植物ですが、

そういう多数の湿原植物が県の希少植物になってい

ます。動物の方は、まだ未調査な面もあり、正確な

ことはわかりませんが、オオルリハムシゃミドリシ

ジミなど、県内ではここだけという、あるいはまれ

という昆虫を初めとする小勁物がたくさんいるよう

です。そしてまた烏の多いところでも知られています。

自然環疫は以上ですが、次に、人と草原とのかか

わり合いとして、仙石原の歴史についてお話したい

と思います。箱根は 4 0 万年前にできた新しい火山

ですが、仙石原は台ケ岳の束側にある小塚山でせき

とめられて、 28.000年前は大きな湖だったとこ

ろです。

それが、 5. 0 0 0 年前には乾き上がって湿原に

なっていきます。そして、現在部分的に湿原が残っ

ているわけです。

仙石原に人が住むようになったのは江戸時代初期、

I 6 J 0 年ごろだと言われています。初め S 軒だっ

たものが次第にふえていきますが、江戸末期から明

治末まで 4 3 軒以上をふやさないという形で戸数を

守っています◇人口は 2 0 0 人から 3 0 0 人の間で

した。それだけ自給自足ができない寒村だったようで、

天明や天保の飢餓では村民の 3 分の 1 ぐらいが餓死

しています。耕地は日当たりや水はけのよい外輪111

側につくられて、ほかは薪炭林や共有草地として利

用されました。また、江戸時代の地図によると、仙

石原から 6 km離れたところに芦ノ湖があるわけです

が、芦ノ湖から仙石原まで、また平地から山の上まで、

はとんど草原になっています◇ですから、かなり広

い窟地が続いていたわけです。これは、草地として

の利用のほかに箱根の関所破り防止という目的も

あったようです◇森林ですと陪れやすい訳ですが、

草原ですと、先程のお話しにあったように巻狩りの

ような感じで人を探すことができたわけです。スス

キは牛馬のえさや敷きわらとして、また屋根材に利

用され、ヨシはもっばら緑肥として使われました。

l5 
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草刈りの時期などは細かい決まりがあり、草地は村
の裳堂な袈源だったようです。もちろん良質な草を

得るために、習が消えた 3 月下旬から 4 月にかけて、

村の共同作業として野焼きがずっと行われていまし

た。

明治 1 3 年には渋沢栄ーなどによって仙石原ー帝
が耕牧舎という牧場に利用されました。これは軍豚
の羊毛を得るためでたしが、羊は、湿度が非常に砧

かったので気候に合わず、牛にすぐに切りかえられ、

東京方面まで牛乳を出荷するまでになりましたが、

経営はかなり困難だったようで、明治 3 7 年、 2 5 

年間で牧楊は閉鎖されています。仙石J)；（は再び草地、

村の草刈り場となって、明治末期からは、山を越えた、

外翰山の外11!1の御殿場に陸革が常駐していたのです
が、その箪馬の飼科にとススキが為く売れた時代も
あって、それは昭和 1 0年ぐらいまで続いたそうです。
一方、昭和 8 年ごろから仙石原の高原地域で温泉
つき別荘の分譲開発が始まり、湿原への開発も心配

され出しました。当時湿原はノハナショウプの大群

生地だったようです。そこで、村の助役が国に拗き

かけ、昭和 9 年に湿原の一部が国の天然記念物に指

定されました。

また、昭和 1 9 年の戦争末期に湿原の北束隅、現

在植物園があるところですが、北東隅 5 ha が音年団
によって水田につくりかえられています。ただ、収
品が悪く、昭和 3 5 年ごろ、経済が復興するころに

はほとんど耕作が放棄されています。

昭和 4 3 年ごろから自然保護の思想が高まってき
たため、ほとんど私有地になっていた湿原地帝を県

が買い取りを始めました。そして、昭和 4 5 年から

は立入禁止になりましたので、昭和 4 5 年を袋後に、
共同作業として行われてきた野焼きも中止されまし

た。その後、湿原は自然の遷移に任されるようになっ

ていったわけです。もちろんススキ草原の方も放世

されていきました。

昭和 5 0 年に自然公団法で湿原とその周辺が特別

保護地区に指定され、また湿原を保護するためには

必要な管理も行うと明記されました。今まで全く人

の管理をしないというのが自然保護の主流だったわ

けですが、その昭和 5 0 年に、湿原は途中相なので、

必要な管理もしてもよろしいという方向に変わって

きています。

昭和 5 l 年には、かつての水田放棄地 3 ha に私の

勤める箱根湿生花固が開固しました。一応園の目的は、

仙石原湿原の紹介と自然保護思想の啓蒙を図るとい

うことになっています。

その後、昭和 6 0 年に残りの水田跡地を利用して

植生復元実験区が設定され、あるいは平成元年には

台ケ岳のススキ草原の野焼きが始められました。また、

平成 6 年、国の指定地が、今までやはり放臨されて

いたのですが、冬の枯れ草刈りが始まり、そして平
成 1 2 年、県の自然保談地の方も手を入れなければ

いけないということになりまして、樹木の伐採が始

まって、そして今年の冬火入れをしようという検討

が始まっています。

では、これら実際の取り紐みについて、スライド

を交えてお話したいと思います。仙石原のススキ草

原や湿原を含む草地の保全事業は、現在四つの区域

に分かれて行われています、一つ目は代ケ岳の北斜

面のススキ草原、それから二つ目は仙石原湿原の保

談地区、それから三つ目は国の天然記念物の指定地、

そして四つ目は湿生花園の隣の英験区です。まず初
めに、実際に野焼きを行っている代ケ岳斜面のスス

キ草原についてお話します。

このスライドは 1 9 7 8 年、昭和 5 3 年当時のス

スキ草原です。昭和 4 5 年以降に野焼きを止めて、

8 年たっていますが、まだ潅木はそう目立ちません。

点々と黒く見えるのがニシキウツギを初めとする潅

木です。これは、その後 1 0 年たった、つまり昭和

6 3 年のススキ草原の状況です。 5 月に撮った写哀

ですが、潅木が目立っています。草地はススキの枯

れ茎で税われています。この台ケ岳のススキ草原は

神奈川県の栄勝 5 0 遥にも選ばれている観光名所で、

鋸年かなりの観光客が訪れています◇このままでは

ススキ草原がだめになってしまうという声が住民の

中からあがりまして、野焼きの要望が強まり、昔か

らの景観の保全をするという目的で平成元年 3 月に

野焼きが再開されました。これは箱根町の観光課が

担当しています。

これは、今年 3 月に行われた野焼きの写哀です。

野焼きの面積 1 8 ha で幅 1 0 mの防火帯の除草は、

業者が行っています◇野焼きの方は町有志が条まり

まして、山焼き実行委貝会というポランティア組繊

がつくられており、町のil'I防署も協力して総勢 1 8 

0 人ぐらいがこの野焼き作架に出ています。

そして、これが 2 時間後に燃え尽きた時の写真です。

台ケ岳のススキ草原の野焼きは、昔、江戸時代に行

われたころと同じ 3 月に行われています◇今までは

午前中に行われていたのですが、北斜面で少し湿っ

ているということで、去年から午後 1 時から行われ、

大体 3 時ごろには終わります。

そして、これは今年 5 月に撮った台ケ岳のススキ



草原です。枯れ草も無くなり、すっかり緑の草原に

なっていて、秋、 1 0 月には白い穂が一面になぴき、

貨韮な観光沢源になっています。

それから、台ケ岳のススキ草原とは別に、現在野

焼きを行っているのが実験区です。ここの部分が実

験区に当たります。昔の水ln跡地 2 ヘクタールを利

用しています。樹木がふえ、遷移が進む湿原に対し、

天然記念物指定当時の湿原に復元するべきではない

かと閑おt庁と県の自然保護課と箱根町の 3 者で昭和

5 9 年に協談をし、その具体的管理方法を求めよう

ということで、湿生花園の隣に残る水田放奈地に仙

石原澁／J1植生復元実験区を設定しました。昭和 6 0 

年には若干の地形造成と管理用木道などの工事を行

いまして、昭和 6 I 年に横浜国立大学の研究室に野

焼きと草刈りが植生に与える彩笞を中心に実験謂査

を委託し、 8 年間にわたって調査を始めました◇こ

こに今日在席していらっしゃる岐阜大学の津田先生

や安烏先生にも調森をしていただきました。

実験区の面積は 2 ヘクタールで、今もう実験は中

止して管理のみをやっていますが、中を三つに分け

て管理をしています。一つは、これはやはり 5 月の

写真ですが、この部分を火入れしているのですが、

火入れの中を二つに分けまして、冬の火入れのみ(/)

所と、 6 月に京刈りをする地域と二つの区域に分け

て菅理をしています。ここの 8,000m'を草刈りを

しています。残るこの 2,000rn'近くを、これは冬

の火入れだけにして、こちらffll) とこちら1隕、ほとん

ど同じ立地ですが、植生がどう変わるかを見ています。

そして、 5 月にも枯れ草が残っているこのキ分の 1

ha は、火入れも草刈りも何もしなかったらどうなる

のかを見ています。実験Ii{の火入れは、一番乾燥す

る］月に行っています。防火布の除草を含め、草刈

りも架者に委託をして、この管理は箱根湿生花園

公営挙業課に当たるわけですが、そこで行っています。

火入れの場合には、業者が I 0 人と粒貝が I 5 人と

いう形で火入れと消火に当たっています。昔は仙石

原湿原の草刈りは 6 月に始まったということで、草

刈りを始めますとノハナショウプがたくさん咲くわ

けですが、実験区もヨシが伸び出す 6 月中旬までに 6 、

7 人で 5 、 6 日かけてヨシと、それから中に生えて

くるススキなど丈の潟い草だけを選択的に刈っても

らっています。ヨシを抜き刈りした後は、このスラ

イドのようにノハナショウプが群生する栄観が見ら

れます◇

3 番目に、国の天然記念物の湿原指定地の楊合で

すが、ここは平成 6 年から冬の草刈りを行っています。

ilii柄が 0. 89 lIa しかなく、周りが県有地の湿原に

1l11 まれていますので、類焼の危険があるため、野焼

きのかわりとして、 I 2 月に枯草を刈り取っています。
国の指定地は、昭和 4 0 年から 5 0 年ごろは、近く

の中学校に熱心な先生がいまして、クラプ活動とし

て 6 月のヨシの草刈りなどもやっていたようです。

ただ、その先生が転勤されてからはまた放臨されて

いました。指定地の管理をしているのは教育委貝会

ですが、実験区の結果を教育委員会に伝えて、平成

6 年から冬の草刈りをやってもらえることになりま

した。その結果、 6 月の下旬から 7 J-jにノハナショ

ウプが咲き、平刈りを始めてから l、キゾウやミズチ

ドリ、ミズトンポなど湿地性のランがふえてきてい

ます。

国の指定地は、断続的でもそれなりに長いこと管

理されていた結果、仙石原湿原で一番湿似らしい栄

観を示しています。これは秋の天然記念物の指定地で、

人が立っても、今は人がいませんけれども、大体 6

0cm ぐらいの草丈で湿原や草原が絞いています。

最後になりますが、 4 番目が県逍より北に広がる

県保談地の仙石原混原地域の取り組みについてです。

これは昭和 5 8 年の写真で、近くのマンションから

撮ったものです。野焼きが中止されて l 3 年たって

いますが、多少潅木が見られます。これは、またそ

れから］ 5 年たった平成 1 0 年の写其です。樹木(/)

成長ぶりがよくわかるかと思います。哀ん中にグリー

ンの草地がずっと統いていますが、あれは昭和 4 5 

年に県が用地買収してからも防火帝として毎年刈っ

ているところです。左傾が私有地になり、右側が県

有地になっています。その税を毎年 10111'品で防火

帝として刈っていて、そこが本来の仙石原湿原らし

い群浴をいまだに見せています。昔はこのスライド

のように湿原の中も花が咲いていましたが、今はこ

のスライドのようにスイカズラやヘクソカズラなど

が茂って、樹木もふえ、やぶ状態になっています。

このスライドは、近路から見た昭和 5 3 年当時の

湿原の状態ですが、「ここは湿原保設地で立入熱Jr．で
すJという看板は立っていますが、樹木で遮られて、

,,,が全く見ることができない状態になっています。

住民の方も、県も町も同もだんだん心配し出しまして、

特別保護地区でもありますし、平成 9 年から三者で

話し合いが持たれ、湿原保全連絡協議会というのが

つくられました。平成 I 0 年には住民への説明会や

現地視察会、そして I I 年にはシンボジウムも行われ、

ゆっくりながら湿原の保全について話し合いがなさ

れてきています。
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これは平成 1 1 年の現存植生図で、周りの緑の凡

例が森林で、ちょっとはっきりしませんが、黄色の

凡例部分にも樹木がたくさん入っています。管理を
するのも、全部火入れをするということをしないで、

周辺が住宅なものですから、湿原の保観を自然らし

く保存していきたいということで、周りの緑色の地

域は火入れをしないで、森林に復元していこうとし
ています。そして、真ん中の水色の部分に火入れを
して、そして少し赤紫色のところは、火入れと草刈

りの両方をやろうというところです。全く手をつけ

ないところ、それから火入れをするところ、それか

ら、火入れはしないけれども、様子を見てから火入

れをしなければいけない地域という形で、それから

あと、昔のように火入れも草刈りもしてやればどん
な湿原が復元するかという形で、四つの管理区分に
分けて管理しようという計画が今年やっと決まりま
した。そして、これが管理計画区分図ですが、真ん

中が大体草原や湿原のいい植生で、周りの黄緑色の

ところを森林にしてという形です。実験区はちょっ

と複雑になっています。今年の 2 月に、火入れの前

の事前行為として樹木の伐採が始まりましたが、予

算がちょっと足りなかったものですから、こちらの

部分は今年はまだ手がつきませんでした◇ 3 年かけ

て樹木を伐採して、全体に火入れをしていきたいと

考えています。

ちょっと長くなりましたが、今後の課姐としては、

今までばらばらに四つの担当部局により管理されて

いるわけですけれども、それを仙石原の保観を保全

するという形で行政が一体化する必要があるという
のがこれからの課題で、また、その財政をどうする
かというのも一つの大きな問題になっています。

それからもう一つは、火入れの影響の胴査もして

いきたいのですが、それが予算的に藉しいのでポラ

ンティアでやろうとしています。そのポランティア

をどう養成したらいいのかということが今大きな問

題となっています。それから、ススキ草脱が復元し

てきたのはいいのですが、ススキの季節になると観

光吝で道路が渋滞するので、駐車場をどこかに設け

なけれぱいけないということも問題になっています。

また今後の展望としては、湿原の中は今も立入禁止

ですがススキ草原も湿原の部分も自然歩追を設但し

て、それからビジターセンターも設胆し、そして自

然観察指1な貝を常耽させていきたいと考えています。

ちょっと時間が長くなりましたが、私の話をこれ

で終わらせていただきます。ありがとうございました。

（拍手）



ナイジェリア石像遺跡に及ぼす森林火災と野火の影響

北海道大学大学院地球現培科学研究科と君う大学

院の紐織におります高橋です。今日の午前中、辻井

先生のお話の中で火遊ぴの話が出てまいりました。

この火遊ぴも十分コントロールされているうちは問

題がないのですが、それが今日お話するように、人

のコントロールを推れて広がった時に様々な問題を

生じます。その問題の一例として今日はアフリカ、

ナイジェリアの森と草原にある石像姐跡に及ぼす野

火の影響についてお話いたします。この石像は日本

で言えばお地蔵さんのようなものです。

この石像退踪の保存に関する研究はロンドン大学

を卒業後ナイジェリア拇物館でコンサベータ（迫跡保

存官）として活踏していたアプエディト氏が私の研

究呈に留学して行ったものです。マスターから入学

し今年の 4 月に栂士号を取得して帰国しましたが、

本米ならば彼に話をしてもらうと分かりやすいので

すが、そのような訳で私が代わりに話をさせていた

だきます。

ナイジェリアはアフリカの西海岸、昔の地図で言

えば胡椒海岸、穀物海岸、象牙海岸、貨金海岸、奴

隷海岸と名前がついた地域です。その中の奴隷海岸

に相当する楊所がナイジェリアです。面積は日本の

おおよそ 2.5倍、人口は日本より少し少ないのです

が北部にハウサ族、東部にイボ族、西部にヨルパ族

などがおり、それらの部族が挨まって国を形成して

います。昨年、軍享政権の独裁的な大統領が突然病

死し、その後オバサンジョと言う比較的民主的な大

統領が選ばれて、比較的民主的な国家になったこと

から、アメリカ、日本、などからの援助が入りやす

くなったと聞いています。

この地域の気候の特徴を知っていただくためにア

フリカ全体の地図を見ていただきます。アフリカに

は熟帯ジャングルが広がっているというイメージを

お持ちの方が多いと思いますが、実際には非常に狭

いということが分かります。ちょうど赤道の直下あ

たりが熱帝ジャングルですがその周辺には熱帝サパ

ンナが広がっています。

今回お話する石像遺跡はギニア湾に面した海岸か

ら内陸にむけて広がっている熱帯林が途切れてサパ

ンナに変わる境界地域に分布しています。この地域

は隣固カメルーンの国接1こ沿って東西に貫流するク

ロス川の流域でもあります。

これが石像の写哀です。高さは小さいのから大き

いのまで様々ですが、 1 メートル位のものが多くあ

ります。直径は 3 0-5 0c191 の頭が九い円椅状で主

に玄武岩で作られています。表面には綺罷な模様が

北海道大学教授高橋英紀氏

施されています。

この石像が作られた目的は先祖崇拝のシンボルと

して作られたようです。今でも媒落の中で年に一度

の収根祭などのお祭りのときに表面に色彩を施して

祖先を祭る対象として使われているようです。これ

らの石像がいつ頃作られたかと言う考古学的な研究

はまだ十分にはなされておりません。ある研究者は

石像の下にあった植物の炭化物から Cl4と言う年代

測定法を使って西磨 5 0 年と君う年代を剖り出して

います。しかしそれもあまり確実なものではなく、

確認されたのはヨーロッバ人がこの地域に入ってき

た数百年前に見つけられたことは確実です。この起

源の問題についてはまだまだ研究が必要です。

皆さんはパンツ一族という言葉を聞いたことがあ

るかもしれませんが、アフリカ大陸の中央から南に

かけて広く分布する民族の名前です。南アフリカ元

大統領のネルソン マンデーラ氏もこの民族に属し

ているのだそうですが、このバンツ一族が約 2 0 0 

0年前にこの石像群が分布する地域を発祥の地とし

て東へ南へと拡散していったと君われています。こ

の地域における考古学的な研究がさらに進めぱ、南

アフリカ全域にいるバンツ一族の発祥と何らかの関

係がでてくる可能性もあります。

この石像辺跡に何が問超として起きているかと言

う半を理解するためにもう一度地図を見ていただき

ます。石像迫跡があるクロス）IIの中流域はちょうど

森林からサパンナ草原に移行する返移帯に位世しま

す。石像も森の中にあるうちはせいぜいコケが生え

る程度で大きな問題にはなりません。なおこの研究
を行ったアプ ソロモン氏はそれらのコケを全て採

取し種名を同定しております。

しかし森林がなんらかの原因で後退し、サパンナ

に変わると石像は強い日差しにさらされる挙になり

ます。たとえば研究をおこなったアロックと言う地

点はその昔森林であった所です。その証拠には周囲

数メートル、商さ 4 0 mほどの巨木が残っております。

周辺は呉地として利用されるようになったため今で

はこのように開放的な奈観となっています。この椋

に開放的なところに石像がおかれると強い日差しに

さらされます。また、草原におかれると乾季にはこ

のように枯れた丈の高い草に授われてしまいます。

この地域の年雨•品は3.000111Jllほどですが、乾季と雨季

に分かれていて雨季にはたっぶりと雨が降るために

卜ールグラス、インデベンデントグラス、エレファ

ントグラスと言う丈の高い、バイオマスの非常に大

きい草に覆われてしまいますが、乾季に入ると 3 ヶ
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月間はほとんど雨が降りません。そのためそれらの

草は乾燥しからからになってしまいます。ちょっと火

が入るとあっという間に燃え広がってしまいます．

草原に放匿された石像の写真を示しますと、これは

表面の風化によりもともとのきれいな彫刻がほとんど

見えなくなったものです。もう一つは野火の影響でク

ラックが縦横に入り見るも蕪残な状態になった石像で

す。このような石像の劣化現象を野火や強い日差しと

関連させて研究を行い、非常に面白い成果を出したの

がアプ ソロモン氏の学位論文です。

これは 1 9 9 6 年から I 9 9 7 年にかけて現地で連
続観測した雨の記録です。雨季には雨が非甜に多いで

すが、 1 l 月から乾季に入り翌年の 3 月まではとんど

雨が降っていないのが分かります。これは日平均気温

の 1 年間の経過ですが、 2 0℃から 3 0 ℃の問で経過
します。このような気象条件で草原におかれた石像に

はいろいろなクラックが入ります。最も数著なクラ、；；

クには石像の胴回りに一直線に入るリングクラックが

あります。この楊合、あの重い石造の上半分がクラッ

クが入ったときのショックで弾き飛ぱされて倒れたり、

横にずれたりすることもありますJ豆さ 0.5 から 3ca 

の原さで表面がはがされる楊合も多くあります。これ

を表面剥躍と呼んでいます。そのほか細かなクラック

がたくさん入っています。森の中におかれた石像では

そのようなクラックは少ないのですが、草原に放箇さ

れた石像には顕著に多く見られます．そのクラックの

発生メカニズムを火災実験で調ぺたわけです。

この写哀が実験の状況です。石像とほぼ同じ大きさ
で形も似ている玄武岩を中央におき、周辺にパイオマ

スが多いトールグラスを刈り取ってきて自然状態に近
くなるように立て並べます。区画は 4m四方です。こ
れに火をつけます。先ほど宮士田先生が話をされた湿

原の野焼きとはかなり趣はことなりますが、あっとい

う問に火がつき燃え広がります。渚火後 1 0 秒、 20

秒で猛火につつまれます。そして 4 0秒後にはもう火
が落ちています。冨士田先生のお話にもありましたよ

うに燃えるのは非常に短時間です。

しかし、その炎によるインパクトは結構大きなもの

があります。その影蓉をみるために石像の表面 5 ヶ所、

石像のトップ、窟さ 7 0C0l 、 5 0cm 、 3 0CIII 、 I 0cm 

に熱竜対温度計を貼り付け、気温（炎）とともに石像表

面温度を測定しました。その結果を見ると先ほどの写

真でもお分かりのように I 0秒くらいであっという問
に燃え上がってしまいます。その時のビーク温度は 7
0 0 ℃位でしたが、別の植生の場合、エレファントグ

ラスでは 800 ℃を超えておりました。このように非

ヽ -ｷ 

常に高温の炎が石像の表面を複うわけです。そうする

と炎がよくあたるところ、高さ 5 Oanから 7 0cmの当

りの表面温度が最初に商温となり、 2 0 0 ℃前後にな

ります。温度としてはさほど忘くはありませんが、 1

分問位の短い時間で表面がその温度に達するとなると

問題です。一般に物体は熱を持つと屁らみます。しか

し表庖下の温度がさほど高温でないとすれば、そこで

はさほど膨張しません。この温度差にともない物体内
部に発生するひずみ力を熱応力と言い、石像表面には

火災のときに頻繁にこの熱応力が作用します。この応

力に石f象の材質が耐えられなくなると、表面部分が厩

さ 5mm-3cmの剥片となって砕け散ります。

それからもうひとつ石像の高さ 4 Oe11位のところに

発生するリングクラックについてご紹介します。なぜ

リングクラックが多くの石像で見られるかが、実験を

やってみて初めて分かりました。高さ 5 0 C"' 、 7 0cm 

の表面温度は最初の 1~2分でピークを迎えますが、

地表近くの高さ l 0cmの部分は、最初はあまり温度は

高くなりません。 5 分、 1 0分と経過するにつれて上

部の表面温度は下がるのですが、地表に近い部分の温

度がなかなかさがりません。そのとき焼け跡に入って

みると地表は木炭のおきを並べたような状態になって

おりまだ高温な状態が萩いています。その高温状態が

ながく絞くと、石像の基礎部と上半分とで温度差が出

来ます。先ほどの表面剥薩とはちがって比較的長い間

絞きます。そうすると温度差はさほど大きくはありま

せんが、熱応力は石像内部にまで深く進入します。そ

の結果、石像は上下半分にするようにリングクラック

が入るわけです。

その他、石像表面の温度むらによりたてよこ様々な

方向にクラックが入ります。また、匝射日光が当り、

夜問には放射冷却で冷え込む石像頂部には幅 0. 5 mm 

以下の細かなクラックが無数に入ります。これは野火

の影響ではありませんが、やはり熱応力が作用してい

ることが確かめられております。

以上のようにナイジェリアの石像遺跡に及ぽす野火

の影轡は非常に直大であり、遺跡を野火からまもる必

要に迫られています．

ところでこれはアメリカ航空宇宙局(NASA)が多

くの衛星写真から合成した 1 9 9 9 年 9 月と 1 2 月の

世界の野火•森林火災の発生状況とその分布です◇南

アメリカ、アフリカ、インドネシア、オーストラリア

で野火がひろがっているのが分かります。火遊びも一
歩問追うと取り返しのつかない事態を招きます。その

一例として、石像遺跡への影響について実例をご紹介

いたしました。有難うございました。
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インドネシアの熱帯泥炭湿地の森林火災と消火活動

インドネシアパランカラヤ大学講師 アスウィン・ウスプ氏

アスウィン・ウスプ：私の名前はアスウィンです

けれども、インドネシアから来ました。日本の 4 月

からここにいます。

0高橋（通訳） ：局全体としては昔から、日本人のな

じみの目葉ですけれども、ポルネオ烏と言っており

ます。それは三つの固に分かれていまして、下の半
分以上を占めているのがインドネシア、これはイン

ドネシア側ではカリマンタンという言葉を使ってい

ます。それから北側の大部分はマレーシア、それか

らその其ん中のちょっと小さな部分、ほんの小さな

部分にプルネイという王国があります。

今日は、ここにタイトルが啓いてありますように

ダヤック族という、インドネシアのカリマンタン烏

の山岳部にダヤック族という、アスウィンさんもダ

ャック族なのですけれども、人たちが住んでいます。

その人たちが昔から習慣的に使っている農業、火入

れを利用した閑業のシステムについて今日はお話し

たいと思います。

今の火入れを使った農粟システムというのは、イ

ンドネシア語ではラダンと言っています。なぜ重要

かといいますと、ジャワ烏、これはジャカルタとか

なんか、そういった都市部があるところですが、ジャ

ワ烏以外のスマトラ烏とかポルネオ烏、それからイ

リアンジャヤという一番東の方の烏、そういったと

ころのほとんどの器突地帝で火入れを使ったラダン

傑業システムというのを使っています。

カリマンタン烏は二つに分かれます。北の方は普

通の土棋、ミネラル、鉱物質の土壌の山とかそういっ

たところが主体になる地形、それから下の方は低地

幣で、泥炭がそこには堆積しています。

この地域には 3 0 0 の民族がおります。 3 0 0 の

民族は 3 0 0 の言語を使っていますし、有名なのは

イーストチモール、東チモールです。

これは低地帯の泥炭地に成立した森林地帯です、

カリマンタン烏の。ダヤックの人たちは、この泥炭

地の森林はラダンシステムとしては使っていません。

その理由は後で申し上げます。

ごらんになっておわかりのように、はとんど森林

と湿地帯、スワンプと、それから川と湖で、あとは

農業と、あと居住地というのはわずか 3. 0 8 ％です。

これはダヤック族の人口で、このセントラルカリマ

ンタンという州では約 1,719.000 人というこ

とです。

これは焼畑全体に共通なのですけれども、ここで

も 5 年から 8 年ぐらいの時間スケールで場所を変え

ていく煤菜システムということになります。昔から

の方法で土壌の肥科成分というか、有機質を見るの

にナイフで突っ込んで、砂が多くなったらそこはも

う栄養分がないという判断をしていたようです。

このカリマンタン烏ではラダンシステムを三つに

種類を分けていますけれども、移動式とそれから半

移動式と定菩式と、こういう三つのクイプに分けて

います。移動式の培合に、そのローテーションが 1

0 年以下の場合と、それから 2 0 年、 2 5 年以上の

楊合と二つに分けられます。このラダンシステムと

いうのはサプのシステムで、はとんど自家製の例え

ぱ野莱とかトウモロコシ、それからキャッサパ、そ

れからヤム、ナガイモみたいなもの、それからサト

ウキピ、そういったものを自家製の作物としてつくつ

ています。こういったものは外に出さない、先はど

言いましたように、マーケティングには出さないと

いうことです。

このラダンシステムのいい点というのは、余り生

態系を破壊しないで使えるということです。それから、

移動した後には木が植えることができるという利点

があります。それから、マイナスの点としては、 5

年以下の周期でローテーションすると土地を荒廃さ

せると。それから、人口密度の低いところでないと

できない。それから、いわゆる混業のお金の投入が

少なくて済むと。i肖黄も少なくて済むということと、

ただし余り収入は上がらないという欠点もあります。

これは典型的なダヤック人たちの生活の様式です。

3 人から 5 人がいると。それから一つの場所に大体

2 0 年から 2 5 年生活すると。実質的にはほとんど

外との交流のない自家消競型の生活をしているので、

せいぜいお金を使うとすればたばこを買うぐらいだ

ということです。

この景色は、先ほどのラダンの；足業システムと大

体泉観的には同じです。最初草を刈って、それから

火を入れます。その後にこういったように米を栽培

します。そういった焼け跡のすぐそばに小さな家を

つくって栽培に従事します。

これは、ラダンシステムの典型的な例です。最初、

先ほど申し上げたように草を刈って、その後に木を

切ります。乾燥させているのがちょうど黄色いマー

クのところで、ある程度乾媒すると火を入れて、 1 

0 月から栽培に入ります．これは大体一つのラダン、

火入れは I ha から 2 ha の広さについて行います。

風がないときに中央に火を入れますけれども、風が

左から吹くときには当然左よりのところから火を入

れます。全体としては大体四、五人で管理をすると

いうことになります。防火帯が周辺にあります。そ
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の周りに木が一、二列楢えられているという状態です。

絵をごらんになってわかるように、次から次へと移っ

ていきまして、もとの植物が生えてくるというシス

テムです◇ということで、 2 0 年から 2 5 年にもと

の地域に戻ってくるというのが全体のシステムです。

説明したように、 2 5 年でまたもとに戻るというこ

とになります。

これは、ラダンが終わって移った後 5 年の状態です。

ダヤック族が住んでいる地域の川の栄観です。

この下の写兵は、 1 9 9 7 年に森林火災がありま

した。もともとはここは森林ですからもっと木がた

くさんあるのですけれども、森林火災で森林が全部

燃えて、なおかつ泥炭も燃えてしまったので、こう

いうふうに水没しの状態になっています。

これは森林の中の地下水位の変化を示したもので

す。 1 9 9 7 年は大きなエルニーニョの年でしたので、

この地域では非常に乾燥が萩いて、地下水が表面の

下 1 メートルまで低下しています◇

熱帝泥炭というのはもともと北方の泥炭と追って

草でできていなくて、樹木の倒れたものが積み重なっ

てできていますので、非常に根い状態です。泥炭、

いろんなタイプがありますけれども、こういった先

ほどの木質泥炭が深さ 1 0 メートルに遠する楊合も

あります。これは今君いませんでしたけれども。泥

炭応が厚くなるとお米の生産性が悪くなるというこ

とです。これは、有機牧土壌は栄妾分が少ないこと

によります。

これは泥炭地の火災のモデルです。これが泥炭に

火が入ったときの泥炭地火災のモデルです。つけ加

えますと、最初に申し上げたように、ダヤック族の

ラダンシステムというのは本来は山で使われるもの

であって、こういった低地の泥炭地では使われない

のです。ところが、数年前からジャワ烏の人たちを

カリマンタン島に l O 0 万人移住させるという、 1

0 0 ha を開塾する計画が進んでいます。これが全部

泥炭地なのです。そこを開整するときに全部火入れ

をするものですから、 l 9 9 7 年、東南アジアを獲っ

た煙の被害が出ましたけれども、全部こういったタ

イプの火災が原因で、その原因となったのは泥炭地

での農地開発だったのです。泥炭の燃える温度は少

し低いのだそうです、これからはかってみますけれ

ども。そうするとかたい木の根が残るのです。もと

もとこれは先ほどの木の上の方まで泥炭があったの

です。それが泥炭火災で下が全部燃えてしまって、

根だけ残った状態です．だから、 1 9 9 7 年には、ちょ

うど 1 m地下水が下がった分だけ泥炭が全部焼けて

しまって、カリマンタン中こういう状態になったわ

けです。

これは 1 9 9 7 年の火災のフォトスボット、燃え

ているところです．育い印がその点なのですけれども、

大部分泥炭地にマークがあるのがおわかりかと思い

ます。

これは火災の後の状態です。

結論として大きく三つがあります。それは、今ま

での習慣としてやってきた古い方法では大きな森林

火災になる可能性は柾めて少ない。 2 番目としては、

このラダンシステムというのは肥科を買うお金がな

い場合とか、そういった揚合には非常に有効ですし、

雑草防除、病気の発生も防ぐという利点があります。

3 番目として、なぜ大きな森林火災が起きたかとい

うと、先ほど申し上げたジャワからの I O 0 万人の

移住計画というのは泥炭地に入っていったというこ

とが大きな原因であるということで、三つの結論を

今回ご紹介したわけです。

0アスウィン・ウスプ：ありがとうございました。

（拍手）
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パネラー山田朝夫氏大分哩久住町理群

II 高橋佳孝氏製林水産省中国裳業試験塀主任研究官

II 鍛冶哲郎氏深撓庁束北海迫地区自然保護李務所良

コーディネーター五十産智男子氏（ll)北海追OO発問題研究調査会理甲

コメンテーター 瀬田信哉氏仰目然公園美化蛮理財団専務理事

0五十嵐：それでは、お待たせいたしました。第 3

部のシンボジウムを開催したいと思います。大変若

滋者ではございますが、コーディネート役というこ

とで{I0せつかりました五十反でございます◇よろし

くおiiいいたます。

まず、プライベートな話で大変恐描なのですが、

小清水町 1こは少なからぬご緑がございまして、実は

夫がかれこれ 2 0 年近く前、小消水町に居住してお

りまして、 5 、 6 年住んでいました。夫いわく、大

変人1首の厚い町だということで、家には一度もかぎ

をかけたことがないというのです。勤務が終わって

家に戻りますと、物がなくなっているどころか物が

ふえていると。ジャガイモがあったりニンジンがあっ

たり、あるいは魚とかホタテがごろごろと玄関先に

固いてあるということで、もしかすると今日会場に

おいでの方の中にうちの夫にそういうものを届けて

くださった方がいらっしゃるかもしれません。この

場をかりてお礼申し上げたいと思います。

ただ、その当時、小消水町には原生花園はあるの

だけれども、あるいは豊かな自然があるのだけれども、

遊ぴがないとか、剖と農かな自然はあっても、そこ

に遊ぷ仕組みがないというような印象がございまし

た。しかしながら、先ほど来、この 1 0 年の町の取

り組み、あるいは熱気球での町おこし等々さまざま

なことを伺っておりますと、この問での町の方々の

努力が少しずつ実ってきているのかなという気がし

ております。竹田津さんが巌初、昔はあった、昔は

よかったというふうに語らないとおっしゃっていま

したけれども、この 1 0 年、 1 5 年を見ても、小消

水明は、外から見ていて大変恐縮なのですけれども、

私の目から見ると変わってきているな、 1肯報発信し

ているなという気がしております。今日のシンボジ

ウムも、そういった意味でひとつ情報発信の役割を

担っていければなというふうに思っております。

私、野焼きとか草原には全く明るくない者で、と＇

ちらかというと索人の目から素朴に疑問とか、何で

こうなるのだろうということを皆さんにぷつけてい

きたいなと思っておりますD 幸い涌田さんはプロで

ございますので、プロの部分は瀬田さんにお任せして、

私は素人的な質問をしていこうかなと思っておりま

す。

ただ、開始前に一つ確眩をしておきたいと思いま

すが、今日のこのシンボジウムのテーマr痒原の役割」

ということで、ちょっとかたくるしい姐名がついて

ございます。この役割という言い方は極めて人問サ

イドの発想だなと思っております。草や花が役剖を

自分で担っていると感じているわけではない。今日

は r草の言い分、花の言い分、人の目い分」という
ことではありますが、あくまでもこれは人間側から、

草花から恩恵をうけているのだと、そういったこと

を私たちはもう一度気がつこうと、あるいは認識し

ていこうと、そういうところからスタートするとい

う意味での役割という意味合いなのかなと感じてお

ります。

今日のシンポジウムは、 1 I 時からずっと各地で

のさまざまな取り組みのこ＾紹介がございましたので、

このシンボジウムの中では、そういった取り組みを

踏まえて、もう少し野焼きとか草原とかいったもの

の考え方を整理していこうということと、それらを

今後秩けていく、あるいはこれからより発展させと

いくとか昔及していくとか理解していただくために

どういった仕組みが必要なのだろうか、あるいはそ

のときの課題は一体何だろうかというような整理を

していきたいなというふうに思っております。今8

パネラーの方々には、実際に取り組んでらっしゃる

方々もお二人いらっしゃっておりますので、現楊の

状況の報告も踏まえふながらまずお話をしていただ

きたいと思います。

進め方としては、最初各パネラーの方が 1 0 分程度、

この広い意味でのシンポジウム、あるいは草原サミッ

トの意味合い、それぞれの方々の理解をお話をいた

だきながら、そのそれぞれの取り組みについてご紹

介をいただきましてから談論に入っていきたいと思

います。

それでは、まずプログラムの順番でいきたいと思

いますが、山田さんの方からよろしくお願いいたし

ます．
0山田：それでは、私の方からは、実はこの野焼

きシンポジウムというのは平成 7 年の 3 月に第 1 回

が大分県の久住町で行われましtふ何でそんなこと

をやるようになったのかということと、今日いろい

ろな報告を間かせていただいたのですが、阿蘇久住

のあたりで一体どんなふうにして野焼きをやってい

るのか、今まで出てきた野焼きとちょっと違いがあ

ると思いますので、それをスライドで次に見ていた

だいて、ではその第J回の野焼きシンポジウムとサ

ミットがあった後で久住町がどう変わったかと、そ

うの三点をお話をさせていただきたいと思います。

大分県の久住町というのは九州のちょうど兵ん中

返にあります。北側にくじゅう連山がありまして、
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南の方を眺めますと遠く阿蘇IIIが見えまして、ちょ
うどその問にある高原の町です。役場があって人が

住んでいるあたりが標高が大体 SO Om から 8 0 

Om ぐらいです。近くにあります久住山の山頂の一
番麻いところが I, 7 0 0 m ぐらいです。町の広さは

I 2 km四方ぐらいですので 1,1 3 k計です。そのうち

半分ぐらいが阿蘇久住国立公園の区域になっていま

す。人口は約 5,000人。主な産業は農棠と観光です。

さて第 1 回野焼きシンポジウムを開催した理由で

すが、実はそのころ私は自治省という国の役所から
大分県庁に出向しておりました。平成 5 年に公害規
制課長になりました。そして、その 4 月のはじめに
知半の平松守彦さんに呼ばれまして、「君の仕事は公

害を規制することと、もう一つ、久住町で地球にや

さしいむらづくりというのを考えろ」と酋われたの

です。 r知事さん、大変勉強不足なので申しわけない

のですけれども、『地球にやさしいむらづくり』って

何ですか」と聞いたら、「それを考えるのが君の仕挙

だ」と言われたのです。それで、そう言われて仕方

がなくて、どういうことなのかなと思って考え始め
たわけです。それからとりあえず久住に通い始めた

わけです。当初私は、自然保護をやれということな

のかと思ったのです。それで、では「久住の自然J
というのは何だろうと思って、多分山とか森とかそ
ういうとこるなのだろうなと思っていろいろ調ぺ始

めました。そうしたら阿蘇久住国立公園が国立公園

に指定されたのは、山とか森林とかがすばらしいと

いうこと以上に草原の保観がすぱらしいからという

ことがわかりました。そして、ああそうなのか、で

は草原を保護すればいいのだなと思って、巌初は草

原に人を立ち入らせないようにすればいいのだろう

なと思っていたのです。ところがよくよく調べてみ

ますと、どうも人が立ち入らないから草原ができて
きたのではなくて、人が立ち入って、なおかつそこ

で牛や馬を飼って草を刈って、そして野焼きをやっ

てという作莱があるからどうも草原が保たれてきた

ということがわかってきました。

ですけれども、だんだん、小消水町もそうかもし
れませんが、久住も過疎、商齢化が進んでおります。

ビークの昭和30年頃は人口は 9, 0 0 0 人ぐらいあっ

たのです。今は 5, 0 0 0 人ぐらいです。過疎・高齢
化によって、野焼きなんかができなくなって、徐々

に草原が減っているという状況がわかってきまして、
これはどうしたものなのかなというふうに思ってお

りました。そのときにいろいろ相談に乗っていただ
いた方の一人がそこに座っていらっしゃる瀬田さん

です。誦田さんが二つヒントをくれまして、一つは、

野焼きシンポジウムと全国野焼きサミットをやりな

さいということ、それから、「草刈り十字軍」という

のがあるのだから「野焼き十字軍」があっていいで

はないかと二つのことをおっしゃったのです。「これ
はいただき」と思って、それで始まったという経緯

がございます。

次に、これからスライドを見ていただきまして、

簡鉗になのですが、どんなふうに野焼きをやってい

るかご説明します。多分小消水原生花園の野焼きと

はちょっと途って、もうちょっと大規捩でダイナミッ

クな感じです。

ちょっと写哀が暗いのですが、これがくじゅう連

山です。くじゅう連山のふもとに大きな草原が広がっ

ておりまして、これが久住海原と言われるところです。
久住商原で野焼きをやっているところは大体 1, 0 0 

0 ha ぐらいあります。それぞれが入合地になってい

まして、牧野組合という地域紐織をつくって、牧野

を利用し、管理をしています。

先ほどから防火帝の話が出ていましたが、これは

防火帯の草を切っているところです。この右側を焼

いていくわけです。左側が杉が楢わっていますので、

こっちへ燃やしてはいけないので、一生懸命防火帯

として草刈りをしているところです。大体9 月の中

旬この作業をします。

これも同じです。今刈った草を呉ん中にずっと株
めていっているところです。大きなかまを使います。

それから 1 週問ぐらいたってその刈った草が枯れ

たころに、その草に火をつけていきます。これを「輪
地焼き」と呼んでいます。防火帯を切ることは輪っ

かの輪 1こ地面の地に切ると苔いて r輸地切りJ、それ
からこれを輪地焼きというふうに呼んでいますが、

刈った草をこのままにしておくと、野焼きのときに
火をつけたときに延焼してしまいますので、事前に

焼いておく。実際に野焼きをするのは翌年の 3 月で

すので、それまで草が生えないようにするという効

果もあります。
輪地焼きが終わった後はこういうふうに長く焼い

た後が残っていくわけです。これが何キロ、何十キ

ロになります。

さて、年が明けまして、翌年の大体 3 月の頭ころ

から野焼きが始まります。みんな持っているのは竹

の先にカズラを編んでつくった久住の地域では r火

ぼて」というふうに呼ぱれるもので、火を消すため

に使う遥具です。辻井先生が第 1 回の野焼きシンボ

ジウムにお見えになって、どうしてもこれが欲しい



とおっしゃるので、宅配便で小消水の方に一度送っ

たことがあるのですけれども、今どうなっています

でしょうか。

実際に火をつけていきます。火の忘さが、この写

真だと人の背丈の 2 倍ぐらいですけれども、こうい

う平らなところを燃やすとこれくらいで、極めて安

全なのですが、危ない斜面なのです。斜面は、下か

ら火をつけると上昇気流が起こって、火が大体秒速

30m ぐらいの速さで走ります。火の高さも多分こ

の天井ぐらいになることがありまして、非常に危な

い作業になります。

これはジェットシューターといって、背中に水袋

をしょって、水が出る迫具で最近はこれで消火をす

るのが主流です。

このスライドに写っている人たちは大方の人が町

外の方で、ポランティアも受け入れをしてからもう

5 年もたつのですが、ポランティアで媒まってきて

野焼きをしてくれた人たちです。

これは、ポランティアの人たちを対象にした火ほ

てをつくる講習会で地元の人が先生になって教えて

あげているところです。以上です。

筒単に言うとそういう感じなのですが、次に実際

に平成 7 年に野焼きのシンポジウムと、それから第

1 回のポランティアの受入が行われまして、その後

どんなふうになっていったかということをお話しし

ます。まず一つは、地元の方々の野を焼くというこ

とに対する意識が変わってきたと思います。それま

では、去年やったから今年もやるというような感じ

だったのですけれども、野を焼くということに意味

があるのだというようなふうに地元の人の意識が

変ってきたということです。ちょっと説明がおくれ

たのですけれども、何で野を焼くかというと、ここ

を採草地にした I) 放牧地にしたりするため、主に野草、

ススキとか小さなササとかが生えているのですが、

牒棠や、畜産の用地として使うために野を焼くとい

うことをしてきたのですが、それが、どうもそれだ

けではなくて、おれたちは何かすごいことをやって

いるのだなという意識が、やっている農家の方側に

出てきたということです。それから、マスコミの方々

や県庁の方々や、それから国のお役所の方々も、野

を焼くとか採草するとか放牧をするとかいうことに

ついての意識が高まってきたのではないかなという

ふうに思います。

それから 2 番目に、ポランティアの人たちですが、

最初地元の人は、どうせそんな都会の人が来ても役

に立たないし、足手まといになるだけで、死人が出

るのではないかという感じでいたのですが、だんだ

んボランティアの人が定渚してきて、何回もやるの

で上手になってきました。ついに今年の春はほとん

どポランティアの人たちだけで焼いた楊所が 2 カ所

出てきまして、一つは板切牧野というところです。

1 4 0 ha ぐらいあるところですが、 5 0 人ぐらいの

ほとんど全貝がポランティアの方々で、地元の数名

が指海してそこを焼いたという実例がありました。

それから、くじゅう連山の呉ん中に坊がつるという

半分草原で半分湿地帯みたいなところがあるのです

が、そこもポランティアの人たちたけで、 1 5 0 人

ぐらい集まって 1 4 ha ぐらいのところを焼いてしま

いました。

それから、地元以外の人と一緒にやるものですから、

地元の人がだんだん野焼きをするのに張り切り出し

たというのがあります。そしてそこから地元の人と、

それから町外の人の問で交流が生まれてきたという

こともあります。以上簡単でありますが、久住の現

況を申し上げました。

〇五十嵐：ありがとうございました。ちょっとご紹

介が遅れましたけれども、第 1 回シンボジウムの開

催町ということで、久住町の山田さんでございました。

恐らく第 1 回を開催するに当たってはいろんな苦労

があったかと思いますが、また後はど。

それでは、お二人目に第 2 回の開催地であります

烏根県大田市からということで、両橋さん、よろし

くお願いします◇

0高橋：品根県の大田市から来ました高橋です。

私どもは第 2 回の草原サミットを開催したのです

けれども、久住はそういういきさつで第 1 回目の問

催をして、たまたま、私が「各地の報告」というこ

とで島根県の三瓶山の事例を報告しました。久住や

阿蘇のように何千ヘクタールという単位で焼いてい

わけではなくて、わずか 5 0 ha にもi笛たないような、

ほんの狭いところを焼いているだけなので、ちょっ

と踏躇したのですけれども、それでも来いというこ

とでしたので、行ってお話をしました。その後に第

2 回をどこでやるかといろいろお話があったのです

けれども、決まらないうちに 1 年、 2 年が過ぎてい

きまして、 rMだ、山田さんは官僚としていい打ち上

げ花火をしたけれども、それだけで終わったのでは

ないかJといわれるのは非常に気の蒜だと思うって

おりました。そうこうしているうちに、竹田津さん

の方から、「 2 年後ぐらいに小消水でやりたいので、

そのつなぎをやってもらわなくては困る」という話
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があって、「それでは、つなぎならやってやろう」と
いうことで、本番というにはほど返いものを引き受

けたわけです。

三瓶山は、阿蘇くじゅうとは浪なり、途中から大
山国立公国に掘入されたところなのです。 11ll和 3 8 

年だったと思うのですけれども、もともとは国立公
園ではなかったのですが、いろいろな慟きかけで国

立公固になりました。そのときの指定要件、何で国

立公園にしなければいけないいかという理由が必要
なのですけれども、それがやはり草原の娯観だった
わけです。その後どんどん過疎化、商齢化、経済的、

社会状況がどんどん変化して、草原そのものがどん
どん減っていったという状況の中で、野焼きが 1 9 

8 9 年に再開され、それから放牧が I 9 9 6 年に再

開されてきたという経締があるわけです。そういう
お話も交えながら、サミットを開催した後の私たち

の状況も含めてスライドでお話させていただきたい

と思います。

中国地方に草原があるのかというと、ぴんとこな

い人もいると思うのですが、これは中国山地の昔の

絵なのです。それで、背操山地、山の上はみんな草

原だったのですけれども、これをよく見ると、牛の

格好がわかりますか、牛の絵が。いわゆる植生を描
きながら、そこに牛の姿が自然に存在したのです。
それだけ牛と草原というのは非常に密接だったとい

うことがわかるかと思います。

これは昔の三瓶山の姿なのです。これが親三瓶で、

ここ、立ち木が一本もないですよね。まさしく、こ
こは火入れがずっと行われてきたということがわか
るわけです。それから、ここは刈り取った跡がある

のです。採草といって牛馬の冬のえさにススキを刈
り収った跡。ぼつぽつと阿蘇の干草小柄みのように

垂ねてある場所が見えます。ですから、この斜面は
利用していたということがわかるわけです．

これを模式的にかくと、この緑色のところが草原
なのですけれども、山全体が草原だったということ
がわかるわけです。現在の姿は、スキー楊の一部と
山の頂上で木が生えないところと火をいれていると

ころしかないということです。

では山のふもとの方はどうかというと、地元の和
牛良家の方が山全体を一つの放牧場のようにして利
用していたわけです。水場のあるふもとの地域はい

つも牛が食べていて、短い草の草原がずっと綜いて

いた。ちょうど国立公園に編入されたころがこうい
う泉色だったのです。現在は斜面には杉、カラマッ

が植林され、畜産品家はここから撤退していくし、

管理をする人もどんどんいなくなって、火入れも放

牧も採草もしないという状況の中でこういうありさ

まになってしまいました。

ちょうと'3 年前、 1 9 9 6 年に、せっかくの草資
源を何も利用しないでただ観光目的だけで焼くのも

もったいないし、地元の畜産農家が放牧したいと言っ
ているし、そういえば昔は放牧牛がいてとてもきれ
いだったなということで、ようやく放牧が再開され

たのです。すると、牛たちは元気になるし、草丈も
低くなって明るくなってきて、そういえば昔の西の

原のようになってきたなという感じがしてきたわけ
です。放牧牛も全然いなかったのですけれども、西

の原で放牧が再湖されてからぐんぐん頭数がふえて
きて、次第 1こ三瓶全体での放牧頭数もふえてきてい
ます。これにはいろいろな理由はあるのですけれども、

一つは、たくさんの牛の頭数を賄えるような草に変

化してきているわけです。芝に変わってきているわ

けです。

一方、それ以外の場所、あるいは木が生えないよ
うにしておきたい楊所は火入れというのをずっと継

萩してきました。 3 年前からうちの方でも山田さん

のまねをして、火入れのポランティアを募挨して、

こういうふうに、ジェットシューターを使って、役
場の職貝だとか消防著の人たちが出役して、火を消

す作業のお手伝いをするようになったわけです。こ

れが最初の 1 年目の状態です。

やはり防火帝をどう切るかというのはとても大き
な問坦で、阿蘇久住では 9 H ごろに草を刈って、先
ほどのように燃やして、輪地焼きをして防火帯を切

るわけです。三瓶とか秋吉台は火入れまでに何とか

防火帯を切っておこう、森林組合の人を市役所が雇っ

た形でこういう作栗をずっと萩けてきたのです。ど

うしても人力では限界があるので、せいぜい広くて

5 m 、下手をすれば3m程度の防火帯しかつくれない。

そういう状況で非常に危ない状態で火入れをしてい
る。火は半分危ない道具だというお話がありましたが、

一つ間追えば直ちに山火事に移っていくという、そ

ういう状況にあった。

それで、せっかく放牧が再開されたし、牛たちは
放牧に憐れてきたし、ほっておいても自分達で生き
ていく力はつけてきたし、牛の数もふえてきたので、
では防火帝をこの牛でつくらせたらどうかという案

がうかんだのです。もともと木の牧栂もあることだし、
最近は非常に安い需気牧栂が開発されていて、牛を

爾気に慣れさせておけば外へはほとんど出ないので

す。そう•いう格好でやってみたらどうかということで、



緑と水の連絡会餓という第 2 回の草原サミットの実

行委貝長を務めた団体が考案して、和牛晟家の人た

ちを説得するというか、お願いをして、時々牛を入

れてくださいという形をとったのです。

そうすると、 6 月ごろ初めて入れたときは、スス

キがこれだけあったので、牛が陪れるくらいに草が

たくさんあったわけです。ところが 2 週間もすると

牛たちはことことく食べてしまって、新しい場所で

したので、あまりにおいもしなかったせいもあるの

かもしれませんが、こんなに変りました．

こういうことを試行錯誤しながら、 1 年目は 8 回、

2 年目は 4 回ぐらい、ちょっと牛を入れてもらった

のです。そうすると、秋になるとこれだけ植生とい

うか、草の違いがわかりますよね。こちらは枯れる

と多分火がすぐつくでしょう。こちらは火をつけて

もひょろひょろと燃える程庶で済むわけです。です
から立派な防火帝ができそうだなと。しかも、牛を

入れる限りは、放牧地を幅広くとらなければいけな

いのです．ということは、逆に言えばとても安全な

防火否ができるのです。それで、先はどポランティ

アの方が腕を上げて、腕ききの防火士になったとい

う話があったのですけれども、そんなに腕を上げな

くても、これだけ広ければ少々の索人でもやってい

けるのではないかということになったわけです。

これも同じです・外側と比べてこういうふうに植

生が変わったと。同じ場所で今年火入れをしました。

そうすると、ここは幅が広いものだから楽に消火作

業ができるわけです。これは今年の写冥なのですけ

れども、こういう形で非常に安全な防火帯ができま

した。これは火を入れることに対してもとても役立っ

たのですが、防火帝をつくるコストを計算してみて

も随分安くあがりました。やはり人件費が一番商い。

お金を幾ら出しても人件投に取られるということが

一つ。その上、お金を幾ら出しても人がいないのです。

それだったら牛さんにやってもらった方がいいので

はないかという非常に短絡的な考え方なのですけれ
ども、 l ha 当たりのコストを従来のやり方と私たち

がやったのとを比較すると、これだけ差があるのです。

今年は筏用がさらに 3万円台に下りました。牛も慣れ、

人も慣れ、また牛も腕を上げて、人も腕を上げてき

たので、もっと安くなったということです。

こういうふうに、放牧というのは何も放牧地をつ

くってシパ草地をつくるだけではなくて、火入れを

する手助けにもなるのではないのか。牛というのは

なかなかいいです。牛の食ぺる口は研ぐ必要のない

草刈り錬だという言い方をします。鋭だったら、ほ

ころびたら、また研いだり、つけかえたりしなけれ

ばいけないけれども、いつまでも新品のままの草刈

り鎌、牛の四つ足は 3 5 度ぐらいの傾斜地ならば自

由に上がるし、スイッチパックをしながら牛の道を

つくっていきます。ですから、 4 躯のトラクターを

はるかにしのぐ性能があるのです。しかも自分たち

が食べたものはのどにベルトコンペアで運んでくれ

て、第 1 目の中は癸酵しています。だから熱を発散

しているし、パイオリアクターで生産物を生産する

もとをつくってくれます。牛がたれたふんはこの草

地を維持するための養分にもなるし、舎外で伺えば

それが堆肥になって地力を増してくれるはずです。

ですから、単に肉だけを生産するという考え方に立

たなければ、結楕まだうまい使い道があるのではな

いかと思います。最近、畜産はつらいとはいいます

けれども、牛に任せればまだまだ色々な夢が描ける

のではないかと考えています◇

牛の能力のもう一つは、宗さに強いということな

のです。それはいつもいつも冑の中が発酵している

から。ですから、こんな雪の中でも、えささえあれ

ば死ぬことはありません。先ほどのスキー場の牛た

ちは、こうやって越冬1笥際まで自由に放牧できるよ

うになりました。

今年は）II村さんの牛、川村牧楊といって一番放牧

に熱心な方の牛が、年がら年じゅう外で位）われました。

ですから、其冬はこういう状態です。それでも、と

てもよく太っているのです。これは干草といって補

助飼科を多少与えているからなのですけれども、私

たちの心配をよそに牛たちはその能力を十分発揮し

てくれます。これも恨れてきたおかげだと。

もう一つ、牛がいるというだけでたくさん人が寄っ

てくるのです。特に子供さんは、牛がうんこをした、

しっこをしたといえば喜んで、先はどの原生花固の

あれではないですけれども、とても人気です。地元

の人にとってそれはとてもうれしいことです。

訪れた人に、では草原を維持するのにどれぐらい

お金を払ってくれますかという調査をすると、平均

すると 6. 0 0 0 円ぐらい払ってくれるといいます。

でも、たくさん払う人はたくさん払うと言いますから、

ですから中問値をとれば3, 0 0 0 円ぐらい。これに

年間の来訪者数を掛けると数徳円の支払い意思はあ

るのです。ですから、いいものをちゃんと見せて、

例えば阿蘇で自然公l到美化管理財団がやっているよ

うに、草原維持のための駐車料をくださいという言

い方をすれば、決して払わないことはないのではな

いかなという気がします。
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もう一つ草原の役割は、先はどから話のでている

草原性の生物の多様性を維持する役剖というのがあ

ります。例えば火入れだけをしたようなところだと、

こういう阿蘇にある滴鮮要素の草花がたくさんあり

ますし、放牧するところでは、放牧牛が鎌うような

オキナグサだとか丈の短い草花だとか、湿地だと日

の当たるところでないと育たないこういうオグラセ

ンノウだとかサクラソウなどがあります。これらの

花を守りたいと思えば、やっぱり何らかの管理をし
なければいけない。

キキョウが 9 7 年のレッドデータリストに載りま

して、秋の七草は私たちには当たり前のように身近

にあった草だったと思うのだけれども、そのいずれ

もがどんどん少なくなっています。例えば、レッド

リストに救っていませんが、カワラナデシコだとか

オミナエシのように、盆花といって、お盆にお墓に

供えるという生活風習となじんできた草花たちがも

ういなくなっているのも車実です。これは三瓶にお

いても然り。

もう一つは、放牧地にたくさんあったオキナグサ

もなくなっています。例えば、これは放牧地と火入

れだけをしている草地を比較したのですけれども、
オキナグサの数にしろ固体数にしろ、こちらの方が
ずっと多いということがわかる。彼らは丈が低いから、

いつも隣の入る明るい草地でないと生き長らえれな
いのです◇ところが、畜産が衰退したり放牧牛が鎌

がられたりして、火入れだけで管理すればいいとい

う人もいたのですけれとも、結局はそれではだめだっ

たということです◇

これはその放牧場の姿です。それから、このムラ

サキセンプリにしてもそうです。あまりうっそうと

したところでは咲けない。これはそのデータです。

それから、実は三瓶山のある大田市の花がこのレ

ンゲッツジなのです。これは毎があって、牛が食べ

ないからこうやって残っていくのです。そういうこ

とも牛を入れてみて初めてわかったことです。

要するに、人がつくり上げた栄観を維持したり、

その植物や動物を守ろうとすると、同じような管理

を工夫をしながら何かしなけれぱいけない。もちろ

ん開発行為はだめなのですけれども、実は何もしない、

人の手が入らないということが、これらを滅ぼすも

う一つの要因だったということが、最近ようやくわ

かってきたのです。人も自由に入れて、草花も咲く

草地で、牛も伸ぴ伸ぴと人生でなくて牛生を全うで
きるような、そういう空問を夢として描いてもいる

のです。

火入れだけなら人の手と燃料と防火帯があればい

いというふうに考えてしまうのですけれども、ちょっ

とそこに牛を入れてあげたり、戻家の人とかかわら

せてることでまた新たな選択肢も出てきます。それ

が新しいボランティアという、ある意味では農村か

ら異端視されがちな人たちを受け入れるきっかけに

もなるわけです。ですから、牛にしろ、そういう戻

家の人たちにしろ、一つの地域の大切な沼源だと思

うのです。そういうものをもう一度見直せば、活用

してみると、まだまだ活用できる楊所というのはあ
りそうだなという気がいたします。

以上です。

〇五十嵐：ありがとうございました。

忘稔さんには今日のシンポジウムの論議のテーマ

を一通り出していただいたような気がしますので、

また後ほどまとめてからお伺いしたいと思います。

それでは、久住町でも阿蘇久住国立公園に指定さ

れた、あるいは三瓶山も途中から国立公固になった

ということですが、国立公園、国定公園の中での草

原がどのような位醤づけなのかも踏まえて概括的に

国立公園とのかかわりも交えながら鍛治さんの方か

らお願いしたいと思います。

〇鍛治：鍛治でございます。

今お二人に、地域に根づいた、地域の振典も恐ら

く含めてだと思いますけれども、非常に栢極的に野

焼きをやっておられる突体験に甚づいたお話をして

いただきました。そういう活動をやっておられる代

表のお二人だと思います。私は、突はそういう活動

を支えている、あるいは自ら突行している国の行政

の代表ということで出席できれぱ非常に幸せなので

すけれども、実はほとんど私自身は経験ないのですが、

恐らく今までは余り栢極的に取り組んでこなかった

側の代表ということでこの場に呼んでもらったのか

なという気がしております。

今の例の阿蘇、それから三瓶、両方とも国立公図

です。皆さん国立公園といいますと恐らく、私なん

かは真っ先に靡周湖ですとか阿寒の原生林ですとか、

人手の加わらない、手を触れるのもちょっと恐れ多

いような自然をまず思い浮かべます。ただ、昭和 9

年に制度が指定になった国立公園も、その指定当初

から実は、阿蘇はその典型ですけれども、国立公園

の中に人手の加わった半自然といいますか、草地、

草原が含まれています。

棗境庁の方で日本にどれぐらい草原があるかとい



うのを学識経験者の方にヒアリングしたり、それか

ら日本生態学会の方でも守るぺき草原というような

リストを過去におつくりになっていますので、そう

いうものをいろいろ謂ぺまして、ある程度まとまっ

た草原というのを調ぺましたところ、 1 0 5 カ所リ

ストアップしました。そのうち 2 2 の国立公園、国

定公園でそういう草原を持っています。それから、

逆に県立自然公邸まで含めまして、そういう保語の

手だてがなされていない草原が 1 0 5 のうち 2 3 カ

所しかないということで、かなりの草原は法律なり

条例で保護の手だてがなされているというふうに

テータ上はなっています◇これはある程度まとまっ

た草原ですけれども。

これは恐らく、いろいろ今生物多様性というよう

な草原には価値もあるというご説明もございました

けれとも、まず、自然公図といいますのは風保のき
れいなところを選んでいます。草原は、風娯として

も非常にきれいですから、そういうきれいなところ

を選んで保設しようという結果、そういう指定がな

されているものだと思っています。

ただ、先ほども目いましたように、どうしても国

立公団のような原生自然というのは、人問がなるペ

く手を触れない方がいいのだというような考え方に

基づいて保渡の仕組みもなっていますので、草原の

ように人が関与することによって維持できてきたよ

うな場所は、結呆として、手をつけなかったために

実はどんどん変わっていって、さあどうしたらよか

ろうというようなことになってきたわけです。

日本の自然保護の問題、特に昭和 4 0 年代後半ぐ

らいからだと思いますけれども、皆さん記憶にある

のは、恐らく山岳道路をつけるとかつけないとか、

ダムをつくったらいいとかいけないとか、埋め立て

はけしからんとか、そういうような r何々をするべ

きではないJというような考えで保設を図ってきた

ものですから、割とこういう人が手を加えながら維

持していこうというようなやり方は、今までは、不

得意だったのだろうと恩います．ですから、お二人

に紹介してもらったような非常に自主的な取り組み

が各地で起こってきたというふうになってきたわけ

です。

ただ、最近ではもちろんにそういう黄直な、ある

いは原生な自然だけではなくて、里山ですとか、棚

田ですとか、あるいはこういう草原も非常に大串な
ものであるというようなことが認知されてきました

ので、今後は行政の方でも取り組んでいくことにな

るし、またそうでなければいけないと思っています。

そんなわけで、私、余り野焼きにかかわっていな

い者がこういうとこるに出てきたのは大変失礼なの

ですが、幸い私の同僚であります九州地区の阿蒜山

を管轄しております所長も今日応援に来てくれてい

ますので、たまには助けてくれると思っていますので、

二人で一人前と。 2 対 2 でやりたいと思っています。

以上です。

〇五十嵐：ありがとうございます．

今日の午前中の発表と皆さんからのお話な聞いて

いて、多少私は頭が混乱しているところがあるので

すけれども、何を目的に野焼きをするのかというこ

とです。恐らく目的とする植物あるいは生物等の保

該のためだというようなことはぼんやりとわかって

きたのですが、例えば小消水の場合ですと、牧草を

なくして草花を残すために、だから牧草がなくなる

というイメージが母初はあったのですけれども、お

二人のお話を伺ったり、それから先ほど別の事例な

んかを朗いていますと、牧草を育てるために、ある

いは放牧をするために、採草するために野焼きをす

るというようなお話がありました。野焼きと、原生

花園や、牧草地の関係を一回整理していただきたい

と思うのですが、穀初に高橋さんにお願いできます

でしょうか。

0高橋：牧草を守るためと牧草を駆除するためが

あるのではないかというのがまず第 1 だったと思う

のですけれども、牧草というと十把ーからげでイネ

科の草みたいに見えるのですけれども、これは人に

よって言い方が違うのです。例えば、良水省の方で

は牧草と野草という君い方をします。それは、牧草

というと日本の在来種ではなくて、もともと畜産が

盛んだったヨーロッパの温帯地方の比較的冷涼な地

域で育成、育種、採取されてきた栽培種に近いもの

というとらえ方をするのです。ですから、先ほど原

生花図の中に入っているナガハグサだとかチモシー

だとか、それからウシノケグサの一部その他も、い

わゆる外来の牧草というとらえ方をするのです。そ

ういうものは本来日本にはなかった、固有種ではな

いですから、そういう意味ではよそ者ということに

なります。何も育い目をした草がみんな悪いとかい

うことではないのですが、そういうとらえ方をして

ほしいということ。

それから、先ほど阿蘇だとか久住だとか三瓶にあ

る野草、ススキだとかシバとかチガヤとかトダシパ

とかいうのは日本在来のイネ科草なのです。これは

農水省では野草という言い方をするのですいですから、
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同じ一つのイネ科の草でも全然違うものだ。野草と

いうのはどちらかというとやせた土、地面というか
やせた構所に生育しがちなものです。百栄養化して

いくともっと蕊紫やなんかの反応のいいもの、ある

いはそれを好むもの、そういう草花に固きかわって

いく特性があるわけです。ですから、火を入れたり

刈るということは、ある意味では燃やして窒素は外

に出すし、刈ることで蓑分を外に出すと。そういう
半分やせたような状況の中で暮らしていっていると。
そういうやせた状況の中だといろんな草が生えるわ

けです。地面が肥えていると一滸強いやつだけが生

えてしまうのです。そうするとほかの草はみんなそ

れに負けてしまう。例えばススキぱかりがやたら大
きくなって、協が入らない真っ暗な草地になると、

例えばユリの花のような小さな草花が芽を出したり

生き長らえることができなくなってしまう。ところが、

ある程度独占的になるのが抑えられるような条件に
ある、そういう草たちも陽を浴ぴることができます。

疾分の競争の面でもスペースをある程度確保できた

りする。生態的な特徴から、種の多様性というか、

さまざまな種がそこに含まれるようなことが可能に

なってくるわけです。ですから、牧草地と野草地と

いうのは全然途うのだということです。
ですから、おそらく原生花園の場合は、そんな草

花たちをその牧草が今度は邪脱をしているのだと思

うのです。私たちが守ろうとしている野草は、その

土地の固有の種であると同時に、そういうものと共

存できる種でもあるし、畜産的な利用もできます。

昔はそれをカヤ場として肥料源にしたり、あるいは

カヤぶきの屋根に利用したりと、非常にたくさんの

用途があった草だというふうに考えたらどうでしょ

う。
0五十嵐：そうしますと、たくさんの用途があって、

今はなくなっていったということで。

0高橋：では、何で野焼きをしなければいけない
かということが次に出てくるのです。それは、例え

ば畜産晟家が草を利用したいというときに、例えば

鎌で刈ったりするでしょう。そのときにこんな太い

木があったら刈れないわけです。作業能率が非常に

悪いし、鎌も歯こばれを起こす。人問側の言い分で

草だけにしておく方が都合がいいわけです。そのた

めに火を入れることによってある程度木が抑えられ

る。草というのは、成長点とか生きるために大切な

場所が地表だとか地面の下にあることが多いのです。
先ほど温度の話を小清水原生花屈lのときにされまし

たように、幾ら表面を火で焼いても死ぬことがない

のです。ところが、木というのは上の方に成長点が

あるから、それをやられると、また下から出るか、

あるいは死んでしまうしかないわけです。だから、
火を入れることがとても自分たちにとって役に立っ

たわけです。しかも大面積を焼くということが可能

ですから、大きな面栢を一遥に管理することができる、
年に 1 回だけで。そういうことで野焼きというのが
ずっと維持されたという側面もあるのではないかと

思います。

0五十嵐：山田さん、ほかの挙例をご存じですか。

例えばある地域では追う目的のことで野焼きをして

いるとか。

0山 田：第 1 回目の野焼きシンポジウムをやった

ときには、私はどこの草原も畜産的な利用がされて

いるのではないかなと思っていたのですけれども、

辻井先生の小清水原生花園の報告を問いて私は内心

とても裔いて、そんなも草原もあるのだなと思った

のです。阿蘇久住の場合は 2 種類の草原があります◇

一つは改良序地ですが、そこは火入れはしませんし、

放牧も余りしなくて、主に採草に使われています。

もう一つの草原、火入れを必要とするところは野草

地で、そこは主に放牧をしているのです。野焼きは

放牧地を維持するためにやっている。ところが、小

消水原生花園は牧草なんかが入ってきて、ハマナス

やらスカシュリらが減ってきている。だから野焼き
をしたいのだというのを問いて、ああ、そういう野

焼きもあったのかというふうにとてもぴっくりしま

した。

そうしたら、第 2 回目の草原シンポジウムときに、

群馬県の嬌恋村の方が、天然記念物のレンゲッッジ

を保護したいために、それは野焼きはされていない

のですが、放牧をして、レンゲッツジの近くにスス

キが立ち枯れてしまわないように牛を入れて食ぺさ

せているというのを聞いて、何だ、畜産で使うだけ

なのかと思っていたら、そうではない草原というの

もあるのだなというふうに思いました。

〇五十嵐：ありがとうこ＾ざいました。

そうしますと、放牧を目的として、恐らくは昔あっ

た野焼きというのは畜産振興、畜産のためにあった

というふうに理解されるようです。一たんやめてし

まった方たちをもう一度そこに、もう一回やってみ

ようというふうにさせたというところ、その説得し

てきた過程というのをお二人それぞれから簡単にお

朋かせいただければと思うのですが。

0高橋：野焼きを説得させたわけではないのです。

野焼きに便乗してこういう痘上に上がっているだけ



なのですけれども、三瓶山の場合は山火手が契機だっ

たのです。それは国有地、いわゆる山の斜面は営林

署が全部杉、カラマッを植えたのです。それで草原

もそのまま放臨されていますと、今日のご発表にも
あったように、何もしないでおくとススキの枯れ葉

がどんどん堆積していくのです．そうすると、一た

ん火が入ったときの火の勢いというのは、人間の手
におえないぐらい激しいのです。ですから、毎年か、

あるいは定期的に火を入れれば、ある程度管理が可

能な状態で草原は維持できるのです。火による管理

が可能になる。ところが 1 0 年も 20 年も放棄すると、

もちろん木も生えてくるけれども、そういう枯れ葉

がどんどん堆栢していって、恐れていたことがつい

に起こってしまったのです。山火事が起きてせっか

く経済効果をねらって植林したところは焼いてしま

うしということで、それだったら観光客の火遊ぴに

よる火が入らないようにあらかじめ焼いておこうと

いうことで、いわば践光目的で再開されたという経

緯もあるのです。

0山 田：ちょっと久住の話からは離れるのですが、

この草原のことをやり始めたときに、私自身は、単

純に「あそこがヤプになるより草原の方がきれいだ

からいいよねJぐらいなところから始まったのです。

それで国中をいろいろ岡ぺてみたら、野焼きをやめ

てしまったとか、もうやめる寸前とかいうところが

結構あるのがわかってきました。そういうところの

串惜はだいたいこんな感じです。例えば山口県の秋

吉台とか福岡県の北九州市に平尾台というところは、

いずれもカルスト台地という白い石灰岩のごつごつ

とした岩がたくさんあって、有名な観光地になって

いるところなのですけれども、そういうところはも
ともとはカヤなどの草を農業用に使ったり、あるい

は屋根をふいたりとか、牛とか馬もトラクターのか

わりに昔はいっぱい炭家にいたので、そういう家畜

のため、それから果樹なんかにマルチ材として使う
ためにそれぞれの器家がカヤ場というのを持ってい

て、草を奪い合っている時代というのがずっとあった。

ところが、牛、馬にかわるトラクターが出てきたり、

屋根は瓦とかスレートになったり、マルチはビニー

ルでやったりするものだから草が使われなくなって

しまった。草は使われなくなったのだけれども、平

尾台と秋吉台は、とりあえず去年もやったから今年

もやろうというような感じで、ただ野焼きをしてい

たのです。

そうしたら最近、草刈り機で1坊火帯をつくってい

たら石灰岩の石のごつごつに歯が当たって欠けて、

隣の人のところに飛んでいって太ももかなんかに刺

さって、大けがを負われたという挙故があった。友

追を傷つけてしまった人が、おれはよく考えたらこ

れをやるメリットは何もないので、もう草も使わな

いし、観光客のために焼いてやっているようなもの

だと。だからもうやめたと言い出した方がいらっ

しゃって、とても問題になった。あるいは野焼きの

延焼でl斉の杉林を焼いてしまった。その賠依をだれ

がするのかという問題になって、それで、何だ、よ

く考えてみたら野焼きをしても賠伯金を払うだけで

全然メリットがないやということになって、野焼き

をやめてしまう、そんなところをいくつか見たもの

ですから、日本中でそういうふうにならないうちに

何か手を打っておけないかなということで始めたの

です。どうやってやったかというと、仕方がないから、

私がやらせてくださいといってやりに行ったという

感じです。紫人で野焼きを阿蘇久住あたりで一番最

初にやったのは多分私だと思うのですけれども、そ

うしたら、やらせてみたら結構使えるではないかと

思ってもらって、少しずつ変わっていったという感

じではないでしょうか。

〇五十磁：ありがとうございます。
野焼きについて、少し技術的なところとか目的を

整理していただきましたけれとも、ここまでのとこ

ろで投lいていただきまして、コメンテーターの酒田

さんの方からお願いいたします．

〇瀬 田：私は自然公國美化智理財団の瀬田ですが、

山田さんからも、あるいはコーティネーターの五十

風さんからもプロだというふうに言われていますが、

全くプロではありません。ただ、美化管理財団と、

美化といって、今美化センターというと大体廃棄物

といいますか、消掃工楊を美化センターといいます

から、やっばり野焼きのように燃すことかなと、こ

ういうふうに誤解をされかねません。今の鍛治所長

の先輩に当たるということで、どちらかというと自

然はなるぺく手をつけるなというふうに、酋ってき

たというわけではありませんけれども、その罪ほろ

ぽしが、手を入れよう、あるいは入れなければもた

ない自然には柄極的に入れようと主張しています。

ただし、これは後から皆さんにも談論をしていただ

きたいのですが、手を入れるということにコストが

かかる、あるいは労力が必要、お金がかかるか労力

が必要かというとこみで、それをどういうふうに回

していく、維持管理をするときの質用や拗き、それ

をどうするかということだと思うのです。

さっき高抵さんがおつしゃった輪地切り、これは
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山田さんが言われましたが、輪地切りというのは夏
から秋にかけての一番気候の忍いときに九州で、し

かも急峻なところを刈り払って、そこに火を通して

おく訳です。 3 月にボランティアの人たちも含めて

やるときというのは、これはもう表探台なのですが、

その前に翰地切りとしての衷舞台の採作があるわけ

です。よく我々造l園家といいますか、庭をつくった

り植物を手入れをした人のことで、吉川英治の言葉に、

惰づくり、菊見るときは陰の人」というのがある

のですけれども、その輪地切りというのはまさに陰

の人の役割を果たしていた。それを尚橋さんはいろ

いろとアイデアを垂ねられて、牛は歩く草刈り機、

草刈り鎌というふうにしていかれたのも、例えぱお

金とか、あるいは労働力というものに少し別の視点

で挑戦をして、解決と言うかどうかわかりませんけ

れども、そういうことを現実のものにされたという
ふうに思います◇

国立公固の中にも、あるいはこの原生花函のよう

な同定公園の中でも非常に美しい風娯をともなう草

花がありますけれども、それは多分家畜が、これは牛、

馬に限らないと思いますけれども、すぐれた庭師だっ

たというふうに思うのです。ですから、芸仙のミヤ

マキリシマというのは、これは羊が、島原半烏でい

えば羊なり牛なりが呈から山に避暑に出かけていく。

山田さんのところの久住も坊ガツルなりはミヤマキ

リシマがきれいなところですが、これもやっぱり春
から夏に避母がてら上に上がって、秋に勝手におり

てくるといいますか、宗くなったらおりてくるとい

うことをしてきたものなのです。

それが原生花固でいえば、幾つかの西洋の牧草、

チモシーなりオーチャードなりケンタッキープルー

グラスなりというものが入ってきて、それを食ぺて、

いよいよ食べるものがなくなれば、いわゆる在来か

らあるものになるのかもしれないのだけれども、そ

の放牧がとまってしまった。さっき、国定公園になっ

たから禁止をされたというふうに北陽小学校の子供

さんたちが話をしていましたけれども、多分そうで

はなくて、もう放牧をしたら、ダニがつくとかで涛

沸湖の放牧はやめたというふうになって、それから

オホーツク海側の方のいわゆる網粉といいますか、

そういうところに船を出して、その船を引っ張り上

げるというような作業に氏が必要だったのだけれど

も、砂丘からそういう産粟形憩が消えていったとい

うことが馬を放さなくなったことだと思うのです。

そのときに、どんどんと産棠構造が変わってきます。

肉牛の自由化だとか、あるいは粗飼料としての海外

からの飼料が入ってくるという様になる。内地なん

かはそれによって賄われているという状況のときに、

草地をどうするか、あるいは草地経営、酪農とか畜

産経営をどうするかということが山田さんなり高橋

さんのところの大きな風衆、草原の問題に密接に関

係していると思いますし、それから、もっと原生花

園というふうにきめ細かな草花をどうするかという
ときには、もう少し別の解決方法を考えなければな

らないかもしれません。

ただ、原生花陸l、この小消水で野焼きの問題を考

えるということは、北海追にたくさんある海浜とい

いますか、海沿いにあるこういうお花畑といいますか、

野草地というものをどういうふうにして守っていく

か。今までは意識しなくてもよかったのかもしれな

いのですけれども、そこに風景保持疫法が必要になっ

てくると思います。それをどういうふうにするかと

いうところに実は、さっき旨販に五十屁さんが話を

されたように、情報を発信するという、さつき言っ

たような、「菊づくり、菊見るときは除の人Jという

ふうに裏方として、自然の風景を保持する苦労話と

いうか情報を、自分たちがやったと言わなかった。

だけれども、ポランティアの人たちも含めて、自分

たちが参加して守っているのだ、やっているのだと

いうふうになったときに、意外と今まで陰にいた地

域の人たちも、おれたちも一役を買っているという

ふうに元気になってくださるかもしれないというふ

うに私は思いました。それが野焼きサミットの 1 回目、

2 回目というふうになったときの後の話を山田さん

なり高橋さんから聞いて、そういうふうに感じました。

この中に、草の酋い分、花の言い分、人の言い分

とあります。もう一つ、家畜の言い分というのがあ

るのではないかなというふうに思ったのは、これは

牛の言い分と言ってもいいかもしれません。そうい

う言い分をそれぞれの人が垂ね合せてここでバネ

ラーの方々がコメントをしてくださっているという

ふうに私は思います。

〇五十蘊：ありがとうございます。

今瀕田さんの方から一つ大きな問題提起というか

話題提起がございまして、コストの問垣です。私が

旨頭に申し上げたのは仕組みというふうに申し上げ

ましたけれども、これを続けていく、展開していく

ための仕紐みをどうつくるかというのが次の課題か

なというふうに思われます。

ただ、高橋さんの最初のお話を聞いていますと、

コストというものもうまく生産の中に乗っけられる

のではないかというニュアンスがあったかというふ



うに思いますし、またちょっと別の観克だと思うの

ですけれども、ポランティアという形で人の労簡カ

というものを、うまく使っていくと君うと語弊があ

るかもしれませんけれども、ボランティアの活用と

いうのも一つあるかもしれません。この意味での仕

組みづくり、あるいはコストをどうカパーするかと

いうことも踏まえてお 3 人さんにそれぞれにご発言

いただきたいと思います。コストを負担するのはだ

れかというと、一番最初に思い浮かぶのは受益者です。

だれが一番利益を得ているのだろうか。あるいは、

もしそれが特定できないとすれば、幅広くコストを

負担するような形がないのだ，，，うか。あるいはそう

ではない方法があるのかどうかということもあるか

と思います。

それでは、また順番に山田さんの方から、仕組み

づくり、コストをどう負担するかというようなとこ

，，，からお話いただければと思います。

0山 田：何か質問を振ってしまうようで悪いので

すけれども、鍛治所長さんにお伺いしたいのですけ

れども、例えば阿蘇久住の同立公固の草原はすごく

大享なので、環税庁がお金を出して野焼きをしてく

れるとか、せめて環境庁が牛を飼ってくれるとか、

そういうこととかはできないのですか。

〇鍛治：きっとそういう質間があると思いました

ので、揆範的な回答を建前で言いますと、日本の国

立公園の仕組みは、いろんな人が生活している楊も

含めて、そういう生活の結果でき上がっている自然

も含めて保設、指定していますので、まずは、例え

ば草原のような産業行為なり、あるいは人の生活で

でき上がったような、あるいは維持されたような自

然は、なるぺくそういう産業なり生活をやっていき

ながら守っていくのがいいという考えです。それで、

ただ、いろいろ社会悟勢とかがあってそういうこと

が不可能になり、それて崩れていってきているわけ

ですから、今山田さんがおっしゃったのは、それに

なりかわって、当然風景を守ろうと言っている国な

りがやるべきではないかということだと思うのです

が、そういう部分はあると思います。

ただ、これもまた役所の縦割りの仕組みでいいま

すと、臣業で維持されているのは屎政の方でやって

いこうということですので、国として答弁しますと、

当然そういうことには取り組んでいかなければなら

ないと。それで、これもちょっと話がかたくなりま

すけれども、数年前につくられました現挽基本計画、

環境基本法に基づく現境基本計画というのがあるの

ですが、これは国全体として炭培関連の政策をどう

いう方向でやっていこうかというようなことを非常

に理念的に苦いたものですが、その中にも里地、自

然地域というようなことに言及していまして、人為

的あるいは非人為的に劣化している揚合には植生復

元であるとか栄観維持のための車業を進めるという

ふうに言っておりますので、最近兵村景観とか炭村

環接改苦挙業というようなものに農林省も随分力を

入れていこうとしております。あるいは、私はまだ

行ったことありませんが、ヨーロッパでは伝統的な

戻粟を維持するために、余分にかかるコストは良家

に国なりが援助するというような制度ができている

わけですから、そういう方向へ当然行くぺきだとい

うふうに考えます。

ただ、これは建前の話でありまして、行政はハー

ドをつくるとか、規制をかけて許認可で対応すると

かいうことは非常に得意なのですけれども、山田さ

んも行政をやっておられたのでわかると思いますけ

れども、そういう考え方はあっても、なかなかそこ

へ動き出そうとはしません。まずは助成とかそうい

う形で取り紐んでいかなければいけないのだろうと

思っています。国を代表してお答えしました。

0五十藤：地方分権推進一括法が4 月から施行にな

りましたが、こういった問題は、地域からの自主的

な勁きによって変えていける可能性も出てきた。地

方から国を動かす時代に変わってくるのだろうなと

私も思います。省庁問の壁ですとか、縦割りですと

か横の連携とか、そういう問蓮もありますけれども、

むしろこれからは地域でこれだけやって、あとは足

りない分を国なりで負担を検討するというような流

れが何年かするとできるかという期待もあります。

そういうことも踏まえまして、地域の方ではどうお

考えかということをお願いいたします。

0山田：久住の実態を申し上げると、とても難し

いことがあります。大体野焼きの作業が大変な急峻

なところからだんだんやめていくのです。久住には

牧野紐合が、 I 3 くらいありますが、そのうち一つ

とか二つとかやめていきます。そういうところの草

))1 を維持したいなと思うわけです。そこでその牧野

組合に何とか野焼きを継統してくださいと頼むと、

それでは町から草刈り人夫貨を補助してくれません

かと言われるのです。ただ、 1 カ所だけは野焼きに

補助して再朋するということになると、ほかのとこ

ろは自力でやっていますので、おたくは自力でやれ

ているから補助は出ません、おたくは自力でやれな

いから出しますとかいうのが言いにくいのです。む

しろ積極的にやると君っている方にお金をくれた方

33 



34 

がいいではないかという話にもなってきます。今そ

ういう草原が）只林省の所管から現焼庁の所管に移る

途中過程みたいな感じになっているので、とてもい
ろんなケースがあるものですから、なかなか援助が

しにくい。一遥補助を出したらやめられませんので、

なかなか雛しいところがあるのです。だから、でき
ればお金を援助するとかいう形でなく、何かやって

いけないかなと思って模索しているのが現状です。

0五十裏：住民の意向というのはどうなのですか。

やめたいと言っている急峻なところもやっばり残し

たいという意向はあるのですか。住民というのは一

般住民という窓味ですけれども。

0山田：久住町の人たちは、 r残したいけれども、

まあ鶯理だわな」という感じです。それから rああ、

あそこのキスミレが毎年楽しみだったのに、もう草
が生えてしまって見られなくなるな」という人は大

体町外の人で、都会の人です。

私は、この草原というフィールドは、とても自然

保譲を考えるのにはおもしろいフィールドだなと昔

から思っています。例えばどこかの半島のつけ根に

林道を通すとかいうときに、反対と言って座り込ん

でいる人の大半は地域の人ではないと。地域の人の

大半は便利になった方がいいのになというようなこ

とがありますね。反対と言って、もし、林道ができ

なくなれば、反対した人たちは都会に帰ってしまう

わけです。自分たちがそこのくねくね道を毎日行っ

たり来たりするわけではない。手を入れないでいい

のだという自然の場合には、反対と言っても何もし

ないでいいわけなのだけれども、草原を守れと言い

出した都会の人は、それならわかりましたけれども、

ではあなた来て草を刈ってくれますか、野焼きをし

てくれますかという話になるので、これはとてもお

もしろいのではないかなという気がするのですけれ

ども。

0五十嵐：そうですね。非常におもしろいフィールド、

テーマだなというふうに思います。では高橋さん、

支払い意志額なんかもアンケートで聞いたようです

けれども、その支払い姦志額は意志額として、実際

に取れるかどうかというのはまた別な問題もあろう

かと思いますけれども、いかがでしょうか。

0高橋：支払い意志領を来訪、観光だけで取ると

いうことではなくて、物の梢技、食ぺることも通じて、

あるいは多面的にセットとしてできればいいのかな

と思いますけれども。

もう一つは、せっかく環埓庁の方がいらっしゃる

ので、私も塁水省の職貝ですが、今日は良水省の人

が外に一人も来ていないのです。私は、竹田津さん

には申し訳ない気がしましたが、出張で来させてく

れと告ったのです。いつもいつも良水省と関係ない

から年休をとって行くといってました。けれども店

水省も本気で草原のことを考えてはしいというとこ

ろまで来てしまったのです。さっきの山田さんの事

例や、阿蘇久住、それから三瓶も同じですが、生棠

と言っていいのかどうかわからないけれども、そう

いう農林水産菜とのかかわりで、守ろうとしようと

しているときに、はっきり言って全然無関心なのです。

例えば、私が野草地とか草原を守らなければいけな

いよと言ったって、研究機関はその野草地の価値を

認めないというのが現実なのです。

ところが、私は、本当はもうかるのだと言いたいの

です。草／5（を使えば、畜産はもうかる。特に和牛の

酪殖だったら問途いなくもうかるのです。現実に今

生き残っている和牛繁殖良家の大半は草原を使って

いるのです。これは久住町も同じだと思うのです。

そういう現実の問超を器水省に勤めている人問とし

て謙虚に受けとめ見直していくべきだろうと思いま

す。

そのときに、今価値が多様化していますから、観

光だとかセールス体制だとか、一概に全部一律とは

いかないにしても、共存できると信じたいのです。

ですから、こういうセールス体制にかかわるような

仕串も手は出しています。

もう一つ大事なことは、昔の良村は人が余ってい

たのです。だから、田んぼなんかきれいにやりますし、

あぜもはとんど草がないぐらいに刈っていました。

消く正しく美しい澁棠をすることはいたるところで

可能でした。だけれども、今は人がいないのです．

人がいないのに同じシステムでやろうとしています。

どうしてもそこから脱却できないのです。これは林

粟もそうです。畜産もそうです。多分毘菜もそうだ

と思うのです。人ができないのだったら牛に貨金を

払って牛にやらせるというのもまた一つの選択肢だ

からいいではないかと。何も、霜降り肉をつくるた

めにだけ牛を飼わなくたっていい。さつき山田さん

の方からちょっと打ち合せのときに出たように、捨

て猫ではなくて捨て牛をしたい良家の人は結構いる

のだということです。要するに、繁殖に供したり生

産に賄えなくなっても、別なところで公益的な機能

を発揮するものでもあるわけです。行政なり、そう

いう団体なりで再編して、そういうところに供給で

きるようなシステムとかを考えてみてもおもしるい

と思います。



実は宮暗の諸塚というところは植林の町なのです

けれども、そこでは町が畜産の秘殖センターみたい

なものをつくって、植林地に牛を出前放牧みたいに

するシステムをつくり始めているのです。それは畜

産煤家の生活を向上させるというより、むしろ育林

のために使うというのが目的です。だから、人材派

造を、牛材派遣のようなシステムでつくろうという

新しい発想が必要ではないかと思うのです。それは

あくまで私が畜産の立楊から言うことなのですけれ

ども。

ですから、目揉をしっかり持って、例えば地元の

人たちとのコンセンサスも得ながら、こうしたいと

いう意思表示をすれば、人間は何か工夫をすると思

うのです。けれども、やっぱりもとのような草原に

したいのはしたいのだけれども、だめだろうなと思

うだけで何もせずに終わってしまっていたら、新し

い発想も出てこないのではないかと思うのです。

もう一つは、行政の方には、せめて邪腐をしてく

れるなと言いたいのです。例えば、三瓶で畜産を振

典することで守りたいなと思っていても、いろんな

制度やシステム、あるいはそういう絹かけとかがあっ

たりして節単にできません。でも、行政側が（たとえ
そこが特別保睦地区であろうと一般地区であろうと）
ちょっと励通をきかしてくれればできる部分はある

と思うのです。そういう何か歩み寄る気持ちがお互

いに持てないだろうかと考えます。

そのためにも、これまでのように上から、ここは

木を植えた方がいいよ、ここはもう何もしない方が

いいよ、こうした方がいいよという御達しを出すの

ではなく、地元のみんなはこういうふうにしたいよ

と考えていることを制単にいえるといいと思うので

す。だから何か制度を変えたりできないのかとか、

何とか遥用できないのかとか、やはり下から発信す

るシステムというのを各地域なりにつくるしかない。

それができなかったら、幾ら草原を守ろうといったっ

て無理かなと思います。そのときはそのまま自然に

任せて、摂理に従ってもとの原植生に戻すというこ

とも、それはそれで正しいことで、何も悪いことば

かりではないのではないかなという気がするのです

けれども。

0五十嵐：ありがとうございます。

やっばり基本は人の意志ということになりますが、

鍛治さん、何かつけ加えることありますか。先ほど

お答えいただきましたけれども、むしろこうしては

どうかと。
〇鍛治：これは私も常日ごろ悩んでいるというか

考えていることなのですけれども、今最後におっ

しゃった、どうしてもだめなときは自然の推移に任

せるという手だてもあって、それは必ずしも問逸っ

た選択ではないのだということなのですが、こうい

う 2 次的な自然をどうしていくかというのは、その

方法論の前にいつも問題になるのが、どういう状態

で守っていいのか、保てばいいのかというのがそう

とう人によって違いまして、それをまず合意形成す

るというのが韮要だと思うのです。それは現在の状

球を守るというものであったとしても、あるいは放

恒して推移に任せるというような緒為だったとして

も、それはみんなで参加して、手絞といいますか、

手順を踏んで達した結論であれば、私はそれはいい

と思うのです。ですから、そういう自分たちのかか

わっている自然をどういう姿にやっていくのがいい

のだろうかという合慈形成のシステムというのも大

事だと思います。

ただ、学術的にこれはこういう状態にしておくべ

きだというようなところはきっとあると思いますの

で、それは規制とか保談の手だてで守っていけばい

いのだろうと思います。

実は今悩ましいといいますか、これもどっちが正

しいのか私もはかりかねているのは、知床岬はああ

いう自然の薮しいところですから木が育ちません。

それで、昔から背丈の面い、人間が通ると見えなく

なるような大きな草の草原だったのですが、牛と同

じ草食動物野であるシカが非常にふえまして、シカ

が食べるものですから、そのはみ跡の植生というの

でしょうか、背丈の低い草原、あるいは裸地のよう

になっているのです。それをどういう状態が好まし

いのか。もちろん被害という観点もありますけれども、

私は自然としてどういう状態がいいのかというのも

非常に悩ましく思っていまして、同じような問題か

なと思っています。

0五十嵐：ありがとうございます。

突然ですけれども、ポランティアの件で伺いたい

と思うのですが、会楊に阿蘇のグリーンストックの

LI［内さん、いらっしゃっているかと思います。もし

いらっしゃっていて、そのあたりをちょっとお話い

ただけたらと思うのですが．

0山内：私どもは先ほどパネラーの先生方のお話

にも出ています、阿蘇の方で都市と農村の追挑で阿

蘇の自然閑税を守ろうということで 9 5 年に、約 6

年前に設立されました財団なのですけれとも、財団

の設立直前の 9 4 年ぐらいから都市の人々も参加す

る形で野焼き支援というのを少しずつ絞けてきてお
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りました。それが一咋年から本格的に野焼き支援ポ

ランティアという形で、少しマスコミなんかでも広

く呼ぴかけて取り紐むようになってきております。

先ほど山田バネラーさんからも話がありましたけ

れども、当初はやっぱりどうしても、阿蘇の野焼き
というのは、先はどちょっとお話がありましたけれ

ども、草原が大体 2 3, 0 0 0 ha があるのですが、

そのうち 1 2, 0 0 0 から］ 6, 0 0 0 ha が大体火が

入ります。野焼きされます。本当に広大な、起伏の

激しいところを非常に敬しい炎で焼くものですから、

危険も•I半うということで、なかなか当初は地元の方々

は、都市のポランティアが来てもらっても足手まと

いになるばっかりでという抵抗惑がありまして、阿

蘇の草原は 1, 0 0 0 年の歴史があると言われていま

すけれども、そういう中でも一度も都市側のポラン

ティアを基本的には受け入れられたことはなかった

のですが、私どもの財団、地元の牧野組合の方々に

も協力いただいて、平前に体験研修をポランティア

の方に必ずしていただいて、研修を受けていただい
た方だけ野焼き本番に派迫するという形をとるよう

にしまして、それで非常に地元の評判も、最初の年

はなかなか半信半疑だったのですけれども、今年の

野焼きからは非常に感謝されるようになりまして、

その野焼き支援ポランティアシステム、さっき話題

になりました防火帝づくりの輪地切りの作棠の方に

もボランティアが入るようになっています。

今度からさらに本格的に仕組みをつくっていこう

かということで今準備を、今年の 9 月には行政と牧

野代表、そしてポランティアを交えた、都市も参加

する形の新しい野焼きのあり方をということでの討

論会をする予定で、今年の春の都市側からのポラン

ティアの応穿者は 4 8 0 名ぐらいになっております。

野焼きは天候に左右されますので、何度も何度も延

期になりますから、実際に本番に参加される方は人

数少なくなりますけれども、遠くは埼玉、あるいは

和歌山、大坂、東京なんかからも参加される方がい

ます。ポランティアに参加される方はほとんど阿蘇

によく来るので、あのすばらしい草原娯観に自分た

ちも何か役に立てば協力したいということがほとん

どの方の思いのようです。

〇五十嵐：ありがとうございます。

ポランティアが都市と呉村の交流の一つの形に

なっているということかと思うのですが、これも、

使い方と言ったら変ですけれども、どんなネットワー

クを組むかということによってこれからの、ポラン

ティアだけではなくて、さまざまな形で交流が発展

していくのではなかろうかなと期待されると思いま

す。

コメンテーターにまたここで一言お顧いしたいと

思いますけれとも、そういった意味で、今瀬田さん

から話題提供していただいたところなのですけれど

も、恐らく瀬田さんも一言これについての考え方を

持ってらっしゃるだろうと思いますので、お願いし

ます．
〇瀬 田：コストという話は、これはお金ですよね。

皆さんの中にお読みになった方がいらっしゃるかも

しれない。「エンデの近言根源からお金を問うことj

という本、 NHKBS で去年やりましたし、本にも

なっているのですが、お金はどこまでいっても、例

えばパンを買う I O 0 円の硬貨も、それから投資を

やっている、 ITの投貧にやる 1 億円であろうが 1

0 0 位、 1 兆円というお金も同じお金だと。本当に

それでいいのだろうかというふうにミハイル・エン

デという作家というか、哲学者の彼は問うているわ

けです。多分コストという話になると、この地球の

中で回っている、いわゆる貿易の自由化ということ

から来るいろんな問姐が、ある地域の話に吹き寄せ

てきているというふうに俣は息うのです．

もう一つ、労働力という意味ではないかもしれま

せんが、ポランティア、さっきもおっしゃったので

すが、ポランティアというのは、なぺてある具体の

場所、地域、そこへ来る人たちは全国から来られる

かもしれないし、場合によれば海を越えて来られる

ということもあり得るでしょう。しかし、そこでは、

具体の顔が見えるということがポランティアだと思

うのです。

そして、そのボランティアでやったことの気持ち、

一般的に言えば、「してもらってありがとう」といい

ますか、お年寄りなり困難な人を肋けるときには「し
てもらってありがとう」だけれども、 rさせてもらっ

てありがとう」という言い方もあるわけで、では、

自然はしてもらってありがとうというふうには答え

れないけれども、何をもって我々はポランティア精

神はさせてもらってありがとうかなと考える。その

ときにはきっと美しい花が咲いているということ、

現実に見れればそれでいいし、そうでなくても、きっ

とあのときに野焼きをしたとか草を刈ったりしたの

がこんな花を今咲かせているはずだということを 1

年中薩れた楊所で夢が見れるということがある意味

でポランティアのよさだと思います。

最後に、多分鍛治さん、阿蘇の所長に何か言って

もらわなければならないのでしょうけれども、実は



来年は、国條ボランティア年と言ったら問返いで、

ボランティア国際年と言うそうです。これは、亡く

なった小渕さんが外務大臣のときに、国連総会で、

2 0 0 I 年はポランティア年にしましょうというの

で国連が決談をしたのです。ポランティア国際年と

いう酋い方をしたのは、、同粽ボランティアと言うと

何かどこかに植林に行くとか、難民のことをすると
いうふうに思われがちですから、ボランティア国際

年というふうに日本語ではしているそうです◇皆さ

んにお顧いしたいのは、ちょっと忙しいのですが、

8 月 3 I 日締切でポランティア活動をしていただい

たときの写真のコンテストがあります。これは経済

企西庁という役所が主になってやるそうですけれど

も、そのコンテストに、明日ぜひ草取りをしている

風奈を皆さんのカメラにおさめて応募をしてくださ

い。後で実行委貝会の方に応募先の紙は配られるよ

うに用意させておきますから、そうしてほしいと思

うし、それからさっきの北陽小学校の生徒さんが、

明日侯たちがインストラクター、皆さんはその部下

みたいなものですからというその少年たち、少女た

ちの輝いている目をまた写真に撮って応募していた

だければなというふうに思います◇そのことが、きっ

と皆さんが、皆さんといっても、遠くから来られた

人々にとっても、原生花団の化が咲いているという

のがグローパルスクンダードでいうお金に相当する

かもしれません。

そして、阿蘇だとか久住だとか三瓶であれば、そ

こで育った和牛の肉を食べるということ。僕はそう

いった賢いi肖帝者になってほしいと思うのは、顔の

見えない牛よりは頗が見えた牛といいますか、自分

たちが関与して草地をつくった、そこの草を食べた牛、

かわいそうだと言ってしまえばそれまでですけれど

も、そういったものを食べるということで、少しは

忘くてもその方がいいのだというふうに選択をして

ほしいというふうに私は思います。ささやかながら

のいわゆるお金という、コストというものの中での

一つの挑戦がそういうところにあるのではないかな

という気がしております。

0五十嵐：それでは、もう時間になりまして、最後

に皆さんに一言ずつ伺う前に、先ほどからラプコー

ルがかかっておりますが、阿蘇の国安所長いらっしゃ

いますでしょうか◇次回のサミットの開催地と目さ

れているようですけれども。

0国安：まずちょっと一言、鍛冶君が非常に苦し

んでいるものですから、哀援庁でも少し草原につい

てはやってきましたという紹介で、実は上のバネラー

の皆さんにはお配りしなくて、会楊の方たちだけに

お配りしているのですが、 2 冊パンフレットを持っ

てきました。これは平成 8 年から I 0 年度まで、現

境庁の方で草原について、熊本県の阿蘇側について

をフィールドにしまして調査した結果についての中

間報告と最終報告のプリントでございます。この中で、

少なくとも熊本県の阿蘇側の草原問理についての問

題点、それから今後の方向性については、 3 カ年か

けてある程度方向性が出てきたというふうに考えて

おります。

引き統きまして今年度、平成 1 2 年度、 1 3 年度

について、それを、阿孫の草原を守るための支援の

ための予算というのを環挽庁で取りました。これは

草原全体を守るというよりは、自然保設とか、それ

から国立公園のための娯観を維持するために、地元

の人たちが草原を守るための活勁をどうやってバッ

クアップするかというところで、特に大変な作業で

ある翰地切りの作業を何とか支援できないかという

ことで、モデル享棠を立ち上げるということを考え

ておりまして、 2 カ年の予算でこれから今年と来年

かけて作菜をします。

それの関連でもある1l)ですけれども、今回第 3 回

目の草原サミットがここで開かれています。既にも

う第 4 回目が山口県の秋吉台でやるということが決

まっているということで、この出てくる直前に地元

の町長にお話しまして、第 5 回目を阿蘇でやりましょ

うと。せっかく第 1 回目阿蘇久住国立公固の大分県

側でやったので、記念すべき 5 回目については熊本

県側の阿蘇でやりましょうということで、いかがで

しょう、そういう発言をさせていただいてよろしい

でしょうかという話をしましたら、いいでしょうと

いうことで、とりあえず平成 1 3 年度に、これは実

はうちの方の予算も若干使えるかもしれないという

期待も込めまして、第 5 回目を平成 I 3 年度に熊本

県の阿蘇地方で開催する方向で検討すると。私がや

ると言うわけにいきませんので、検討しましょうと

いうことを町長が約束してくれましたので、何とか

それを実現に向けていきたいというふうに考えてお

ります。

以上でございます。

0五十嵐：どうもありがとうございました。

時間がちょっと過ぎておりますけれども、最後に

一君ずつ、 3 0 秒ぐらいで結格でございますので、
決意、あるいは今回これだけは言いたかったという

ことをパネラーの皆さんにご発言をお願いしたいと

思います。では、山田さんからまた順番でどうぞ。
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0山田：棗後に、感謝を申し上げたいのですが、

今回の野焼きシンポジウム・イン・小清水の実行委

貝長の竹田津さんを初めこれにかかわられた方々、

それから小消水町の河合町長さんに大変感謝を申し

上げたいと思います。

私 1 回目を企圃して、久住町と大分県で共他でやっ

たのですけれども、日本の草原は雨で湿っていて、

久住で火をつけたけれども、たぷん燃え広がらない

だろうなと思っていたのです。ところが、それが裔

橋さんに引き継がれ、高橋さんというか島根県に引

き継がれ、今回小消水、それからまた秋吉台、そし

て阿蘇まで引き継がれるということで、こんなこと

して何になるのだと思ってらっしゃる方もいらっ

しゃるかもしれませんけれども、多分こういうこと

が相当力になって、琉境庁の方でも例えば草原維持

のことを少し考えてみようということになったり、

混水省の草地に対する考え方も相当変わってきてい

るのではないかなというふうに思います。そういう
意味で今回の1世しを企画し、また参画された方々に
大変感湖を申し上げますとともに、ぜひ火を消さな

いでいけたらなというふうに思っております。

0高橋：今日はどうもありがとうございました。

草原の役割というのがテーマなのに、何もお話し

できなかったのではないかと思っています。草原の

役割というのは、多分、人を豊かにすることではな

いかと思います。私は草原が好きだからやっている

のです。何だ御託を並べるためにやっているわけで

はなくて、私は草原が好きだから草原にかかわって

いるわけで、草原はとても心安まる場だと思うのです。
草原はとても位かだ。生物も登かだし。その上草原

はもうかる土地だと思うのです、だから、それをちゃ

んと癸信しないといけないのではないか。展家の方

も隠さないで、草原を使えば畜産はもうかることを

自信を持って言わなければいけない。私たちもそれ

をはっきりと言わなければいけないのではないかな

という気がします。

それから、第 3 回、ようやくここまでこぎつけら

れて、私ども第 2 回をやったことが成功であったと

今断言したいと思います。と＇うもありがとうござい
ました。

〇鍛治：私も草原が好きです。恐らく日本はほっ

ておくとうっそうとした密林になるような気候だか

ら、ああいう開放的なのが好きなのではないかなと

いう気はしています。

お願いではございますけれども、先ほども言いま

したように、今国安所長が、環接庁はああいうちょっ

と旗振りの予算を取ってやるということで安心しま

したけれども、あくまで旗振りでございまして、店

村景観なりを守っていくというのは莫大な予算を抱

えている農水省です。それで、変わってきていると

私は思います。そこに農村体育館というのもござい

ますし、釧路には都市戻村交流センターという温泉

もございますし、私はある知り合いの役人に、どう

してそういうハードには金がつくのに、こういうこ

とをするなとか、ソフト面にはつかないのかと言っ

たら、それは恐らく土木挙業による波及的効果がな

いからだろうと。そういうお金の使い方というのは

ないのだよという説明だったのですが、そうかなと

思って探しましたら、休耕補助金というのがありま

すね。あれは何もするなという補
助金です。それから転作補助金というのもあります。

それで臣家は相当金をもらっているのです。ですから、

製棠のやり方に対する助成金というのは、アイデア

さえ出せば私は当然ついてくるし、これからだんだ

ん箱物はやることがなくなるのですから、一方で莫

大な予算を抱えている店水省はきっと何かやりたい

と思っていると思いますので、ぜひ地妓からそうい
うアイデアをどんどん出して、それで挙業を進めて

いくというふうな方向に、その先陣を切っていただ

きたいと思います。

以上です。

〇五十崖：ありがとうございました。

瀬田さん一言お願いします。

〇瀬田：やっぱりこの表紙のところにこだわって

いまして、じっと見ていて、草の言い分、花の言い分、

人の言い分。牛の言い分はなくてもいいのです。こ

れを重ねてみたらという気持ちをここに入れてみた

のです。そうしますと、焼かれて踏みつけられてと

いう草花が一番きれいに咲いているわけです。その

面でいえぱいじめかもしれない、人岡の社会でいえば。

しかし、いじめでくじけるのではなくて、いじめら

れてこそ一番いい花を咲かせているのではないかな

と。辻井先生のお話の題目にクエスチョンマークが

ついていたので、私もそこにクエスチョンマークを

つけて、皆さんに考えていただこうかなというのが

私の最後の言葉です。

〇五十嵐：ありがとうございました。

コーデイネーターの進行が悪くてちょっと時間が

押しましたけれども、皆さんにはまだまだ言い足り
なかったこと、あるいは会場の皆さんは聞きたかっ

たことがたくさんあったかもしれません。また来年、

秋吉台だそうですので、皆さんそちらの方でまたこ



の議論の税きをしたいただきたいというふうに思い

ます。

実は私はパックグラウンドでは一応経済学を勉強

したものですから、経済というのは何もお金の計符

ばかりしているわけではなくて、人に勁いてもらう

時の政策的なインセンテイプについてを研究テーマ

としております。先はど忘橋さんが儲かるとおっ

しゃった。それは何もキャッシュ、現金のことばか

りではなくて、心が益かになるとかいうことも含めて、

これは儲かるよということではないかと思います。

最後に、まとめの言葉にはなりませんが、「儲かる」

という漢字をちょっと見ていただきますと、 r信じる

者」と書きます。草原を愛する者、あるいは有機農

業を信じる方々、それから草原の復典を信じる者に

必ず儲け、すなわち豊かな心があるのではないかと

いう期待を込めまして、このシンポジウムを閉じさ

せていただきたいと思います。

長い時問でしたけれども、熱心にこ＾消聴いただき

ましてありがとうございました。パネラーの皆さん

に感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）
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•特別講演





自然の中の動物たち～ものまねと楽しいお話

〇江戸家/JI描：皆様どうもこんにちは。江戸家Ilヽ猫

でございます。

今日はご苦労さまでございます。朝からずっと大

変なお話を、基調講演を初めといたしまして、また

子供たちの発表や、ただいまはシンポジウムもござ

いまして、本当に貨並なこの会議に私も呼んでいた

だいてありがとうございます。

いろんなこういう会に行きまして、私どもはゲス

トで出ることが多いのです。ということは、真ん中

辺の大事な講演とか基調胡涼等は専門の先生方のお

話というのがあります。俊らが出るのは大体、せっ

かく来ていただいた方に楽しんでいただこうという、

本当に特別講演というふうにはよく名づけたもので

ございまして、講演というよりも特別な講演という

ことで、つまりそれは楽しんでもらうことでござい

ます。

こういう会ですから、ただ勁物や民の嗅きまねを

するよりも、何か環袋にちなんだお話が挟めればな

と思ったところで考えたところ、我々人問も動物な

わけでございますので、自然の中でどういうふうに

人問が生きていったらいいかというようなお話も

ちょこっと入ればまたそれもよろしいのではないか

と思いまして、それで今日はこういうタイトルをつ

けさせていただきました。つまり自然の中の勁物た

ちというのは、もちろん勁物や烏、自然の中で生き

ている生きものすべてなのですけれども、特にこの

タイトルに含まれている動物たちというのは人問の

ことでありますので、自然の中の私たちは一体どう

いうことをすればいいのかを半ばにはお話をしたい、

そんなふうにも思っております。ただし、さっきも

申し上げましたように、特別謡演ですので、まずは

勁物のものまねから入りたいと思っております。

そうですね、最初は慈の声でも嗅きましょうか。

何でもいいのですけれども、泡を沿初にやるとやり

やすいです。どうしてかというと、薮初に起きて嗚

いている烏ですから。やっぱり順番がありますので。

急にフクロウだのミミズクを喝くよりも、朝の烏が

一番でございます．そんなことを言いながら何をし

ているのかといいますと、.:::.れは親を嗚く準偏述動

でございまして、急にやれと言われてもなかなかで

きませんり宕い声でコケコッコと嗚いておりますので、

出てきて急にやってみろといったって心の準備が整

いません。そこで必ずこういうふうにやって、まず

しぐさから入ります。だんだん落の気持ちになると

あの面い声が出るわけでございますから、これはとっ

ても大切なウォーミングアップなのです。もうちょっ

タレント江戸家小猫氏

とお待ちくださいませ。今出てきたばっかりでござ

いますから。（弟の喝きまね）。

済みません、何人かあきれている方がいらっしゃ

るようでございますけれども、あきれずにお朋きい

ただきたいと思います。こんなばかなことをやって

おりますが、この勁物のものまねというのが親子 3 代、

おやじが猫八ですけれども、そのまた背、おじいちゃ

んの代から（云わっているわけでございます。これは

結梧知らない人が多いのですけれども、初代の江戸

家猫八というのは（まくのおじいちゃんなのです。明

治の芸人でございますおじいちゃんが始めまして、

それからおやじがやって私がやって親子 3 代。だか

らその（姐の嗚きまね）というのも親子 3代合わせる

と 1 0 0 年続いているわけでございます。大変なも

のでございます。

しかし、そうはいっても、こういう大勢の方の前

でコケコッコなんて突拍子もない声を出すわけでご

ざいますから、照れくさいとか恥ずかしいとかそう

いうことはございませんかと問かれることがありま

す。今日の皆さんもそうお思いの方いらっしゃると

思いますが、それはどうぞ安心してください．照れ

くさいとか恥ずかしいなんて思ってはできないわけ

でございまして、これっぽっちもそんなことは思わ

ない。どうしてかというと、生まれ育った現校とい

うものがございますので。皆様方、人前で『名を嗚＜

なんて夢にも思わないと思いますけれども、僕は小

さい頃からおやじの芸を見て育っておりますから、

ごく体の中に自然に備わっているわけでございます。

初めておやじの芸を見たのは学校に行く前ですか

ら、まだ 4 歳か 5 歳のころだと思います。小さなこ

ろでございます。今でもはっきり笈えています。お

ふくろが、お父さんのお仕事を見ておくのですよと

言って、俊の手をとって舞台へ連れて行ってくれま

した。息千ですから客席から見るわけにはいかない

ので、料台の横っちょから見ております。うちのお

父さんどんなことをしているのだろう。そうしたら

舞台の真ん中で（組の嗚きまね）とやっているわけで

ございます。ぴっくりして見ておりますと、そこに

おふくろがやってまいりまして、おまえも大きくなっ

たらあれをやるのですよと言うのです。これはちょっ

とびっくりしました。最初は嫌だと思ったのが本音

でございます。嬬だ、あんな、Jf(ずかしいや、照れ

くさいやと。だれだってそう思いますよね．ところ

がおもしろいのです。ずっと見ているうちにだんだ

ん楽しくなってしまうのですから。だって、芸人を

侯が今やっているのはどうしてかといったら、その
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おやじのを見て僕もやりたいなと思ったからこそ

やっているわけでございます。

では、その辺がどうして気に入ってしまったかと
いうと、これはやっぱり身内の見方なのです。横か

ら見ております。おやじがやっている慈もおもしろ

いのだけれども、供が気になるのはお客様の方なの

です。とにかくお父ちゃんが（組の嗚きまね）なんて

やるとみんなわっと笑ったりしますでしょう。それ

を開いてやっばり何か楽しくなってくるのです。そ

れと同時に、コケコッコ嗚き終わるとわっと拍手し
てくれたりすると、その反応が思った以上に迫力が

あるのです。どっとくるわけです。そうすると子供

心に、何だか知らないけれども、うちのおやじはす

ごいことをやっているなという、そういう感じでご

ざいましょうか。見ているうちにだんだん何か自分

もやりたくなりますよね。ょうし、侯も大きくなっ

たらああやって第嗚いたりして、みんなにわっと笑っ

てもらったり手をたたいてもらったりするようにな

りたいなというふうに志が立っていったわけでござ
いますから。そんなものかもしれません。

したがいまして、今恙嗚いております。照れくさい、

恥ずかしいどころではございません。やっていてう

れしいものでございまして、とにかく念願かなって

澤の嗚きまね）と声が出るようになりました。そし

て雄島が時を告げるときは（雄烏が時を告げるときの

哨きまね）（拍手）．どうもありがとうございます。賠

でこんなに受けたのは初めてでございます。いいお

客様でございます。

皆さん烏お好きだと思いますし、結構興味がある

ので、類の声などもあっちこっちでよくお聞きにな
ると思うのですけれども、侠も仕単でこういうこと

をやらせていただいていると同時に、やはりパード

ウォッチングに出かけたり、烏は好きですから興味

があるのです。何回も聞いているうちにおもしろい

ことに気がついたのです。皆さん気がついていらっ

しゃるかしら。競はコケコッコはコケコッコなので

すけれども、コケコッコとばかりのんぴりゆっくり

嗚くのと、声の短いやつがいるのです。これはよく

二通り、大きく分かれております◇のんぴり賠とい

うのは今嗚いたみたいにコケコッコも長いのです。

（のんぴり楚の嗚きまね）終わったかと思うと（のんぴ

り賠の嗚きまね）なんてかなりのんびり嗚いているの

です。ところが、こういうのばっかりではなくて、

ばかにせっかちなやつがいるのです。早いのです、

コケコッコが。ちょっとやってみましょうか。こん

な感じ。（せっかちな鶏の咤きまね）これでおしまい

品』f.

なのです。

これは侯ら芸人でも、しゃれや冗談で多少誇張し

てうそをつくことがありますけれども、こればっか

りは本当なのです。田舎道なんかを歩いておりますと、

姿は見えないのですけれども、どこからともなく

（せっかち賠の嗚きまね）と、こうやってtijこえるの

です。不精な慈なのか気が短いのか、または種類が

違う。しかし、種類が途うといったって戻家の庭先

で飼っている競、大体はハクショクレゴホンかナゴ

ヤコーチンか知りませんけれども、そんなに別に、

シャモだのチャポだのといえば途いますけれども、

普通飼っているいわゆる家禽と言われているような

鶏だったらそんなに種類が迫うわけではありません

から、これはやっばり種類が違うからではないのです。

気分が速うのだと思うのです。朝がのんぴりしてい

るときはゆっくり嗚いていて、昼どきは短く嗚いて

いますから、多分いつも長く嗚いているとくたぴれ

てしまうから、ふだんは短目に哨いているのではな

いかと、これがとりあえず僕の出した結論でござい

ますが、あいにくと親戚に賠がいないものですから、

哀実のところはよくわかりません。ただ、同じ恕で

もそんな嗚き方をするというところが大変おもしろ

いところだな、そんなふうに思うのです。

いろいろ勉強するのです、ものまねをやっていま

すと。話題はやっぱり息とか動物のことがどうして

も気になりますから、新聞なんかを見ていても、そ

ういう烏や動物やなんかの話題があるとまずイの一

番に見ます。それからどんなふうにしてネタにしよ

うかなと思ったり考えるのですけれども、余り難し

いのはだめなのです。どうしてかというと、興味の

ある方は熟読しますけれども、典味のない方は余り

深くは読まないので、余り雛しいことを言ってしま

うとおもしろくない。だけれども、話俎になったも

のを使わないとまた話題におくれてしまう。ちょう

どいいぐらいのつかみというのですね、これが一番

大事なのです。

恙の場合には、もう随分昔になりますけれども、

ウコッケイが評判になりました。ウコッケイという弟。

卵が非常に栄養があるとかといって。栄養もあるし、

また価値がある。貿韮なのです。たしかウコッケイ

というのは年間 5 0 個前後しか卵を生まないのです。

そういう繁殖率の悪い烏ですから、だからりいもそう

ポコポコ産むわけではないですから、だから非常に

貴痙だし、また栄養もあるしおいしいと新問に出て

いた。ところが、僕は卵の方はどうてもいいのです。

気になるのは声の方なのです。商売に直結するのは



卵のカロリーよりもウコッケイの嗚き声の方が興味

がありますから。

だけれども、難しいのです。ウグイスだとかホト

トギスだ、やれカッコーだと、そういう島の声はC

D とかテープとか、皆さんご存じのように、ある程

度音源がありますから勉強もできる。ところがウコッ

ケイの声なんてテープでは売っていませんから、こ

れが一番雛しい。どうやるかというと、訪ね歩いて

研究するしかない。やっとわかりました、ウコッケ

イの声が。やっぱり弟でございますからコケコッコ

にはかわりはないのですけれども、やっばり普通の

鶏とは違います。普通の賠はさっき喝いた感じでこ

ういう（賠の嗚きまね）、こんな感じでございましょう。
ウコッケイはどういうふうになるかというと（ウコッ

ケイの嗚きまね）と、こうなるのです。これはどうい

うことかといいますと、普通の姥よりも哨き方がこっ

けいなるのです。（拍手）どうもありがとうございま

した。今まじめに聞いた方はどうも済みません。ど

う迎うのかと思ってノートにつけている方がいらっ

しゃいましたけれども。いいかげんなことばっかり

やっていますがね。

先ほどの慈のように呉実からもつかみます。また

は今みたいに冗談もやります。そういうふうにやっ

てみんなに競の声を開いてもらう。最近うれしいな

と思うのは、ついこの間までは、ただ賠を嗚けば、

ああおもしろいね、楽しいねというような娯楽のジャ

ンルでしたけれども、近ごろは寄席などで賠を嗚き

ますと、ああと、何か実にはのぼのとした、昔をな

つかしむような、そんな顔をしてらっしゃる。どう

したのですかと聞いたら、いや、田舎でよく弟が哨

いてたな、朗いてたもんだよなんて、そういう近ご

ろは、いいもんだねとか、そういえば第な、おれは

子供のころ飼ってたなとか、そういう何かなつかし

むような、また自然というのはいいものだなという

ょうな、そんな気持ちをこの辺に持ちながら聞いて

いただくお客様がふえてきているのです。何か侠も

お手伝いができればいいなと思っているときに、そ

ういうふうに俣が嗚いた姥の声とかウグイスの声で、

ちょこっとでも、ああ、いいものだねなんて思う方

が新宿や、あるいは上野、浅草、雑跨の中で、ピル

街の中で思う方が何人かでもいれば、何か自然のお

手伝いができたのではないかななんて、そんなふう

に思います。

いろいろな烏を嗚いていると、そういう一つの楽

しみと、それからもう一つは、自分が島になれる喜

びでございますね。これはうれしいものでございます．

ウグイスなんかよく嗚かせていただいておりますけ

れども、ウグイス喝くと自分がウグイスになったよ

うな気持ちになるから楽しいものでございます。

ちょっとやってみますから聞いてみてください。（ウ

グイスの嗚きまね）、これがウグイスでございます。

（拍手）。どうもありがとうございます。自分でやっ

ていてほれぼれします。そんなことを自分で言って

はいけないのですけれども．
このウグイスが、いわゆるステージ用のウグイス

というとちょっと変な表現ですけれども、かなりはっ

きりと嗚かせていただいております。ホーホケキョ。

山で聞いておりますと、どちらかというと（ウグイス

の嗚きまね）なんていうふうに、キョケキョ、キョキョ

キョという感じで、そんなにホーホケキョと、こう

はっきり嗚くのは珍しいわけでございます。でもい

ないことはないのですけれども、山とか個体によっ

ては多少違います．でもステージで嗚くときは、あ

る程度はっきり嗚いてあげないとお客さんは納得し

ないのです。だから、よく少し南の方なんかへ行くと、

（ウグイスの嗅きまね）なんていう嗚き方をするので

す。ホケキョキョ。そうやると、そのウグイスは変

ですねなんて言われてしまう。だから、やっぱりウ

グイスはホーホケキョ。ところがそういうところは、

いろんな山に行ってflllいておりますと、自分のペー

スの中に、あちこちで違うのだよということがわかっ

ていれば、どこで嗚いても皆さんに堂々と聞いてい

ただけることができます。

それからもう一つ、僕がウグイスを自信を持って

やらせていただいておりますゆえんといたしまして

は、本物のウグイスの前で実験済みでこ＾ざいます。

これはおもしろかったです◇どんな反応をするかと

思いまして。

それから、ある山に行きまして、あっちこっちで

ホーホケキョ、ホーホケキョと哨いております。い

つもはこうやって皆さんの前でやるのですけれども、

そのときはお客様はウグイスでございます。いつも

以上に緊張いたしました。それでもその山で、指を

くわえて今みたいに（ウグイスの嗚きまね）と嗚いた

わけでございます。そうしたら皆さん、山じゅうの

ウグイスが全貝一斉にこっちを向いて、わっと拍手

をしてくれました。そんなばかななこ•とはありません。

本当のことを申しあげましょう。どうしたか、それ

は皆さん想像がつくと思いますけれども、実は嗚き

返すどころではありません。僕が嗚き終わった瞬閥、

山じゅうの烏がみんなシーンとしてしまいました。

山ってこんなに静かなのかなと思いました。烏がい
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なかったら寂しいですよ。チッチ、ビッビさえずっ
ているから山らしいのですけれども、本当に烏の声
がすっと一瞬朗こえなくなった山の神かなこと。夜
の山のようなものでございます。夜だってフクロウ

だのミミズクだのヨタカなんかが嗚いていますけれ

ども、そのときは冥っ昼間でございましよう。変な

ものです。

あらあらいけない、こんなに踊かになってしまった、

いけないなと思っていましたら、静かになりつ放し
ではございません。その静寂を破るがごとく、俣の

すぐそばにいた木のウグイスが返挙をしてくれまし

なかなり激しく怒った感じで返享をした。どうし

て怒っているのがわかったかというと、いかにも怒っ

ている感じというのがわかるのです。こんな感じで
ございます。（怒ったウグイスの嗚きまね）、こんな

感じでございました。怒ってますよ、これは。典密

しているのです。弱っちゃったなと思ったけれども、

でも一応は反応があったわけですからおもしろいと

思いましたので、ではひとつこっちも負けないでやっ

てみようかと思って、それで今鳴き返したような感

じで、こっちも怒った感じで（ウグイスの嗚きまね）

とやったわけでございます。そうしたらまた怒っちゃ

いまして、この次はすごかったですよ。（激しく怒っ

たウグイスの哨きまね）こんな感じでごさ~いました◇

（拍手）。やるのですよ、それを。

それはそうですよ。だって向こうは生活がかかっ

ているわけですから。テリトリーなのですから、そ

れを守るためにはすごいですよ。だけれども、こっ

ちだって負けてはいられません。こっちだって親子

3代やっているのですから。それからまた嗚き返し
たら向こうも嗚き返して、終わらない。子供のけん

かと一緒です。これは純張りですから、ほかの人に

入られてしまうと困るから、僕が哨き返す以上は必

ず嗚き返してくる◇子供がけんかをして、突っつく

と向こうも突っつき返しますよね。と＇ちらかがやめ

るまでやめないのと同じですから、これは余りやっ

てはいけない、かわいそうです。これ以上綾けては

気の考だと思ったので、これは引き下がるのは使の

方がやめなければいけませんので、ばっとやめまして、

それからちょっと離れたところに行って様子を見て

おります。そうしたらわかるのです、向こうがね。

撃退したということです。そうしたらあの激しく怒

るような、せき込むような鳴き方をやめまして、枝

のてっべんにちょんと乗りまして、そのときに聞い

たウグイスの声が（ウグイスの鳴きまね）、いかにも
勝ち誇ったような。これはいい思い出でございました。

哉必直革

めったにやってはいけないことだと思いましたけれ

ども、たまたまそのときに嗚き交わしました。怒ら

せてしまったのは悪かったですけれども、何となく

意思の疎通があったことは IllJ追いないわけでござい

まして、それ以来、ウグイスの方は自信を持ってや

らせていただいております。

ただし、よく山の近辺の町ですとか、非常に烏に

詳しい方のところでやるときには、必ずその地域と

追う場所のウグイスだと言ってから嗚くことにして

おります。多少違うことがございます。

おもしろいものです、ウグイスというのは。どう

して途うのかと思うのですけれども。笈えたてのこ

ろは下手です、確かに。供は目限に住んでいるので

すけれども、いるのです、林試の森といって林業試

験粉の森なんかがありますので結構飛んでくるので

すけれども、最初のうちは下手です◇ホーホなんて

いっているのです。それがだんだん上手になってきて、

それで党えると、東京のウグイスは実に、本当に、さっ

きも申し上げましたように、わかりやすいホーホケ

キョでございます。これはなぜかというと、例えば
こちらの山でウクイスがホーケキョと嗚くウグイス

だとすれば、全部その一族でございますから、ホー
ケキョと嗚きます。向こうの方に行ってホーホケケ

キョなんていうのがいれば、ホーケケキョなんていっ

て、結構みんなその地域、地域では同じなのです◇

学習するらしいのです。では、なぜ東京の目黒のウ

グイスが（ウグイスの嗚きまね）とはっきりとホーホ

ケキョと嗚くかというと、つまりずっと親でありお

じいちゃんであり、代々ウグイスが上野の鈴元に岡

きに来るらしいのです。それでそのウグイスの声が

ホーホケキョが一番いいのだということを学習して、

それで束京のウグイスは全部江戸家猫八、小猫一家

のウグイスの声になっているというのが、これが現

状でございます。

いろんな山に行きましていろんな烏を聞きます。

だんだん勉強になってきます。ホトトギスという烏

を僕はよく問くのですけれども、あれは本当にホト

トギスと聞こえてきます。おもしろいものです。よ

＜烏の図鐙なんかに沓いてございますけれども、

キョッキョキョキョキョキョと嗚いているのがだん

だんキョキョキョキョになってくる。（＊トトギスの
嗚きまね）＊トトギスになってきます。（拍手）◇これ

はとてもおもしろい。

そんなふうに、嗚き声が聞いているうちにだんだ

んその名前になるというのがよくあるのだそうでご

ざいまして、ジュウイチなんか実にそうですね。お



もしろいです。ジュウイチ、ジュウイチと鳴いてい

るのです。（ジュウイチの嗚きまね）。

イカルはおもしろいですね。（イカルの喘きまね）。

山によってはキコキコキーですけれども、ちゃんと

問いていると、図鑑のとおりオオキクニジュウシと

嗚いています。もう一回やってみましょうか。（イカ

ルの嗚きまね）（拍手）。なるほどニジュウシなのです。

おもしろいのです。

だけれども、油断ならないは、さっきも言ったよ

うに、野烏は全部その地域によって違いますから、

オオキクニジュウシではないところもあります。こ

の間ちょっと別のところへ行きまして聞いてきたら、

どう llll いてもオオキクニジュウシと 1hl こえないので

す。オオキクニジュウシチと聞こえるのです。皆さ

ん耳がいいでしょうから、ちょっと聞いてみてくだ

さい。こんな感じ。（イカルの嗚きまね）ニジュウシ
チになってしまう。これはおかしいですよね。俊も

烏に詳しい人をいっばい知っていますから、これは

どうしても気になってしまって、それから言ったの

です。おかしいよと。．ちの図鐙にはオオキクニジュ

ウシと習いてあるけれども、この間岡いたイカルは

オオキクニジュウシチと間こえる。これはどういう

ことなのでしょうねと聞いたら、その人が、それは

その山のイカルは三つふけているのだろうと言って

いました。随分いいかげんな人がいるもので。

でも，さつきも言ったように、自然の音というの

があって、僕は特に耳をすまして歩くバードウォッ

チングなのです。パードヒアリングという言葉はあ

りませんので、耳で聞くのもウォッチングのうちの

一つだと思っております。でも、声がチッチ、ビッ

ビと聞こえてくると、本当に山が息づいているとい

うか、生きているのだな、そんな感じがするのです。

さつきもお話したように、経験したその蒋かになっ

てしまったときの山なんていうのは本当におっかな

いものです。だから、烏というのは自然の、パロメー

ターという言葉を使っては、円に失礼ですけれども、

自然をあらわしている◇烏がいればそこにはえさも

あるのだろう、水もあるのだろうということで、生

息しているということは、その山や自然が、烏たち

が生きていられるだけのものがあるのだという、そ

ういうあかしになるのだと思うのです。

大変残念ながら最近では、よく聞きます、昔はもっ

といたのだよ、最近いなくなってしまったよなんて。

そんな話を聞くと、たまたま数が減っているのだっ

たらいいのだけれとも、このままどんどん減っていっ

てしまったらどうなってしまうのだろう。例えば、

御当地で繁雉している緊殖の率が下がってしまうの

というのもまた残念ですけれども、もう一つ心配な

のは、渡ってくるわけでございますから、もしかし

たらその渡る向こう飼で、オーパゼアの方で何かが

ありましてこっちに米なくなってしまったりと、そ

うなると困ります。つまり、最近見ないねと舌った

ときはもう来ていないわけでございますから。

この間為尾山のちょっと奥へ入ったところで、サ

ンコウチョウをどうしても即きたいと思ったのです

が、もう 6 月中ごろを過ぎていますから、いつも来

ている島なので行ったら、ものの見単にふられて帰っ

てきましたけれども、全然聞こえてこない。いいの

です。パードウォッチングというのは見に行ったっ

て全然見えない、囲こえないで帰ってくることが

しょっちゅうですから、そんなことは気にならない

のです。悔しいから地元の人に聞いたのです◇蔽近

どうですかと。＆1.::. えましたかと言ったら、そのお

じさんが、いや、今年はまだ叫いていないなと言う

のです。つまり来ていないのです。徴候があれば嗚

き声ぐらい聞こえますから。そこは穴場で、民家か

ら民家の問を飛んだりなんかするのです、あのしつ

ぼの長いのが。だから、そういうおじさんに問いて

みたら、今年来てないななんて言うので、これは大

変なことだと思う。情報をもらおうかと思って、も

し 1l11 こえたら連絡してくださいねというふうにして

あるのですけれども。

そういうふうに、いつの間にか来なくなってしまっ

たら大変です。サンコウチョウがいなくなったら寂

しいです。新宿だって三光町という言い方をしなく

なってしまったのですから。昔は三光町と言ったのが、

今は新宿何丁目とかといって、そういう名前をどん

どんなくしていってしまうのです。よくないと思い

ます。うちのおやじは浜町、浜町の師匠なんていい

ではありませんか。それを日本低の浜町を何番地の

師匠なんて言うとおもしろくない。あの亡くなった

文楽商匠は黒門町の師匠とか、そういうのというの

はいいものなのです。

だから侯は烏の名前が好きです。日本の名前はい

いですよね◇ウグイス、向こうへ行くとプッシュウ

オープラーだ。おもしろくも何ともないです。やぶ

で虫食っている烏。色気も何もないでしょう。プッ

シュウオープラーなんて嫌ですね。学名の方がずっ

といいです。皆さんは詳しい人ばっかりだから、少

しぐらい僕も詳しいことをお教えします。セティア、

ケティアと読む場合もありますけれども、七ティア

ディフォーネです。ウグイス。ラテン語ですから、
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セティアというのはどうも人の名前らしいのですけ

れども、屁についています。だからヤプサメもセティ

ア何とかとついている。右11!1は何だったか、長った

らしくて忘れてしまいましたけれども、ウグイスだ

けはよく党えている。どうしてかというと、そのディ

フォーネというの、これは一発で従えられます。だっ

たディというのは 2 でしょう。フォーネというのは

p hone ですからフォーンです、音。 2 音です。

二つの音。つまりセティア属の二つの音で哨くやつ、

それがセティアティフォーネ、あるいはケティアディ

フォーネ、つまりウグイス。

ウグイスというのはものの見事に 2 音で嗚いてい

ます。ホーと嗚いてホケキョです。これがラテン語

でもって記されている。これを侯は勉強したとき、

なるほどなと思いました。何かみんなくつついてい

るのですってね。頭が茶色だとかしっぽが短いだとか、

ちょこちょこ歩くとかひげが生えているとか、そう

いうのが全部ラテン語で記されているというのを聞

いたときに、なるほど日本のウグイスというのは二

つの音で嗚くというのは、世界的にも非常に特徴の

ある嗚き方なのだなということを感じました．だか

らそれが名前についているのではないか、そういう

ふうに思う。ですから、まだセティアディフォーネ

の方が何となく趣がありますけれども、英語読みし

てしまうといかにも、プッシュなんて入ってしまう

とね。大統領ではないのですから。だからそうなる

とウグイス、いいですね、趣ありますよね。ホ l、ト

ギス、いいじゃありませんか。カッコー、名前のご

とくカッコーですね。それから、今のイカル。おも

しろいですね、イカルというのは。ヒバリなんてよ

ろしゅうございますね。最海でございましょう。い

いですね、チッチ嗚いていると。あれだってスカイ

ラークよりもずっといいと思いますよ。ファミリー

レストランではないのですから。そんなわけで、烏

の声、名前、嗚き声、いろいろと1lflきながら山を歩

いております。本当にいいことだと思います。秋に

なると虫も咤いています。

烏ぱっかりではございません。自然というものは

本当にいろんな音を酸し出してくれます。（コオロギ

の嗅きまね）。秋の草むらの虫というのは大変な音楽

家だと思うのです。それはエゾセンニュウとかマキ

ノセンニュウとか、ああいう烏たちもチリチリ、ビッ

ピ嗚いていると実にすばらしい歌声でございまして、

だけれども、虫はパイオリンなのです。烏はどっち

かというとフルートとか、そういう何か金管楽器を

想像させます。虫は弦楽器です。羽でこすっている

のですから。

おもしろかったですよ。実験があったのです。所

ジョーシさんの「目がテン」という番組があって、

一番最近はウグイスが出たのです。テレビ番組のこ

とだから侠がウグイスの格好をさせられてしまって、

こんなことをやって飛ぴながら嗚いていたのです。

番紐の人もおもしろいよね。小猫さんが喝けばウグ

イスが出てくるのではないですかと酋うから、いや

出てこないですよ、それは無理ですよと。だけれども、

繁殆期だったら、嗚けばさっきみたいに哨き返して

きたりとかあるけれども、まだ時期も早いから無理

でしょうと言うのです。いや、でも実験はしてみた

いですからと。そこまで切望されれば僕だってやっ

てみましょうと行ってみたわけです。そうしたらウ

グイスの統いぐるみがあったわけです。それを若た

らすごいのです。こんなでかいウグイスになってし

まうのですから。これを嗚きながら歩いてくださいと。

出てきませんよ、そんなことしたら。余計出てこな

いと思うのです。でも、テレビというのはおもしろ

いですね。

そんなのもこの問やりましたけれども、その前の前、

もう何年か前にコオロギの特熊でも呼んでもらった

ことがある。そのときに所さんと一緒に番組でやっ

たときのコオロギの実験で一番おもしろかったのは、

やっぱりテレビ局の人というのは発想がおもしろい

です。つまり、あれはギギギという摩擦音なのだろ

うから、その庶招の音でコオロギやスズムシになる

かどうか実験をしようというのです◇それで何をし

たかというと、昼りガラス、昼りガラスというより

ざらざらガラス、ざらざらとしたガラス、あれをす

り合わせるとギギギといいます。キーという嫌な音

ではなくて、いわゆるがさがさとがさがさを合わせ

てこするとジキジギといいます。それをテープでとる。

とったテープをそのままの速度で流せぱジキジキと

いうだけだけれども、回転をちょっと速くする。そ

うしたらギシギジ、ジギジギ、ビーっと迷くなる。

最高の涵速にするとそのギジギジという音がビーと

いう音になって、もっと迷くすると（コオロギの嗚き

まね）となってしまうのです。おもしろいものです。

つまり、座擦音であるということを実証したわけです。

でも、考えてみたら速いのです。だって、ゆっく

りやっていたらそんなにリーンなんて音しませんも

の。スズムシを飼った人はわかりますよね。羽を

びゅっと立てますよね。あれをビーっと震うでしょう。

あの速さといったらすこいと思います。しかもこん

なに小さいのです、スズムシは。こんな小さなスズ



ムシが背中を立ててビーっとあんなに速くやってい
るわけですから。どういう構造なのですかね。すご

いと思います。人間でも多少年とって中気のぎみが

あると手が捉えていますけれども、あんなにはいき

ません。あの述さはす：：：：いものです。

それで、僕のものまねの方はどうなっているかと

いうと、これも結構超人的なのです。自分でそんな

ことを言ってはおこがましいですけれども、口笛な

のですけれども、吸い込んでいます。なぜ転がるか

というと、上あごのところで振勁させます。その振

勁音と口笛がうまくミックスしてくると、口笛の音

が震えるのです。この練習過程が非常に複しいです。

なぜ危えるかというと、いぴきをかくように上あ：：：

の振勁から練習するのです。いぴきをかくときにガー

ゴーとやりますね。あの等くがごとくガーというの

と吸い込んだ口笛の音を一緒にやるとコオロギにな

るのです。ところがこれは非常に難しいです。言う

は易く行い楼しという言葉がありますけれども、そ

れの典製です。うそだと思ったら練習してみてくだ

さい。なかなか一緒にできない。器用な人だったら

片一方ずつはできます。口笛、ビー、いぴき、ガー、

両方一緒、できないのです。これを両方一緒にやろ

うと思ったら、多分仔さんはギプアップしますよ．

本当に難しい。

ではどうやって練習したかというと、これは子供

のころから典味があって、おやじがやっていると、

格好いいな、やりたいな。お父さんに聞いてみたら、

口笛を吸い込んで上あごで振勁させるのだと。それ

を聞いたから一生懸命練習して、ガー、ゴーとやる

のですけれども、音がまざらない。どうしようもな

いです。二日酔いの朝みたいなものです。ところが

皆さん、やつばり綽習、けいこです。物事をあきら

めない。毎日毎日練習しているうちに、こんな感じ、

（実演）おわかりいただけると思います。ただのいぴ

きではないのです。いぴきの奥でかすかに口笛が喝

り出している。でもまだいひ＇きに近いです。ここま

で来たらしめたものなのです。あとはいぴきを返の

けるのです。（実演）。近づくのです。ところが、こ

れは難しいのは何が難しいかというと、練習という

のは繰り返しでしょう。ょくなったり悪くなったり

するではないですから。だから、油断するとすぐい

ぴきになってしまうのです。だから、最初うまくいっ

たなと思って、よしよしと思っていても、ややする

とすぐいぴきになってしまう。つまりその行ったり

来たりが練習。でも、そのうちにいぴきの方がどん

どん遠のいていくうちに、完全に口笛の方が優先に

忍頃墓

なって（実演）と音が出るようになります。ここまで

が第 1 段階でございます。

しかしプロのわざというのは恐ろしいものでござ

いまして、こんなにきついけいこを韮ねてここまで

来たってまだ第 1 段陛です．なぜかというと、振動

ではだめなのです、突は。転がさないといけないの

です。僕の今の口笛のコオロギは振動音ではなく転

がっています。完全に転がっています。吸い込んだ

口笛の音がこう回転しています。口の中で風を感じ

ます。ところがこれは、（実演）という振動と（実演）

と転がすのは大変大きな差があるのです。だから、

第 1 段階からまた進むのは、またけいこが結措大変

です。でも、第 2 段階のときのけいこというのはど

ういう方法かというと、第 1 段階までみたいなしゃ

かりきなものではだめなのです。とにかく（実演）で

はなくて、つまり転がすというのは軽くいかないと

いけないわけです。だから（実涙）というのを練習し

ているうちに、（実演）というふうにころんと転がっ

たなという感じ、そこまでつかむと転がるようにな

ります。だからそこはまた難しかったです。だから、

不動巌もコオロギも転がすのが難しいのです。これ

はなかなか大変なのです。ところが一つ転がってし

まうとうくまいきます。今は娯気がよくないから余

り転がすのもよくないですけれども。

そんなわけで、（実涼）というのができるようにな

ればいろいろな虫が嗚けるわけでございます。ご存

じのように、コオロギは刻むように嗚いております。

これはツヅレサセコオロギというコオロギです。（ッ

ヅレサセコオロギの嗚きまね）、刻んでおります。エ

ンマコオロギはコロコロリー、（エンマコオロギの嗚

きまね）というふうにリリリと嗚いておりますから、

＊体秋の草むらで演奏しているのは、オカメコオロ

ギとかミッカドコオロギとかいろいろいますけれど

も、主にはツヅレサ七コオロギが（ツヅレサセコオロ

ギの陪きまね）と嗚いている合間にエンマコオロギが

（エンマコオロギの嗚きまね）と嗚いているというよ

うな、弦楽四垂奏のようないい音色を奏でるわけで

ございます。

あとスズムシも有名ですけれども、こちらは束京

ではもうほとんど聞くことはできません。多底川の

土手なんかへ行きますとコオロギはコロコロ嗚いて

いるのですけれども、なかなか野生のスズムシはい

ない。そのかわりよくいるのは、例のテパートで買っ

てきたりなんかすると全部養薙みたいな。だからわ

けがわからないです．この間カプトムシだってとん

でもない値段がついてぴっくりしていましたけれと令
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も、カプトムシだってわからないのです、本当に野

生か尭殖でつくったものかなんて。だって、逃して

勝手に動き出したらもうそこからは野生みたいなも

のですし。見てわかればいいのですけれどもね。例

えば野生のカプトムシはこんな形だけれども、妾殆

のやつは少しちょっと違うとか、そういうのがあれ

ばいいけれども、大体そんなに変わりがあるわけで

はありません。だからスズムシだってわけわかりま

せん。

デパートに行きますと売っています。若はかごに

入れて、キュウリなんかぽんと入れておいたもので

すけれども、今は飼い方が上手になりまして、ボリ

のこういうような透明なあれで、下に土をちゃんと

盤いて、いろんな陸れる場所をつくったりなんかい

たしまして、それで 1 匹、 2 匹ではおもしろくござ
いませんので、大体売っているのは十数匹から 2 0 

匹ぐらいぱっと入っていますから、すごいものでご

ざいまして、あれは本当は風惜があると言っていい

かどうかわかりません。昔はかごかなんかにつがい

かなんか知らないけれども、せいぜい 2 、 3 匹のス

ズムシがちょこんちょこんとキュウリにつかまって、

ひげがびゅうと伸びていて、リーンなんて嗚くから、

いいもんだねなんていう風情がございましたが、今

はポリの容器で、しかも一気に安いからばっと貿う

ものですから、買ってきた当初は、中を見ますと、

スズムシどころか何かひげだらけでございまして、

すごいですね、何t.:か知らないけれども。それで勁

きますから。何か変に白っぼくて長いものですから、

ひげがよしゃよしゃ勁いていて、何だかスズムシよ

りもアシかヨシの草原を見ているような感じでござ

います。

そのスズムシが（スズムシの哨きまね）というふう

に波を打つというか、リズムとしてはリー、リーと

嗚きます。（スズムシの嗚きまね）。これがスズムシ

でございます。（拍手）。いいものでございます。

自然には熱心な皆さんでございますから、もう一

つ珍しいというか有名な虫、力んタンという虫がい

ます。これは嗚＜虫の女王というふうに何か名づけ

られているそうですが、変な話で、嗚＜虫の王者と

言ってほしいですね。女王というのも何か変な言い

回しでございます。ル）レルと嗚いておりまして、コ

オロギがろうろうと（コオロギの鳴きまね）と喝くの

ではなくて、カンタンというのはもっと前へ迫って

くるような（カンタンの嗚きまね）。非常に迫力がご

ざいます。これはカンタンの好きな人はわざわざ朗

きに行きまして、野烏の好きな方がバードウオッチ

ングに行くと同じで、パスかなんか仕立てていくら

しいです。カンタンを問くタペの会なんていうのが

あるのですから、すごいですよね。バスかなんか

チャーターして山のふもとへ行きまして、そうする

とマルチサウンドでございましょう。いいらしいです。

僕は残念ながら夜のカンタンを間くタペの会という

のは行ったことがないので、実際には経験がありま

せんけれども、その行った人に問いてみたら、本当

にすばらしいと言っていました。星は降るといいま

すけれども、そのカンタンの音色もまさに星と一緒

に降ってくるような感じで、うわっと。これは 1 度

行ったら何回も行きたいと。

もう一つ魅力があるのは、行くたんぴに音色が途

うんですって。これがなかなかおもしろい。どうし

てかといったら、これは原理がありまして、気i品と

か湿度によって追うんですって。それはそうですよね、

羽で嗚くわけですから。これはほかの先生方も実験

していますけれども、気温が高いと音色が高いのです。

これはもう決まっています。暑くなって低くなると

いうことはないのです。気温が裔くなればなるほど

高くて小刻みになっていくというような傾向がある

らしい。だから、カンタンを冊くタベの会の方に聞

いてみたら、涼しいときというのは比較的低い音色

で（涼しいときのカンタンの嗚きまね）と、こんな感

じらしいのです。それがちょっと忌くなってくると

（少し偽いときのカンタンの咄きまね）、もっと号＜

なってくると（蛤いときのカンタンの嗚きまね）、そ

れがもっと吾くなってくると（すごく暑いときのカン

タンの嗚きまね）とすごいらしいのです。その一番培

いときというのはどのぐらい品いのでしょうねと聞

いたら、蒸し暑いと言っていましたけどもね。（拍手）。

この一言を酋いたいためにこれだけ説明していたの

です◇随分世話がかかります。

そんなわけで、おじいちゃんの代からやっている

勁物のものまね芸、もちろん烏とか虫ばっかりでは

ございません。こく身近なところでは犬が（犬の嗚き

まね）なんて嗚いたり、猫が（猫の喘きまね）なんて

やったりなんかして、いろんな動物の声も表現する

のですけれども、これが皆様、さっきも申し上げま
したように、おじいちゃんの代からのお家芸で、 1 

00 年綬いているわけでございます。

俣はすごくうれしいのです。どうしてかというと、

さつき申し上げましたように、このウグイスのホケ

キョとかリンリンコロコロなんて虫を嗚くと、本当

に近ごろ自然のよさというもの、そんなものが非常

に音から、雰1!11気からさf様に伝わっていって、本当



にこれはうそではなくてお客様の顔が和むのです。

これはいいことだなと思った。そうなのです。だって、

人問だって勁物なのですから、そんなにいつだって

文明社会の中で何かせわしいことばっかりやってい

たらおかしくなってしまいます。たまには山に行っ

てのんぴりすると何か生き返ったような気がすると

いうのは、それは人間も動物だからです。昔は山で

過ごしていたのです。田んぼを耕すのだって、今は

皆さん専門の方に任せて、お米というのはスーバー

買いに行ったりお米屋さんに買いに行ったり。ある

いは、もっとひどいのは、子供たちは買いに行くど

ころか、おぜんに出てくる御飯だけしか知らないわ

けでしょう。だから、実は人問というのはずっと同

じ生活をしているようでいても全然変わってしまっ

たのです。台風なんかどうだっていいのです、都会

の人は。要するにスーバーに行って売っていればい

いのです。子供たちはどうだっていいのです。食ぜ

んに何かでてくればl関係ないわけです。

ところが、本来動物である人間は、やはり気候に

変化があったり台風が来たり、田んぽが水浸しになっ

てしまったりしたときには、危機惑というものを感

じなければいけないわけなのです。もちろんそのお

仕車に携わっている方は、今だって昔と同じように

それは大変だと思います。でも都会の人間たちはそ

ういうことを感じなくなってしまった。今年の夏は

屠いね。関係ないのです。冷房の中にずっと入って

いますから、岩くたっていいのです。本当に不精な

人なんて外に出る時問なんてありません。だって、

マンションなんかに住んでいると地下の駐車場で

しょう。外の8差しを浴びなくたって、エレペーター

で地階までおりて車に入る。エンジンかけます。近

ごろの庫はよくできている。昔みたいになかなか冷

房がきかないのと追って、がんと入れればすぐひゅ

うと冷たい風が入ってくる。そうするとその車に乗っ

てだっと出かけていきますから、窓越しに日差しが

入ろうと、冷房がきいておりますから関係ありません。

会社に入ります。会社も地下の駐車楊のところがた

くさんございます。すっと地下にスロープで入って
いきまして、そこでおりるから、地下だから涼しい。

エレベーターに乗ってビジネス、何楷かフロアに行

きますと自分のオフィスのところはもう冷房がきい

ております。そこで一日じゅう仕事しております。

食堂だってそのビルの中に入っていますから外に出

ません。営業の人みたいに外を歩き回る人は大変で

すけれども、デスクワークの人はそのまま。夕方に

なります。車に来ってうちへ保ります。今日天気だっ

たか雨だったかすらもわからないぐらい、気候なん

か本当に無l関心になってしまうのです。暑い夏、関

係ありません。今年の冬は寒いね。関係ないです。だっ

て暖房を入れておけばいいのですもの。外に出なく

てもいい．どうも雨の梅雨だね。関係ないです。外

に出なけれぱ傘も要らない。とにかく人間というも

のはそういう自然となるべく接しないように生きて

いけるような気候9•こしていってしまいました．

でも、これは果たして本当にいいことなのかどう

かということ、それは私は疑問を感じます。人間は

勁物ですから、そんなことをしていたらよくない◇

自然の空気を、そして自然の暖かさというよりも暑

さを、寒さを、冷たさを感じなければいけません。雨、

近ごろは酸性雨だとかいろんなことを言われますか

ら、ぬれない方がいいよなんて君うけれども、しよ

うがないです。この時代とともに、地球と一緒に遥

命共同体なのですから、それは酸性雨はなるべくな

くすようにしなければならない、オゾンだって解決

しなければならない、いろんなことがあります。努

力はします。だけれども、努力はするけれども、そ

の現状から逃げられません。逃げてひ弱になるよりも、

皆さん、どんどんオゾンの光を浴びましょう。どん

どん酸性雨を浴ぴて、そして今日とともに、地球と

ともにみんな苦しむ、これが勁物としての人問の正

しいやり方であります。そういうことなのです。

ところが人問なんて器用なものですから、結構強

くなっていくのです。体だってたくましいものに。

逍伝の法則だか何だかわかりませんけれども、いわ

ゆるリカパリーの法則というのがありまして、平気

になってきてしまうのです。だから、そういうよう

なことでたくましさというものがなければいけない

と思うのです。近ごろアトビーだとかアレルギー性

の鼻炎であるとか花粉症だとか、いろんなことが言

われておりますけれども、どうやらそういう人問の

生活に関係があるらしい。昔みたいに多少泥がまじっ

ているようなものを食っていたり、あるいは余り無

展薬みたいにしないで、回虫の 1 匹や 2 匹いたって

いいのだそうでございます。体の中に虫がいるなん

ていうのは気持ち悪いですから、侯だって嫌だと思

うのですけれども、ところが近ごろの学問をしてい

る人に問いてみたら、それがなかなかアレルギーや

なんかのあれと作用がありまして、それがよかった

のだなんていうような学説を唱えている方がいらっ

しゃいます。どこまでそこまで確立しているか、侶

憑性があるか、その辺は私どもはよくわかりません

けれども、そんな学問をしている方が言っているの
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ですから、そういうこともあるのでしょう。

つまり、僕ら流でいう、簡単に言えば、そういう

ふうにごく自然にやらなければいけない。だから、

どうぞ皆さんひ弱 1こならないように。皆様方はどっ

ちかといったらネイチャーで、どんどん山に出かけて、

玩撹問題とか非常に熱心にやってらっしゃる方だか

ら、決して山へ行かないとか歩かないなんていう人

はだれもいないと思いますから、今日ここで言って

もしょうがないのですけれども、でも僕は各市町村

の講渡会で行きますから、どこででも言っているの

です。ffさん、ある程度は、原始的という言葉は使

いませんけれども、昔みたいにたくましく、野生的

にというのでしょうか、そういうふうにやらなけれ

ばだめよと言う。おじいちゃん、おばあちゃんはそ

うだ、そうだなんてね。

おじいちゃん、おぱあちゃんたちはかえって元気。

だって、講渓会に行って顔色のいいのはおじいちゃん、

おばあちゃんばっかりですから◇呉ん中辺にいる若

い連中は音っちょろい頗をしていて、子供たちはま

た元気なのです。これはおもしろいです。だから、ちょ

うど問に挟まっている 2 0 歳からちょうど 2 0 幾つ

ぐらいかな、その辺の若い年齢陪がみんな者っちょ

ろい顔をしている。昼問余り外へ出ないで夜中遊ん

でいるし、よく寝ないでしょう。御飯も余り食ぺな

いで、栄茂のなるぺく少ないものを食べて太らない

ようにする。コンビニエンスで買ってきたいわゆる

ああいうスナック菓子みたいのぱっかり食べていて、

昔みたいに目刺しだとか小さな魚を食ったり、そう

いうことはしない。つまりそういうふうにしている

からどんどん音っちょろくなってしまって、おじい

ちゃん、おぱあちゃんの方は昔と同じようなことを

しているし、野良仕事しているから。あれはでかいね。

野良仕事はいいですよ、草取りなんてやっているから。

帰りがけにみんな拍手していくと、おじいちゃんと

かおばあちゃんの手はクマの手みたいな手で、すご

くみんなたくましい。また特に長生きしている人は

手がでかい。だんだん若い連中になっていくと宇宙

人みたいに手が細い、育っちょろくて。握ると折れ

てしまいそう。子供たちの方に行くと、何となくぶ

くっとしていてまだ元気がある。だから、その子供

たちの手がなるべくその途中経過がなくたくましく

いくように、そのために頑張らなければいけないのは、

人間は動物であるということを自党するわけでござ

います。

これから僕たちがやることは、それは少しでも昔

に戻ることです。皆さん、申し上げます。コンビュー

絨必譴譴名

ターなんか頼ってはいけません。これからうちへ帰っ

て、会社をやっている人は直ちにコンビューターを

やめて、また帳簿をつけてください。紙に沓いた方

が間違いないです。俣はノストラダムスではないけ

れども、一つ予言します。遠い将来、このぐらいの

小さな限石が飛ぴ込んでくる。こんな小さな隕石で

すよ。別に地球を破壊するわけでも何でもないのだ

けれども、その小さなl惧石がどんと地球に落っこち

た途端にすべてのコンビューターが破壊された。あ

りそうなことなのです。そんな物質はないよなんて

どうして言い切れましょうか。そのときなのです、
問題は。コンピューターだけに頼っていて打ち込ん

でおいたら全部なくなってしまいますから、えらい

ことですから、だからそのために帳簿をつけておく

こと。それから、今日帰ったらもうテレピなんか見

ない。テレビだのメデイアだのなんて、そんなこと

ぱっかりしていてはだめ。どんどんデジタル化して

います。だめだめ、デジタルなんかだめ。アナログ。

とにかくみんな機械はアナログまで。それから、う

ちに帰ったらテレピを見ない。本を読む．字で苔い

てある本は昔から読んできたのですから。そうやっ

て原始的になる、これが一番大事です。会社で自動

ドアをつくつている方がしらっしゃったら、自動ド

アは廃止、すぐ手淵き式。それが人rrlJらしい。冷蔵犀、

砲気冷蔵疸はいいけれども、すぐやめて、氷を上に

釆つけておくやつにする。大変です。ランプにして、

ガスもなるべく使わないようにして薪を使う。物固

にしまってあるかまどを出してくる。いろんなこと

をしてみてください。昔に戻ること。どんなに難し

いことでしょう。僕だって口で言っていたって、う

ちへ掃ったらやらないもの。やらないですよ、それは。

人間はできません。進んできてしまったのです。

侠は何も蕪学で勉強もできないし、皆さんに言う

ことなんか何もありませんけれども、ただ、 NHK

のある特躾番組をみていたときに、ウォーレスとい

う人の、ウォーレスが熱帯の島に行って、ゴクラク

チョウとかいろいろ勉強して調べに行ったときの、

その成果の 1 冊の本がありました。その本を朗読し

てくれて、叢後がエンデイングになったのですけれ

ども、もちろんご本人ではなくて役者の方がやった

のですけれども、そのウォーレスが読んでいる。英

語でほにゃほにゃと言っているのはわかりませんけ

れども、ちゃんと訳してくれた。そり言葉の 1 行だ

け侠はよく党えているのです。人間というものは、

文明とか機披化というものを乗せて船を進ませてい

るけれども、その船は決して正しい方向に進んでい



ないと言っているのです。どういうことなのだろう

なと思ったら、人問は文明だ、発達だ、進歩だといっ

てやっているけれども、それが、果たして人類とい

うものを乗せている船が正しい方向に進んでいるの

だろうかということを問いかけているのです。随分

昔に書いた本だと思います。ウォーレスですから。

でも、その］行を僕は思い出すときに、そのとおり

だと思います。大変なことです、皆さん。今どんど

んこっちへ進んでいってしまっているから。

だから、俊が今やりたいこと。大それたことはで

きないです。でも、山に行って烏を見てください。

ウグイスがホーホケキョ。この間八戸から先へ行っ

て音森のそばでオオセッカを見てきました。キリキ

')なんてやっていた。全く昔と同じです。全然変わ

らないです、島たちは。ウクイスが今、近ごろ近代

社会だといって何だか変な格好したり、帽子を逆さ

まにかぶったり、メガネをかけたり、コンビューター

なんかやっていないでしょう。ウグイスがコンピュー

ターをやっていたらおもしろいでしょうね、くちば

しでキョンキョンなんて◇そんなことしていない。

つまり、自然の烏や動物が教えてくれているのです。

地球上はこれだって十分なのだよと。

でも、今僕が申し上げましたように、俊だってう

ちへ焼ったら原始生活へ戻すことはできません。し

ようがないですね。でも、烏や動物を見て少しは反

省しなくては。そうなのだ、烏や勁物は昔と変わら

ないように生活しているのだから、人問だって少し

は昔の生活をもう一度見直して、余りぜいたくをし

たり余り棟絨文明（•こどっぶり没るようなことはしな

い方がいいのではないか。節単です。ちょっと戻せ

はいいのです。そして、そういうような人間が本当

に自分の手で、本当に自分の足で、本当に自分の体

で生活している、そういう実感をつかむぐらいまで

何とか戻したいというのが僕の念願なのですけれど

も、進むよりも戻す方が帷しいです。連転免許を取

りに行っても、バックで蕗っこちる人がいつばいい

ます。後ろに進むのは難しいのです。地球上の動物

で一番器用なのはエピです。後みにほっと進みます。

烏は後ろは余り行きませんから。とにかく難しいの

だと思うのです。でも、その難しいことをちょっと

ずつでも、少しでもやれたらいいな。

もっとも物理的にもしできないのだとしたら、少

なくとも気持ちの上で、人問というものは今しつか

りしなければならないものはどういうことなのだろ

う。そうなのだ。昔から米ているきちっきちっとし

たもの、例えば教育問題だってそうです。めんどう

くさいことなんかしなくてもいいのです．今はもう

何だか頭がこんなになっちゃって。簡単なことです．

おぎやあと生まれたら、袈から生まれてくるのです

から栽に感謝をして、そしていろんなことを学ぶ。

その学ぷ中には、人に迷惑をかけない、ご挨拶をする、

そういうことをさちっきちっとしつけの段階で子供

のうちにわかっていれば、何も大人になってから犯

罪を犯すようなことはないのではないかと思うので

す。難しい理論を唱えたり、難しいマニュアルみた

いなものをつくってああしろこうしろなんて言うよ

りも、一言でいいのです◇人に迷惑をかけないように、

そういうふうに生きなさいと言われたらはとんどの
犯罪はできませんものね。今まで僕は随分いろんな

半件を見てきましたけれども、人に迷惑をかけては

いけないのだ、自分勝手なことをしてはいけないの

だという気持ちを持っていたら、できないことぱっ

かり、あり得ないことばっかりです。

今、車の駐車を見ていてもそうです。背の駐車違

反というのは、済みません、ごめんなさいね、ちょっ

とここ皆かせてもらうけれども、ちょっと今行って

くるだけですからという感じが車に何かあらわれて

いるのです．いかにもちょっと筐かしといてという

感じ。今の車の駐車違反、幅寄せもしない。一番激

しいところでどかんと臨いていってしまうのですか

ら。何というのか、悪いことの仕方が全然違うのです。

つまり立ちしょんべんするのだって、こっそりやる

のと追って堂々と、冗談じゃないよ、人権だ人権な

んて言って、人権と立ちしょんぺんがどう追うのか

よくわかりませんけれどもへとにかくそういうふう

になってしまったということはえらいことです、皆

さん。戻しましょう。何とか頑張って、そして礼節

を尽くし祓に孝行、そして先絣を立てる、とにかく

自分勝手なことはしない、そういうことを徹底する

こと．道路に座ったりしない、とにかくそういうふ

うにやって、みんな若い人たちに悔い改めてもらわ

なければならないです。

そのためにも人間が勁物であるということを自淀

していただいて、動物のように、地球から少しのも

のをいただいて、これからも生き生きと元気にいく

ように、そういうふうに頑張ることが一番ではない

かと私は思っておりますが、皆様方はどうお思いで

しょうか。私1こちょこっとでも貸成の方は拍手をお

送りいただきたいと思います。（拍手）どうもありが

とうございました。古今束西無理やり手をたたかせ

るのは僕だけでございます。申しわけございません

でした。

so 
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でも、何か皆さんのお顔を拝見しているとうれし

くなりますね。よく思うのですけれども、こういう
お話をさせていただくのは、俊が能菩きを言うので

はない。皆さんも僕の話を聞いて、なるほどなと別

に僕に対して感心するわけでもない。ああそうだな、
そうそう、そのとおりだよなとお互いにその自党を

し合ったり、あるいは僕の言葉をまた自分の頭の中

に入れて、そうそう、おれもそういえばそういうこ

とがあったな、いや、そこのところはこう息うなと
いうふうに考えがいろいろと立体的になってきます。

これがすごくいいのです。今日たくさんすばらしい

会が税きました。皆さんその一つずつの講派やシン

ポジウムや子供たちの発表の中から、全部自分の頭
の中にインブットされていると思います。これはコ

ンビューターではありません。人間という自然の中

で育ってきた動物、すばらしい組織の脳みそがしつ

かりと受け止めています。そして、その人間のコン

ビューターというものは、よしあしを判断して、そ
してそれをみんなのために役立てるようにしようと

いうふうに一生懸命に善に向かって進んで行くとい

うすばらしい機械なのです。これを大事にしなかっ

たらどうなるのでしょうか。

侯たちは自然に返るというのは、何も野性的に昔

の動物的な人間に戻れということではありません。

これだけすばらしい文化に支えられてきて、これだ
け進歩してきたのですから、その頭、自然の中で動
物が持っているこのすばらしい、本当にすばらしい

コンビューターをこれから駆使して、世の中のために、

もちろん国のために、いや、国のためにという酋い

方はもはやふさわしくないですね。地球のためにです。

地球の哀接のために、人釦が地球と仲良くやってい

けるように、動物や烏がこれ以上人を見て笑わない

ように、とにかく烏や動物たちに褒められるように

生きたいと思います。

忍頃』怠重

近ごろ山に行って烏のさえずりを聞いております
と、昔はチュンチュンとたわいもなく嗚いていたの

ですけれとも、近ごろ小烏たちが（小烏の嗚きまね）
と嗚いておりますと、何と言っているかというと、

近ごろ人問たちもやり過ぎだよな、そろそろ気がつ

きゃいいのにな、このまんまじゃ人間たちはどうし
ようもなくなるぜなんていうことをお互いに嗚いて

いるわけでございますから、これは大変なことでご

ざいます。

僕の念願は、今まで申し上げたこと、そしてもう

一つは、今申し上げましたように、山のウグイスが

（ウグイスの嗚きまね）人問どもよ、よくやったな。

あのとき、 2 0 0 0 年のころにみんなが一生懸命に

考えていたあの野焼きサミットのときに、江戸家Ilヽ

猫の語演を問いてよく悔い改めてくれました。地球

J:.の皆さん、江戸家小猫さんの言うとおりです。こ

れからも頑張って地球の上で使たちと楽しく、動物
として、動物の人間として正しく生きてくださいね、

そういうふうにさえずつてくれる日が僕は一日も早

く来るように楽しみにして、明日も明後日も山へ出

かけたいと、そのように思っております。

自然の中の動物たち、自然中の私たち、どうぞ皆

さん、動物である自分を自没していただいて、もち

ろん今までどおり、これからも皆さんそれぞれのご

活躍をお祈りしております。

今E1 は本当に一日ご苦労さまでございました。江

戸家Ilヽ猫の特別基調講演はこれにて終了させていた

だきます。どうもありがとうございました。各主催

者の皆様、準備していただいたスタッフの皆さん、

辻井先生、どうもありがとうございました。またお

会いできる日を楽しみにしております。（拍手）



•第 3回全国草原サミット・





平成 I 2 年 6 月 2 4 日（土）

午後 4 時 2 5 分～午後 5 時 2 5 分

サミット参加者

北海道網走市 経済部長 渡辺 葵

北海道斜里町 町 長 午来 昌

北海道清里町 町 長 橋場 博

北海道東藻琴村 助 役 津坂和己

北海追女満が1町 産常板典謀長 三條幸夫

北海道美幌町 民生部長 菅原 武

北海道津別町 助 役 工藤 義

北海道長沼町 助 役 堂前正敏

島根県大田市 経済部長 皆田修司

山口県秋芳町 助 役 中原誠次

山口県美東町 町 長 清水武人

大分県久住町 i里 事 山田朝夫

北海道小清水町 町 長 河合 淳
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・概要の記録





第 3 回全国草原サミットは、河合小渭水町長の司会で開始され、自然とかかわったま

ちづくりについてを中心に出席者の皆さんからお話をいただきました。

網走市の渡辺部畏からは、原生花園を含む絹走国定公園の現状とSL廃止に伴い野火

が発生しないことでの影蓉や再生の必要性について発言があり、午来斜里町長からは、

知床国立公園での取組みの状況の中で、世界造産への登録を目指す決意の表明と、自然

との共生には住んでいる人々が心要かでなければならないこと、こうした集いは末永く

継続すべきとの発言がありました。

橋場清里町長からは、自然と観光と腰業を結び付ける取組みの必要性や自然に恵まれ

て住んでいるとそれが当たり前となってしまってしまい、次代の人々のためにも意識し

て自然を守っていく必要性と決意が表明されました。

美幌町の菅原部長からは、阿寒国立公固の状況、自然を生かしたスカイスポーツの振

興の状況、そして、全国でも一級品であるこの地域の自然を財産と考え後世に引継ぐ必

要性、黄務の存在について発言がありました。

女満別町の三條課長からは、国内最大級と言われる網走国定公同内水芭蕉群落保全の

取組みと今後の考え方、花と運河と音楽での町づくりの方向性と連携して自然を維持す

る必要性について発言があり、津坂東藻琴村助役からは、村の愛称「ノンキーランド」

の持つ意味と誇り、恵まれた自然を守るための生活環境対策の推進や腰業（酪蔑）対策で

のクリーン蔑業による町づくりの状況について発言がありました。

工藤津別町助役からは、躍展地荒廃という過疎化と環境保金との関連（住んでこそ自

然を守れる）、森林に恵まれた環境の中でも針葉樹から広葉樹への転換の必要性と「緑，

土・水」の三つが循環することが自然を守ることに繋がるのではないかとの発言があり、

堂前長沼町助役からは、自然を活用した「芸術の町」づくり (2 0 年間で芸術家 3 0 名

程度移住）、住んでいると恵まれた自然に気がつかないとの指摘、外からの情報の必要

性ついて発言がありました。

大田市の皆田部長からは、国立公園三瓶山地における放牧を中心とした草地の保全、

景観維持の取組み状況、離農地の荒廃対策と獣被害の防止対策の取組みでの草地・景観

の維持との結び付きについて発言があり、山田久住町理事からは、草原や野焼きという

共通点ばかりでなく、土壌菌を用いた浄化法の海入にも小渭水町および周辺市町村と共

通点があったことへの感慨、くじゅう高原での取組みについてと今後このような集いが

継続されることの重要性についての発言がありました。
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清水美東町長並びに中原秋芳町助役からは、シンポジウム参加の経緯、両町の概要と

秋吉台での野焼きの取組み状況の報告があり、次回（平成 l 3 年）には、秋吉台を有する

両IBJで全国の集いを開催したい旨の表明がありました。

最後に河合小清水町長から今回開催の経過、原生花園再生の取組みについて報告があ

りました。

この後、ますはそこに住んでいる住民の意識高揚を図ることから自然との共生を図り、

後世に伝えていくこと、個々の自治体だけの力•取組みでは環境の保全を図りながら活

用することは大変難しいとの認識で一致し、今後このような連携の場を継続して開催し

連携を図ることを確認しました。

また、平成 l 3 年 2 月に山口県秋芳町・美東町で全国大会を開催することを確惚しま

した。

最後に、まとめとして河合小清水町長から別紙『原生花園宣言」の提案があり、全員

の黄同をいただき採択しました。

宣言は、閉会式席上で報告され、出席された皆さんのこ理解・協賛をいただきました◇



・閉会セレモニー・ロ





0司会：最初に、草原サミットで採択されました宜

宮を小消水町長河合淳様よりご報告お刷いします。

0河合：それでは、先ほど別室で全国草原サミット

が行われまして、その中で採択されたものをここに披

露させていただきます。

原生花l固宜首。

草原は、多くの命をはぐくみ、さまざまな野の賠り

物を私たちにもたらします。それは、美しい泉色とと

もに、盗かな生産を約束する楊です。草原は、世界じゅ

うで古くから人々によって用いられ、保たれてきまし

た．その保存とR明な利用こそこれからも引き絞き守

られなければなりません。私たちは、第 3 回全国草原

サミットを機会に、草原の韮要性を改めて認識すると

ともに、これを私たちばかりでなく、草原を訪れたこ

とのない人々たちにも訴えたいと思います。草原生態

系の維持と活用にその技術の伝承とさらなる知恵と努

力を染めることを期待して、そして本サミットを今後

とも継読して、草原を有する自治体問の追携をより一

屈図ってまいります。

以上、宜言します。 zooo 年 6 月 2 4 日、第 3 回

全国草原サミット．

以上でございます。ありがとうこざいました。（拍手）

0司 会：ただいまの宣言につきまして、ご参会の竹

様のこ＾理解をいただきたいと存じます。皆様にはご贄

同いただけましたら拍手をお願いいたします。（拍手）

皆様にこ＾理解いただき、ありがとうございます。

読きまして、、次回の開催地に決定されました山口

県秋芳町助役のナカハラセイジ様からご挨拶をお願い

いたします。

0中原誠次：私は、山口県秋芳町助役のナカハラでご

さいます。

上利町長が参りまして皆様方に次期の開催につきま

してお願いを申し上げるはずのところ、所用のため出

席がかないませんので、私の方から一言皆様方にお願

いを申し上げたいというふうに思っております。

我が秋芳町、また隣の美東町にまたがっております

秋吉台でございますが、面栢にいたしまして大体 I I 

5 平方キロでございます。延長にいたしまして 1 7 キ

ロでございます。毎年 1 回、 2 月の第 3 日曜日に秋吉

台の山焼きを実施いたしておるところでございます。

総出勁人貝が I, 0 0 0 名程度でございます。全国各

地からのお客様のお越しをお待ちいたしておるところ

でございます。平成 I 3年の野焼きサミットにつきま

しては、本8 ご参会の皆様方全貝ご出席いただきます

ように心からお待ちをいたしておるところでございま

す。今回は小i肖水の皆様方、また実行委貝会の皆様方、

大変ご心労が多かったかというふうに思っております。
我々も見習いまして一生懸命努力をしてまいる所存で

ございます。どうか皆様方、逍の皆様方に周知徹底を

されまして、一人でも多くの皆様方にお越しいただき

ますように切に切にお絹いを巾し上げまして、 l 3 年

の間会に当たりましてのご挨拶にかえさせていただき

ます。

本当に長いことお世話になりました。来年もよろし

くお顧い申し上げます。（拍手）

0司 会：閉会に当たりまして、実行委貝長竹田津宜
よりご挨拶申し上げます。

〇竹田津：長時間ありがとうございました。本当に
ほっとしております。とにかくこれでもって何か九州

の久住からつないで大田市、そして我々がつなげたこ

とを本当に誇りに思っております。このシンポジウム

のためにつくったこのコビー、草の言い分、花の言い

分、人の言い分、このコピーをつくった人問は小渚水

の人間でございます。この大会に対して自分の思いを

そのままストレートに伝えたいというようなことで、

大変自然の好きな男のコピーでございます。俊らもこ

のコビーはすごく好きなコピーでして、本大会がもし
うまくいっているとすれば、少なくとも皆さんの耳の

中に草の言い分、花の言い分、人の言い分がほんの少

しでもいいから届いたのではなかろうかというふうな

ことを考えております。本当に長いtlljありがとうござ

いました。

実は、この後にありますレ七プションは、関係する

人たちがもう数日前から、そして今朝はもうずっと

我々の見えないところで準備に準備を重ねております。

どうか楽しんで北海道の一夜を楽しんでいただけたら
というふうに思います。明日は俣なんかは資任はない

ような気持ちです。ほとんど子供たちが明日は主流で

して、子供たちがあっちへ行ってこれをやりなさいと

言ったらそのとおりに侯はやって、それで終わるのだ

ろうというふうに思っております。どうか皆さん、今

日、今からと、これからの時間と明日を楽しんでお帰

りになっていただければ本当にうれしいと思っていま

す。

どうもありがとうございました。（拍手）
0司 会：以上をもちまして本日のシンポジウムを終

了いたします◇不憫れな司会でございましたが、無車

大役を務めさせていただき、ありがとうございました。

この後 I 8時 I 5 分からは l O 0 年記念公園にてレ

セプションが開催されます。
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第 1 回の久住町から次回の秋芳町、美東町まで参加
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開会アトラクション
はまなす太鼓
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辻井先生の基調講演
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聾燥きシンボジウム・イン・小漬水

出番を待ち緊張の中、講演を聞く北陽小児童
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シンポジウム パネリストの皆さん
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シンポジウム コーディネーターの五十産さん
とコメンテーターの瀬田さん
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特別講演で参加者を魅了江戸屋小猫さん
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第 3 回草原サミット l 3市町村が参加

（ンム
第 3回草原サミット l 3 市町村が参加

レセプションを盛り上げる
よさこいソーラン踊乱花こしみす

, f• 
ヽ

よさこいソーラン 4 チームの競演
参加者の飛び入りもありました
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レセプション小清水名物に舌鼓①

レセプション小濤水名物に舌鼓③
鬼アザミも？

`

i

f

 

.. 

レセプション小清水名物に舌鼓②

しこ.. 
レセプション 町民も多く参加しました

レセブション 町民も多く参加しました
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帰化植物の抜取り体験
アメリカオニアザミ、ミモギを抜取りました
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帰化植物の抜取り

島根の高橋さんと阿蘇から参加の山内さん

帰化植物の抜取り 北賜小・中斗美小の皆さん方
コーディネ＿ターの役割を担って
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平成 1 2 年 5 月 1 2 日 朝日新即

願
璧
魯
冒
に
魯
①
袋

工
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
や
ハ
マ
ナ
ス
な
原
生
花
曲
で
十
一
日
朝
、
野
焼
き
が

ど
多
く
の
花
の
嬰
地
と
し
て
知
ら
あ
っ
た

1
1写
哀
。
蕪
花
装
さ
を

れ
る
潤
走
茎
ー
泊
水
町
祭
泄
水
取
り
戻
す
春
の
炎
に
唇
れ
て
、
や

小
清
水
で
手
を
よ
う
に
な
っ
た
。

野
焼
き
雨
で
兜
の
年
を
除
い
て
こ
れ
ま

；
で
に
五
回
行
わ
れ
、
原
生
花
閲
の
総

が
て
一
斉
に
紐
の
芽
吹
き
が
始
ま
：
亜
習
五
十
四
•
五
防
g
‘
八

る
。
回
厨
で
は
六
月
に

B
弘
笞
シ
．
．
．
ぃ
十
七
慕

n
を
終
え
て
い
る
。
昨
年

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ン
・
小
洞
水
第
ば
雨
で
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
二
年

＝
画
全
国
t
筒
サ
ミ
ッ
ト
j
が
開
か
・
ぶ

n
ぷ
炎
入
れ
に
な
っ
た
。

れ
る
。
．
．
．
◇

こ
の
日
は
、
翌
器
芹
窃
図
や
硝
野
焼
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
草
原
サ

防
団
な
と
か
ら
百
人
余
り
が
参
加
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
各
地
で
野
焼
き
に

し
、
血
涼
中
央
部
付
近
の
ま
―
む
余
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
や
グ
ル
ー

り
を
焼
い
た
。
当
初
は
九
口
の
予
定
ブ
が
佃
報
交
燥
や
取
り
組
み
の
報

だ
っ
た
腐
で
延
期
さ
れ
た
。
火
が
舌
、
今
絞
の
検
柑
疎
四
な
と
を
話
し

っ
g
れ
る
と
、
や
や
固
っ
て
い
た
合
う
出
い
。
大
分
限
の
久
住
町
で
一

枯
れ
直
も
努
い
よ
く
燃
え
始
め
、
炎
九
九
五
年
に
初
め
て
閲
か
れ
た
。
ニ

が
地
を
な
め
る
よ
う
に
広
が
っ
て
、
回
目
は

h
i
年
前
に
島
眼
姐
の
大
田
市

す
ぐ
そ
ば
の
涛
沸
湖
も
た
ち
ま
ち
で
朗
か
れ
て
い
る
。

暮
に
包
ま
れ
た
。
小
沼
水
町
で
は
六
月
二
＋

9
-日
か

小
荀
水
原
生
花
四
で
は
、
十
数
年
ら
二
十
五
日
ま
で
開
か
れ
る
。
辻
井

前
か
ら
枯
れ
た
牧
草
知
な
と
の
畑
化
，
q
-
北
海
学
園
大
教
授
の
幽
祁
躙
戟

船
物
が
敷
き
わ
ら
状
態
に
な
っ
て
げ
の
ほ
か
、
小
沼
水
町
や
神
奈
川
咀
笛

く
印
も
り
、
花
々
の
成
最
を
妨
げ
る
蜀
の
仙
石
原
で
の
取

o
i
n
み
報
臼

よ
る
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
5薙
や
、
[
t
2め
切
惟
j
を
テ
ー
マ
に

吝
£
H塊
R
の
小
油
水
町
が
野
＇
き
高
門
叙
た
ち
が
媒
克
を
出
し
合
う
。

念
器
的
に
始
め
た
。
こ
の
紀
虫
、
タ
レ
ン
ト
の
江
戸
家
小
猫
さ
ん
の

火
入
れ
が
草
原
の
硝
生
の
回
製
に
効
｛
因
然
の
中
の
動
物
た
ち
、
も
の
ま

果
的
で
あ
る
こ
七
が
確
認
さ
れ
、
八
ね
と
楽
し
い
お
ヰ
i
]
と
即
し
た
岱
別

年
前
か
ら
花
や
野
烏
へ
の
影
蓉
が
少
諏
油
も
あ
り
、
紐
終
日
に
は
即
生
花

な
い
こ
の
時
期
に
本
格
的
な
野
焼
き
幽
の
観
探
会
も
あ
る
。
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ど
が
念
加
し
、
自
然
の
大
切
さ

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が

ね
ら
い
。

日
担
に
よ
る
と
、
六
月
二
十

三
日
午
後
六
時
半
か
ら
前
夜
祭

で
、
塾
回
「
北
き
つ
ね
物
謬
J

を
上
映
す
る
。

二
十
四
日
午
前
九
時
半
か
ら

ハ
マ
ナ
ス
太
鼓
で
野
焼
き
シ
ン

8
6認
小
清
水
で
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
ポ
ジ
ウ
ム
穿
I
プ
ニ
ン
グ
。

.. 

竹
田
浮
表
g
畜
呉
の
開
会
あ

璧
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
れ
る
。
．
ー
島
様
県
太
田
市
に
続
い
て
小
洞
・
い
さ
つ
に
続
き
堀
知
事
（
予

間走
「
野
焼
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
王
佃
は
地
元
の
同
秀
江
笞
〖
水
町
が
三
回
目
。
「
自
然
翠
境
i
定
）
の
お
祝
い
、
・
河
合
浮
小
消

新網
ン
・
小
清
水
」
が
六
月
二
十
＝
＝
―
会
（
竹
里
已
老
至
蛤
貧
畏
）
．
の
保
全
と
毬
活
用
、
共
生
」
を
．
水
町
畏
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

目
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
三
日
と
財
型
g
人
自
然
と
諾
る
会
。
テ
ー
マ
に
、
野
焼
き
な
ど
の
方
一
述
べ
る
。

団
、
小
清
水
町
多
目
困
兜
匿
．
草
原
ぜ
｀

I
ッ
ト
は
、
平
成
七
年
法
で
草
院
の
概
生
回
復
に
取
り
第
一
部
は
、
基
細
精
演
。
北

設
と
塁
花
回
を
会
埠
に
開
か
．
」
の
大
分
只
久
住
町
、
同
九
年
の
t
組
ん
で
い
る
全
国
の
自
治
体
な
星
学
園
大
の
社
守
逹
一
教
授
が

2000年 5 月 30EI

双
眼
競
や
望
遠
銚
を
使
い
、
約
t

二
十
種
類
の
烏
の
姿
や
嗚
き
戸

を
見
学
す
る
。
雨
の
と
き
は
同

網
走
市
立
郷
土
博
物
館
と
同
館
内
で
草
原
の
野
烏
ス
ラ
イ
ド

0

友
の
会
主
侮
の
「
棗
の
烏
砥
上
映
会
を
開
く
。

3
 言
」
梵
習
篇
八
堕
質
は
二
十
五
人
0
,

雷
日
“
三
硲
璽
一

q
一
番
）
に
甲
し
込
む
と
よ
い
。
一

る
。

．
息
当
日
、
午
前
八
時
告
で
に

．
問
館
前
に
簗
合
。
浜
小
消
水
の
ー
・
ー
．
ー
ー
！
‘
ー
・
ヽ
．

一
砂
浜
を
翁
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
草
原
で
さ
え
ず
る
ノ
ゴ
マ
や

ノ
ピ
タ
キ
な
ど
夏
に
飛
来
し
て

＿
き
た
野
烏
た
ち
を
観
察
す
る
。

塁
一
部
は
「
草
原
の
役
割
」

「
火
遊
び
は
楽
し
い
1
1
J
を
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
．

テ
ー
マ
に
更
芽
る
。

n
ー
デ
1
ネ
ー
タ
ー
に
遠
開
発

第
二
部
は
、
魚
か
ら
の
戟
＂
醤
研
眉
査
会
の
五
十
嵐
智

告
。
岐
阜
大
の
津
田
智
助
教
窮
面
套
嚢
、
バ
ネ
ラ
ー
に

授
、
北
大
の
宮
士
田
裕
子
助
教
農
林
水
産
省
中
国
農
試

2
畠

授
、
小
清
水
北
原
魔
章
が
i
纂
喜
覧
官
、
大
分
県
久

小
清
水
覆
花
園
で
盆
り
組
住
町
の
山
田
朝
醤
専
、
環
境

み
柔
笞
す
る
ほ
か
、
神
奈
川
庁
束
北
海
道
地
区
自
然
保
護
事

県
箱
様
町
立
涸
生
花
園
の
井
上
．
務
所
の
鍛
治
哲
郎
所
央
、

n
メ

惹
世
子
さ
ん
が
同
町
の
仙
石5ン
テ
ー
タ
ー
に
自
然
公
回
芙
化

原
、
北
大
Q
g
雰
箆
助
襄
i
管
廻
財
団
の
瀬
田
信
哉
専
窃
゜

が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ァ
石
塁
跡
に
一
第
四
屈
、
窟
目
。
タ

お
よ
ぽ
す
授
緩
壊
と
野
火
の
レ
ン
ト
、
江
戸
家
公
畑
の
「
自

影
響
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
ラ
然
の
な
か
の
動
物
た
ち
ー
も
の

ン
カ
ラ
ヱ
＾
の
ア
ス
ウ
ィ
ン
．
ま
ね
名
楽
し
い
お
話
f

ウ
ス
プ
講
師
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
任
亥
四
時
二
十
五
分
か
ら
全

の
熱
帯
四
箇
地2
荏
火
災
．
屋
慨
マ

‘
Iツ
上
砂
。
各

．
と
悪
活
懃
斎
専
る
。
自
治
体
襄
の
馨
に
続
き
サ

ミ
ッ
ト
宝
宮
を
誤
伝
し
て
、
午

後
五
時
四
十
五
分
閉
会
す
る
。

こ
の
扱
、
百
生
貶
心
公
回
で

全
レ
セ
ブ
ソ
ョ
ン
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
小
清
水
う
ま
い

も
の
臨
台
、
オ
ニ
ア
プ
｀
試
食

会
、
参
加
市
町
村
の
名
物
市
が

開
か
れ
る
。

二
十
五
且
＇
前
九
時
か
ら
小

懲
叙
生
花
墨
で
畑
詣
物
の

墜
歪
験
や
墜
臼
棗
な
ど
を

行
い
、
現
畑
で
解
散
す
る
。

ー
．
，
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プ毎 逸 鰤 訊

2000年（平成 1 2 年）6 月 248（土喘日）

-
i
・
―
-
m
.
u
-
u璽1←
三
蔓
t
-
―
9
●
-
-
W
n
-ー-
m
.＿
＿
三
置
―-
m
.
m
-
-i-
U
量
t-
=
m
-―
●
『
―
―
-
i

m

三
●
一
←E
E
一
＿
―
-
璽

-
m
二
璽
―
―
―
-
i
●
-
_
·
-
·
ー
・
i
t
-
-
ー
-
`
一
＿
＿
＿
憂
ー
―

-
9
1
-―

野
焼
き
と
植
生
考
え
る

「
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
」
開
器

【
小
泊
水
】
＝
i
日
間
の
日
t
a

u
r
r
で
は
、
勢
力
を
拡
大
す
る
ヨ
ニ
十
i
-
o
r
t
i
は
、
O
J
I
か
ら
町
聡

で
、
草
原
の
雄
椅
と
利
用
を
考
圭
石
ど
か
ら
ハ
マ
ナ
ス
や
工
図
ら
が
公
邸
没
磁
な
ど
郎
価
に

え
る
笞
―
一
回
〈
南
翌
原
せ

‘
I
ッ
ゾ
ス
カ
シ
ュ
リ
な
ど
の
花
の
生
奔
屯
了2
方
で
、
辺
内
を
中

ト
「
野
況
き
｀
ソ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
白
を
守
る
た
め
に
、
即
走
支
庁
心
に
五
十
人
ほ
ど
の
萎
加
北
が

イ
ソ
・
小
油
水
」
（
災
行
委
白
な
ど
と
紛
力
し
て
小
閃
水
比
生
小
即
水
入
り
．
夜
に
は
、
旧
佼

＾
ギ
王
節
）
が
二
士
酋
、
町
多
化
閲
の
野
焼
き
を
災
廊
し
て
い
祭
と
し
て
同
町
が
叫
台
と
な
っ

臣
的
川
化
施
翠
蕊
拗
に
即
る
．
シ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
で
は
、
野
た
映
面
「
北
き
つ
ね
絢
ど
の

祁
し
た
。
俎
さ
を
心
し
て
自
然
と
の
ぼ
し

r

仮
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
ゃ
t
t

北
應
叫
で
は
初
の
開
m
i
．
四
カ
を
咬
糸
す
る
o
r
J
T
仰
り
の
町
民
ら
が
染
し
ん

だ
“二

十
四
日
は
、
午
l
i
j
九
囮
半

豆
闘
彗
:
[
]

潤
濶
郎
(
+
時
）
．
野
火
が
自

ljヽ涅わk

然
に
及
ぼ
尤
採
な
ど
に
つ
い
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
六
問
十

菜
各
地
か
ら
の
凶
出
(
+
一
五
分
）
庶
雙
・
ニ
十
五
日
は
、

哨
十
包
、
「
訟
似
の
役
制
」
午
閃
照
糾
参
加
考
や
一
般

を
プ
ー
マ
に
し
た
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
を
対
象
に
原
俎
紺
究
涌
化
碩

ム
（
午
後
二
的
―
二
十
五
分
）
、
物
の
除
去
体
験
を
予
定
し
て
い

小
茄
水
の
味
党
を
安
価
に
捉
低
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ソ
の
み
有
科
．
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：：：苧 認 癖 昂 2000年（平成 1 2年）6 月 25 日（ B咲日）

シ・□還·饉］］ト
原生花図宜言が採択された第 3 回回原サミット ，••な ；園., 

に叩詞層讐尋宗悶誉
l 護 ］；喜唆勇善置｀呈琶茅茎
屡負 晨屠阜!ii翠［裏景冒 『．採てチ 採注四者曰＝イトいら内，•Iレ：択
盆甕 塁裟旦怠こ塞ど玩皇晋盆． :•‘ 
且雲汀9豆賛奎茎誌ロロ尻咲［ほ§嬰畜｀屋g摩ゑ貫［信§息’t裏 1 
お素そ台孝 叫〖匿紅輝奥盆．．ヵ： gらは↓ ’;‘g贋垣し文言‘・嬰ふ扁合 :f 
悶息 9戸五詈蛮忍墨苔天醇‘謬：言，r·
か山初の 塁患否足きれだ定ェヨほ．のら
茎呂象窒 塁麿専 あ怠沢だ妥苫力1 認gヽ走，．

雪塁9長雲裳 詈饂臼繋豆邑魔菱•9
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2000年（平成 1 2 年）6 月 27 日（火窄臼）

せわ II、 =I 

! i·'‘名：：．:,:::所：、山:~:匹＇鰭態翌§'●：戸；’^．i [哀筐 怖、

i心l!ill
t1賽畏，l] 緯·'灼謬覧喜＇生':<i届急 1§ 化i

か•ゎで閉験｛
炉｝店幕 i 
ら令船． : 
窟緊魯 小酒水 : 
五：ら除 : 

倉嬰｛隠多器蕊で Vヽ lli！云へ弓悶鬱器参函器房辟＆ハ門丈；
ぢ習弓竺夕も毎訊示癸晶ー丙プ方見 1!a JJ!lるにのるどマたがi.

覧悶ぞ悩：豆羞厖認喜［言〖翠附り迂、且危悶忍｀窪忍゜喜g
f5.リ‘魯広セ塁腐gジ乍倍夕さを令とそ:ggる歴字界ラ 襄t
ら訊屈昇5 塁妻渭砥係だ弯そ畑 lぶ戸麟ぅ摩盃 も
ぁ低二．全やお謁 Z 丞乞§戯ス、雇低伍‘嬰娑〗＇閑豆 愁
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士

テ芦亨奈庁＞ー·>示ー一J.、/
••- -

• 2000年（平阪•1 2年）6 月 28 日（水雫臼•)

E 巴出—ヨF口l 言
三豆= 

き
己
．
i
t
仮
努

1
1ー
ツ
ク

搭
に
面
し
、
面
き
の
1石
匁
滋

密
に
表
わ
れ
た
只
英
の
町
．
主

に
ャ
ガ
イ
モ
、
小
麦
、
ピ
し

合
る
．
名
所
は
小
酒
水
原

生
正
四
、
百
郭
湖
、
リ
リ
ー
バ

ー
ク
、
じ
ゃ
が
い
も
街
迫
な
ど
．

長
さ8
.. に
や
冬
ふ
原
毎
秤
園

で
は
6
\
§

、
．
ク
ロ
ユ
リ
ゃ

マ
ナ
ス
、
ハ
マ
フ
ウ
ロ
な
と

圏
小
清
水
町
ひ
と
ロ
メ
玉
由
、

ョ
ぅ

9
,
5
讐
費
攀
囁

9璽
°
n
l
"
"
I
A
亨
類
の
花
々
が
全
し
め

阻
l

花
の
塁
旨
と
し
て
知
ら
小
漬
水
原
生
花
図
や
箔
沸

c
み
拾
い
にR
-べ
面
生
花
習
は
、
通
芭
音
入
自
転
を
蔀
し
fr

り
そ
且
甘
り

E

且
＂
＂
籍
昇
“
且
且
＂
｀
汀
鍔

の
、
農
豊
か
な
花
々
の
衷
遠
が
深
げ
て
き
た
小
洒
奇
羞
l
h
予
っ
芍
全
屋
緊
の
シ
テ
ィ
ア
、
シ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
登
心
と
北
隣
小
の
喜
覧
く
ん

残
琵
し
て
い
る
。
小
翌
翌
色
爵
慕
展
‘
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
~
味
だ
っ
を
一
緒
丘
薔
器
黎

(
6年
）
．
器
息
ゃ
ん

回
甘
出
討
紅

□戸
粒
計
且
”
鱈
竺
闘
籟
蒻
[
9
「
き
れ
い
に
抜
姥

ヒ
こ
；
盈
し
て
多
く
の
こ
君

E

嘉
し
て
い
る
．
g
奏
差
珀
嘉
．
子
否
ギ
ア
ヤ
メ
ゃ
セ
ン
ダ
イ
ハ
野

mき
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
字

（
と
を
字
ん
で
登
。
今
月
咎
、
「
ヨ
蚕
・
炉
芸
そ
食
べ
る
供
た
ち
に
も
笑
類
が
こ
ぼ
れ
ギ
、
ハ
マ
ナ
ス
の
群
生
池
に
繁
習
g
容
を
発
衰
す
る
北
闊
小
一

ィ
廃
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
の
に
、
原
毎
面
で
終
翌
な
た
．
翠
す
盆
花
易
魯
悶
の
5
1
6
年
生
一

ム
で
は
、
そ
の
保
譲
活
動
や
字

竺
来
江
謬
蒻55
~疇
五
碩
帰
化
植
物
除
去
’
贔
畠

犀
未
が
汎
＂
訓
暫
]
又
―
轟

[
[
口
]
疇
二

丘
団

”
5開
馴
]
[
t
べ
田
川
ね
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網走新聞 7 月 2 日（日）

網
醤
国
定
公
回
の
小
消
水
原
ゲ
が
畠
や
か
。
オ
ホ
ー
ツ
ク

生
花
園
で
李
郷2化
が
見
ご
ろ
に
本
格
的
な
哀
の
訪
れ
を
告
げ

に
な
り
、
迩
日
臨
光
客
で
に
き
る
ハ
マ
ナ
ス
も
ほ
こ
ろ
ぴ
は
じ

わ
っ
て
い
る
。
め
た
。
北
海
道
の
踪
野
な
ら
で

管
珪
人
の
話
だ
と
云
先
の
は
の
エ
ゾ
ノ
シ
シ
ウ
ド
の
白
い

低
温
や
ぐ
ま
つ
い
た
天
候
で
涅
花
な
ど
、
鮮
や
か
な
花
ば
な
の

朕
き
が
｀
心
配
さ
れ
た
が
、
こ
こ
色
の
カ
ク
テ
ル
も
見
ら
れ
る
。

に
き
て
平
年
並
み
に
な
っ
て
き
花
回
を
渡
る
風
も
さ
わ
や
か

た
f
ク
ロ
ユ
リ
や
ヒ
オ
ウ
ギ
で
、
観
光
客
か
ら
は
「
空
気
が

ア
ヤ
メ
は
盛
り
を
す
ぎ
た
が
、
お
い
し
い
J
「
缶
詰
に
し
て
持

蘊
の
主
役
エ
ゾ
ス
カ
シ
ュ
リ
ち
帰
り
た
い
J
の
声
も
聞
か
れ

や
工
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
、
エ
ゾ
キ
ス
た
。

ウ
の
群
生
が
見
合
醤
所
も
れ
た
状
態
の
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
i

増
え
て
い
る
。
雷
に
占
讐
ー
も
減
っ
た
。

5

可
．
認物便郵

．
し
．

種
，第れ

B

ゆ風な

年
．
や

ゎさ

ぼ
｛
｝

ュ
見
ご
ろ
の
小
清
水
原
生
花
図

カ
「
日
本
一
小
哀
号
J
―
ど
歪
の
お
と
愛
が
自
立
つ

ス
と
い
う
J
且
床
生
花
照
貧
の
た
め
、
関
保
者
や
学
諏
経
験
老

す
す
め
で
、
釈
炭
の
印
子
を
か
ら
で
つ
く
る
対
策
協
議
会
が
、

の満
ぷ
っ
荏
リ
、
真
っ
す
ぐ
に
＜
野
焼
さ
や
馬
の
放
牧
な
ど
讐
．

開

患
穿
魯
唇
諄
扁
回
懇
臀
組
ん
で
い
る
。
今

手
を
広
げ
た
ポ
ー
ズ
文
記
念
写
年
は
六
月
二
＋
i
-
百
か
ら
の
-
=


真
を
撮
る
人
も
多
い
。
日
問
、
全
国
写
原
サ
ミ
ッ
ト

星
花
固
と
し
て
親
し
ま
れ
「
野
焼
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ

て
い
る
が
正
式
に
は
営
林
翠
が
ン
・
小
洒
水
」
も
開
か
れ
た
．

置
す
る
巖
林
。
祐
れ
草
の
最
g
ほ
節
々
に
効
果
が
見
え
は

堆
租
や
外
来
臨
物
、
内
容
虫
な
じ
め
、
ス
カ
シ
ユ
リ
ゃ
カ
ツ
ゾ

立
口
J

9

冒
冒
冒
冒
冒
冒
冒
冒
置
冒
璽
冒
冒
冒
冒
冒
冒
璽
璽
冒
冒
冒
冒
冒
冒
璽
冒
冒
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ジ毎 逸 綻 昂(:::9邦） 2000年（平成 1 2 年）7 月 3 日（月曜日）

＊
小
浩
水
＊

▽
品
生
花
園
室
言
」
を
採

択
小
滋
水
町
で
開
か
れ
た
第

三
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
「
野

讐
ジ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ソ
・

小
茄
水
J
の
、
全
国
十
＿
―
-
の
朗

習
治
箆
表
考
会
議
（
サ
ミ

ッ
ト
）
は
ハ
月
二
十
四
日
、
草

房
患
荏
客
胡
え
る
「
原
生

薔
宜
宮
J
が
採
択
し
た
＇
写

頁
1
1
.
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フ毎 逸 誓 昂 2000年（平成 1 2年）7 月 4 日（火曜日）

交心
も 差 点 墜募堡嚢望薗懃疇＇「 疇，ふ硼線睾苓嘩瞬

卒
業
後
も
原
生
花
園
守
る

綱
走
筈
内
小
泊
水
町
至
ハ
月
下
匂
に

隈
れ
た
「
第
三
回
全
翌
早
ば
サ
ミ
ッ

ト
」
で
、
町
立
北
隔
小
の
五
、
六
年
の

児
章
人
が
小m
本
尿
毎
伍
堕
で
の
活

勁
と
花
に
つ
い
て
研
究
発
表
と
」
，
児

墨
長
の
畏
谷
部
i
薩(
-
_
-
)
1
1

六
年1
1

は
「
い
る
い
ろ
な
花
の
証
類
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
喜
ぷ
．

同
小
で
は
、
ハ
マ
ナ
ス
な
ど
ぼ
生
花

四
で
翌
閉
る
花
の
生
育
を
妨
げ
全
加

化
姐
物
の
除
去
や
花
の
球
根
礁
え
な
ど

の
活
動
を
実
施
．
ニ
カ
月
た
り
て
匡
錨

し
左
初
の
大
舞
台
娑
於
え
て
「
卒
媒
し

て
も
尿
生
花
園
を
守
盆
器
を
続
け
た

い
」
と
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
る
．

9

小
洒
＊1
1

蔵滋翌繹窮翌追認翠癌墜租器謳忍器撥囮 交差 点
ｮ 
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9
,
'
4
↑
g
フ
・
コ
ス
ト
面
な
ど
草
原
を
蹴
持
し
ス
カ
シ
ュ
リ
、
セ
ソ
ダ
イ
ハ
ギ

て
い
く
う
え
で
の
問
組
点
も
四
な
伝
臣
巽
か
な
花
々
が
咲
き

臣
瓦
た
．
ま
た
、
嘉
考
か
乱
れ
て
い
た
が
、
経
済
的
理
由

、
ら
は
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
だ
け
に
よ
る
生
馬
の
放
牧
中
止
、
蒸

元
を
す
ぺ
き
だ
J
と
、
新
た
な
の
減
少
な
毛
ナ
ガ
ハ
グ
サ

.
,
•
9
9
•

・
｀
．

9
J
.
ほ

;
9

畠
巌
屠
農
茫
よ
る
野
火

小
清
水
で
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
鷹
ま
ぢ
た
。
や
コ
ヌ
カ
グ
芸
ぷ
扱
早
が

約
八
＊
。
に
わ
た
っ
ヤ
国
道
2
勢
力
を
地
し
、
花
が
ま
喝
姐

「
自
然
哀
撼
羹
告
を
ム
・
イ
ン
・
小
嬰
」
（
爵
怠
唇
羞
捲
に
し
歪
妙
4
4
号
の
四
側
怯
が
る
小
演
告
匿
名
哭

5

三
九
九
―
i


ー
マ
に
第
三
回
全
田
草
原
サ
委
国
会
森
磁
）
が
六
月
下
句
、
れ
た
．
野
焼
き
の
至
要
性
が
再
水
原
生
花
回
の
面
蹟
は
約
二
百
年
か
り
、
小
漬
水
町
と
即
走
支

ッ
ト
「
野
焼
き
ソ
ソ
ボ
ジ
ウ
小
菜
町
の
町
含
品
研
菜
認
識
さ
れ
る
一
方
で
、
人
材
や
七
十
五
庄
ハ
・
マ
ナ
ス
、
エ
ゾ
庁
な
名
か
、
田
道
を
挟
ん
で
オ

ー
喝
沼
ー
1

．
↑
ッ
ク
海
嬰
対
象
に
本
格

｀
ミ
皇
．
的
に
野
焼
き
を
実
施
し
て
い

口
言
j
‘
｛
ロ
~
叶
＂

ヵ
置
琴
『
＇
々
·
，□
パ
只
恥□応
．

I
I
I
(
(
:

i
i
1

策
賣
；
i

,
9
．
塁
誓
分
の
二
以
上
を
占
茎
ッ
ト
景
終
日
に
実
堕
れ
勢
力
畜
塁
々
包
啜
り
出
る
の
が
俣
だ
．

対
ご
喜
き
｀
．
．
め
、
中
に
畠
喜

l百
ば
た
植
生
復
元
体
験
の
行
寧
で
し
て
い
っ
て
い
る
」
斎
悶
し
か
し
、
忍
ン
ポ
ジ
叉
に

も
入
っ
た
と
こ
る
を
広
が
っ
は
●
約
璽
十
人
が
参
加
．
ョ
ゃ
、
「
こ
こ
（
涛
既
罰
に
コ
メ
ソ
テ
ー
ク
ー
も
て
国

l
j
・
謬
尋
皇
．
て
い
る
と
i
．
か
つ
柔
穿
ニ
ア
ザ
ミ
を
の
雑
支
人
を
入
だ
誓
t
晨
公
園
国
直

り
な
さ
忍
｀
↓
；

9

②
丑
算
繋
怖
化
狙
物
之
再
輩
ス
取
晶
菜
老
て
も
っ
た
ら
の
習
鵞
専
籾
は
、
会
場
の

副
之
事
謬
｀
＇
屠
れ
た
あ
記
録
巖
っ
て
て
§
虐
一
本
一
本
ス
虐
哀
」
と
の
意
慕
饗
に
「
恩
裔
の
慕

さ
、
羹
亨
]

□

f
が
と
、
＿
い
る
が
、
「
湿
盤
が
多
く
、
コ
ッ
プ
倉
筈
掘
贔
こ
し
寄
苫
嬰
．
緊
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
が

浦
匿
翌
畠
票
ら
五
十
が
が
て
取
り
除
き
、
空
い
た
穴
を
堀
確
か
、
草
原
維
持
の
た
め
お
愈
に
は
揆
雰
で
き
な
い
魯

涛
ご
』
虐
罹
晨
（
同
町
）
と
い
羹
し
た
。
丘
、
人
召
望
孟
が
閾
魯
は
な
い
か
」
と
問

ぅ
．
器
だ
皐
る
中
で
参
加
か
か
る
し
、
放
牧
し
た
牛
や
羊
い
か
け
た
。

小
漿
尿
生
花
園
の
涛
沸
湖
側
希
わ
れ
た
雑
五
抜
き
取
り
体
験
。
参
加
者
か
ら
は
「
涛
沸
ふ
だ
ん
は
立
ち
入
り
菜
止
区
者
弯
「
涛
翡
の
薗
は
、
な
の
肉
は
、
．
t
i
J
高
に
な
る
な
「
い
つ
患
も
美
し
い
花
が

器
の
塁
廃
も
必
要
J
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
．
域
に
な
っ
て
い
る
萄
醤
農
苗
は
も
っ
と
広
か
っ
た
云
が
ど
‘
維
持
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
咲
き
続
け
る
笛
」
に
は
、
そ

『
！
＇
i
-
言
扇
虐
＞

綸
亭

原生花園の花増える

北海道新間 平成 1 2 年 7 月 I 1 日
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